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紅霞後宮物語　第八幕

あとがき









　皇后という存在は不幸なものだ。

　それは賢けん恭きようの持論だ。もちろん持っているだけで、誰にも語ったことはないのだが。







　賢恭が生まれ育った宸しんという国は、寛かんと康こうという二つの国と隣接している。間に山河があるために、国境はわかりやすく分かれているようにも見える。だがそれは縮尺した地図上の話であって、もちろん実際はそんなことはない。細部を見れば、極めて複雑になっているし、しかも時に応じて変化している。




　土地でさえそうなのだから、人はなおさらだ。




　この地はいろいろな民族が行き来し、居を構え、そして戦ってきた……実際、今現在がまさにその最中だ。

　それら多くの戦いの中で、滅ぼされた者たちもいれば、ばらばらに散った者たちもいる。そして他のなにかと結びついた者たちも。今賢恭が力を借りようとしているのは、散った者たちの一部だ。




　宸と隣接する土地には、今も昔も数多くの民族が暮らしているが、かつて宸と康の間で勢力を誇っていたとある部族がいる……というよりいた。

　ほとんど過去形である。

　彼らは当時まだ興ったばかりだった康に滅ぼされ、一部は康の、一部は寛の民になっている。そしてわずかではあるが、宸にも。

　妃ひ嬪ひんの一人である李り昭しよう儀ぎや、現在小しよう玉ぎよくに仕えている女官の元げん杏きようも実はその末まつ裔えいである。とはいっても珍しいことではない。なにより本人たちに親しん戚せき意識がないし、おそらく先方も同様であるし、周囲も彼女たちの祖先のことを全然気にしていないあたり、どれくらい昔のことかがうかがえるというものだ。

　そしてどこにも属さなかった残りの者は、宸の領地に食い込んでいるかたちで生活している。元々有しているものから変容してはいるものの、今も独自の文化や体制を残している。康との国境付近を守っていた賢恭も、彼らとたびたび接触している。

　彼らが直接恨みを持っているのは康だ。しかしすでに何世代も前の話であるうえに、文化的に近い間柄であるため親近感を持っているふしもある。しかし併へい吞どんしようと康が働きかけるたびに猛烈に抵抗しているので、敵意もしっかり持っている。

　また寛も寛で別のかたちで彼らの恨みを買っている。彼らに言わせれば、北に敗走した自分たちに追い打ちをかけて、滅びる直前までの状態にしたのは寛で、実際そのとおりだったりする。

　とはいえ、だからといって宸に熱を上げているわけでもない。現在彼らは宸の影響下で、半分は自治区のような中途半端な状態に置かれている。それだけに不満も溜たまりやすい。しかも宸の人間である賢恭からみても、彼らの言いぶんはあながち被害妄想というわけではない……つまりは、かなり事実だ。

　だから彼らは、三国のどれかに進んで肩入れをしようとはしない。そんな相手に協力をさせようというのだから、相応の対価を求められることはわかっていた。それは賢恭ひとりで支払えるものではないということも。




　支払うのは皇帝だ。そしてこの国だ。




　常ならば、そんな負債を国に負わせることを、賢恭はしなかった。

　だがこの件に関しては、その支払いをさせてもいいのではないかと賢恭は思っている。関かん小玉は、それだけの貢献をしてきたはずだ。

　もちろん彼女の存在自体が問題になったり、彼女自身が失敗したりして、この国が大なり小なり損失を背負ったこともある。けれどもそれを差し引いたとしても、と賢恭は思っている……それに。




　少なくとも皇后となった時点で、彼女は貸しを作ったのだ。

　皇帝に。この国に。




　賢恭はそんなことをずっと感じていた。そしてそのような見方をしている自分は、宦かん官がんらしくないといくら言われたとしても、どこまでも宦官なのだと感じてもいた。自覚していても賢恭の考えは変わらない。

　──つくづく、皇后という立場は不幸だ。

　敵兵を前に、一瞬だけ目を閉じた賢恭の脳裏に浮かぶ「皇后」の姿は、関小玉の姿をしていない。それは賢恭が初めて会った「皇后」のものであった。




　　　　※




　使者が中々戻ってこないと思っていたら、首だけになって帰ってきた。




　姫き将軍をはじめ、寛の将官は使者の首を前に絶句していた。

　おまけに宸の軍が隊列を整えている……という情報まで一緒ときている。つまりは、はねつけられたのだ。自分たちにとっても、相手側にとっても悪い提案ではなかったはずだというのに。

　姫将軍は仰天したし、もちろん他の者たちもそうだった。彼らがお互いに顔を見あわせているのは、驚きが激しかったからというだけではない。不在の者がいないかどうか確認するためでもあった。

「よもや誰かが功をはやったか！」

　なぜならば現状を招いた理由として考えられるのは、姫将軍が今発した叫びの内容くらいなものだったからだ。つい先ほどまで、宸軍はやけにひっそりと静まっていた。それなのにいきなり動きだしたのは、将官の誰かが独断で攻めかけて相手の怒りを買ったからなのでは……皆が皆、そう思ったのだった。

　ぎすぎすした雰囲気の中、李り将軍がしょうもないことを言いだす。

「いない奴は返事をしろよ！」

　そこで「いない者はなにも言えない」などと律儀に返してあげる者はいなかったが、幾人かの者が失笑し、それで場の雰囲気は若干和らいだ。それを気にせず……というよりは、意図どおりだったからなのか、李将軍は「まあみんないるな」と事もなげに呟つぶやくと、伝令のほうを向いて問いかける。

「指揮は皇后か？」

「いえ、それが……」

　答えを聞いて、著しい反応を示したのは、李将軍ではなかった。

「宦官か！」

　いきなり鼻先に汚物でも突きつけられたかのような顔をして、姫将軍が毒づいた。他の者も大なり小なり同じような反応をしている。彼らにとって宦官とは、「よけいなことをしでかす連中」だ。なおこれは最も穏便な表現であって、言おうと思えばいくらでも悪しざまに罵ののしる言葉が思いつく。

「宦官か……一人名を耳にしたことがあるが、そやつか？」

　李将軍も同様に嫌悪の表情は浮かべたものの、比較的冷静さを保っていた。彼の思案げな言葉に、姫将軍は、言葉と一緒に唾つばも吐きたいとでもいうような様子で返す。

「宦官の武官なぞ、そうはいまい。今攻めてきているのは、お前が聞いたことのある奴なのだろう」

　李将軍が「ふむ」と、少しだけ嫌悪を消して呟く。

「ならばその者、王おう将軍と親しかったと聞いた気が……」

「また王将軍か。お前はどれだけ王将軍が好きなんだ」

　王将軍は、何年も前に死んだ宸側の将軍である。李将軍は敵ながら彼の人柄にかなり惚ほれこんでいたので、彼がらみの事情にはかなり詳しかった。

　もちろんそうだからといって相対するにあたっての容赦は一切しなかったし、その証拠に王将軍が戦死したのは彼との戦いでだった。それでも李将軍は、彼はまことに優れた敵だったと、今でも王将軍を賞賛してやまない。

　そんな彼のことを一いつ旦たんほうっておくことにし、姫将軍は周囲に問いかけた。

「貴公らはなんと見る」

　それを聞き、皆が口々に自分の意見を出しはじめる。




「どうする？　一度引いて、戦わぬ意を示し、そこから停戦を持ちかけるか？」

「それは怯きよう懦だととられてもおかしくないぞ」

「こちらに有利に終わらせるには、あまり弱腰でもな……」

「かといって、これ以上の損害は出したくない」




　意見は見事に分かれた。しかも皆片方の意見を支持しながらも、どこかに迷いがある。自身の裡うちですら判断しかねているのだ。とはいえ決めるには時間が欲しいが、その時間がないということもわかっているという悩ましい状況だったから、皆あいまいな様子でしか口に出すことができない。

　姫将軍も彼らの考えていることはわかっている。そして彼自身、決しかねている。しかしやはり、ない時間はあげられないので、歯がゆく思いながらも今の状況を前提に話を進めるしかない。

　そこに口を挟んだのは、李将軍であった。

「しかし此こ度たびの戦では、関皇后はやけに出張ってきていたが、ここに来て人に任せるとはな……」

　姫将軍は、ふんと鼻を鳴らした。

「なにを言う。これまで皇后が出張ってきすぎていたのだ。最後くらい自重したのだろうよ」

　言われてみればそうだが、今は李将軍の疑問を追及すべきときではない。だから姫将軍はそれで話を戻すつもりだったが……次の李将軍の言葉で表情を引き締めた。

「そうであればいいのだが、仮に向こうが独断で攻めてきたのだとすればつじつまは合わないだろうか？」

　その言に、姫将軍は彼の顔をじっと見る。

　他の者もまた。

「宦官が独断で攻めてきたと？」

「そうだ。ならばさほど兵力は動員できまい。さすればここで討ち、それを材料に責めたてれば、多少は有利な条件でこの戦を終わらせることができるのでは？」

「ふむ……一理あるな」

　姫将軍は、彼の発言に理があると認めた。宦官が戦場に出ることなど、まず出世目当てでしかありえない。それなのに今回、皇后のみが目立った功をあげている。その事態に焦った宦官が使者を殺して独断専行した……そう考えると、使者を迎えてからやけに反応が遅かった宸のことも、さほど不自然ではなくなる。宸の陣営で意見が分かれ、さまざまなごたごたが起こっていたのだろう。

　その認識の根底には「相手は卑しい宦官だから」という蔑べつ視しの感覚や、自国の宮廷における宦官の専横に対する苦々しさが念頭にあった。そしてその思い込みはたいていの事態で的を射ているのであるが、今回の場合については見事にその的を外しているのだということを、彼らはまだ知らなかった。

　姫将軍はぐるりと周囲を見回す。どうやら皆も自身の意見を固めたようだった。そしてそれは、幾人かを除けば自分と同じようだった。

　しかし彼らの中ではすでに「そういうこと」になっているが、それはまだ確定しているわけではないのだと考える程度の判断は、彼らにもある。幾人かの意見が固まっていないのは、そのせいであろう。そしてそれは、決して怯懦によるものではないのだと姫将軍にもわかっては、いた。

「……しかし事情を確認してから動く余裕はない。まず宦官を討ちに出て、その間に相手側を探ることになる」

　不安材料はなるべく減らしておきたい。あるいは、その材料を気にしない者を出したい……となると。

　姫将軍がなにか言いだすより先に、李将軍が「乃だい公こうが行こう」とあっさりと言った。そして彼は、姫将軍に笑いかける。

「こういうことは、言い出した者が行くべきだろう」

「……頼む」

　姫将軍は彼には珍しく、ほんの少し表情を緩ませた。彼ならば大丈夫だろう。




　　　　※




　賢恭は部隊を前進させながら、眼前で展開する部隊が掲げる旗に目を留めた。

　覚えず、苦い声が出る。

「……李将軍か」

　いやな思い出が脳裏によみがえる。賢恭の数少ない友人であった王敏びん之しが戦死したのは、彼との戦いにおいてのことだった。もちろん戦場のならいである以上、得がたい友の死を悼むことはしても、恨みに我を忘れることはしていないつもりだ。

　だがもし王将軍が存命であったならば、皇后が後宮に入り、ひいては「皇后」になることを止めてくれたのではないか。賢恭はそんなことをしばしば考えていた。過去の話である以上、我ながら詮せんないことである。

　だが忠告をしようにも遠方に赴任していたため、手遅れになってしまった自分のことを考えると、身近に王将軍がいたならば……と、どうしても考えてしまうのだ。

　王将軍は皇后が「皇后」となるはるか前に、賢恭が彼女の身柄を預けた相手だ。彼の薫陶よろしきを得て、皇后はめきめきと頭角を現していった。また皇后自身、王将軍に対して莫ばく大だいな信頼を寄せていた。自分に対する多分な美化を含んだそれと違い、より実際的なものを。

　もし彼がなにかを忠告すれば、皇后はそれを受けとめたはずだ。

　そう思うと、皇后が「皇后」になった原因は、王将軍を倒した李将軍に求められるともいえる。実際はさまざまな要素がからんでいるのではあるものの。

　賢恭は声を張り上げる。

「ちょうどよい。亡き王大将軍の仇かたき討ちもできるな」

「大将軍」と言ったのは、言い間違いなどではない。彼は死後、朝廷から大将軍の位を追贈されている。あえて公的な呼び方をしたのは、周囲を鼓舞するためにだ。

　賢恭は今、皇后の神しん策さく軍ぐんを含めた部隊を率いている。神策軍には皇后の旧来の部下──ひいては、王将軍の恩顧を受けた者──も多くいる。彼らの士気はこの言葉で間違いなく高揚するはずだった。その点攻める側からすれば、この度の寛軍の人選はまことに都合のよいものだった。

　そしてもう一つ。

「娘じよう子しが康を撃退なさってくださり、まことにようございましたな。坏はい胡こも味方しやすかった様子」

　斜め後ろにいる副官の呟きに、賢恭は無言で頷うなずいた。

　今回賢恭が助力を仰いだ者たちのことを、「坏胡」という。字については宸の人間が音に漢字を勝手に当てたものであり、特に意味はない……というわけではない。かなり悪い意味が込められている。

「坏」は瓦かわらや土焼きの器の意味を持つ。割れたときにばらばらになる様子と、彼らの部族の現状を重ねているのだ。

　寛と康を相手どるにあたって、彼らを味方につけようかという案は、出征する前から話に出ていた。今回はなんとかなるだろうということで、初期の段階で放棄された案であるが、なんとかならない場合に再検討する余地があるものだということは、周知のことであった。

　そして今、「なんとかならない場合」に陥ったのだ。




　そのようなわけで、賢恭は坏胡にこのように働きかけた。




　康を撃退した自分たちの味方をすることで、表面上は祖先の仇を討った者に与くみしたという状態を見せつけつつ、康側には彼らを利用した寛を攻撃してやったと示してやればどうかと。

　それだけでも坏胡にとっては寛との将来的な駆け引きに有利になるし、勝ったあかつきにはとかく坏胡に手を出そうとする康への牽けん制せい材料にもなる……その材料を上手に活用できる人材が、坏胡側にいればの話であるが。

　だがそれは、賢恭が心配してやる筋合いのことではない。むしろそういう人材が坏胡にいないほうが、こちらにとっては都合がいい。




　そう、賢恭はすでに、勝敗についてのみいえば、すでに勝利を確信していた。




　今賢恭が動員できる兵は全体の中の、わずか十分の一くらいだ。とはいえ今回の出兵は八万という規模であるため、数だけでいえば立派なものだ。けれども賢恭は、その中でも神策軍のみを率いていた。

　そうすることで、敵がどう判断するのかを賢恭はよくわかっていたし、あえてそう仕向けてすらいた。

　賢恭が得手とするのは、情報や心理の動向を操ることである。「立派な宦かん官がんになる方法」というものが世にあるならば、それらの技術の習得は初歩的な過程といっても過言ではなく、賢恭も例外ではなく通暁していた。

　彼が長らく辺境で康の動向に睨にらみをきかせつつも、中央から離れて手綱が緩みがちな兵たちを統率していたのは伊だ達てではない。

　だから彼はどちらかというと、戦場での兵と兵のぶつかり合いよりも、そうなる前段階の哨しよう戒かいなどのほうが向いている将官であった。しかしだからといって、実戦の指揮が不得手なわけではない。

　軍において、宦官という異色の立場でのし上がるには、すべてにおいて秀でていなければならなかった。苦手なはずがない。




　仮に後ろ盾がいたとしても、宦官とはそれくらい蔑さげすまれる存在なのだ。




　悔しいと思った時期はとうに過去に置き去りにした。ただ宦官という立場によって、賢恭はあらゆる不利益を被ってきた。たまには利益を求めてもいいだろう……そう思うことはある。今回のように。

　長年心温まらない付きあいをしてきた康の将兵たちが相手だったならば、また違う手を打ってきただろうが、寛の人間は賢恭のことをあまり知らない。そんななか、宦官が少ない手勢で討って出たという情報のみを与えられれば、彼らが侮ることはまず間違いがないと賢恭は踏んでいた。

　あとはどれくらい予定どおりに動けるか、だ。




　賢恭、そして李将軍の指揮に従い、宸軍と寛軍が距離を縮めていく。

　最初は矢の応酬で始まり、やがては槍やりでの突き合い……そこまではお行儀よく陣形を保てる。だがお互いの兵がお互いの兵の間に入り込み乱戦となろうものならば、もう陣形などあったものではない。

　その「あったものではない」状態から、敵の兵力をどれだけ削そげるかが賢恭の腕の見せどころであった。もちろんただの潰つぶしあいなどという、戦術ともいえないような手段を使うつもりはない。

　賢恭は寛兵とのぶつかりあいの中で、先せん鋒ぽうの兵を適宜入れ替えていた。とはいえそれは口で言うほど易しいことではない。人間は駒のように、意のままに動かせるようなものではない。またこちらの動きがもたついている間に、敵兵が先鋒を乗り越え内部まで踏み込んでしまえば、あっという間にこちらが瓦が解かいしかねない。

　そんな危険をはらむなか、賢恭が自在に兵を動かせたのは、扱う手勢をほぼ神策軍にのみ絞りこんだからだ。図ずう体たいだけでかくすれば相手に勝てるというものではない。自分にとって都合のいいように舞台を作るというのが、賢恭のやり方である。

　皇后が神策軍を扱いやすいと感じたのと同様……いやそれ以上に、神策軍は賢恭にとって扱いやすい部隊だった。なにせ先だって皇后が不義疑惑をかけられ、自粛していた折にほとんど一からの練兵をしていたのは賢恭だからだ。したがって神策軍のみの運用に関しては、賢恭は皇后よりも熟達しているとすらいえる。

　とはいえもちろん、兵を永遠に入れ替えられるというものではない。兵というものが無限に存在するなどということはありえないうえに、損耗を極限まで抑えたとしても被害を出さないということは無理な話である。それがわかっていてなお、賢恭は先鋒を入れ替え続けていた。相手の兵力をひたすら削ぐために。




　　　　※




　一方、賢恭と相対している李将軍は、じわじわと減る兵力に、ようやく危機感を覚えはじめていた。

「なかなかにやる……」

　余裕ぶって呟つぶやいてはいるものの、内心では激しい勢いで算段を立てている。引くか、進むか……その機の見定めを完全に誤っている状態だった。

　最初はこちらが有利だと思っていたものの、相手は存外に強かった。それでも数で押せると思っていたが、こちらの手勢はいつの間にか数を減らし、今や相手と同じくらいか……もしくはそれよりも少ないかもしれない。

　もちろん純粋に倒された人間だけではなく、予想以上の粘りに怖おじ気づいて逃げ出した者も多くいるが、どのみち現在いないことには違いがない。

　これはただの宦官が率いる烏う合ごうの衆ではないということに、李将軍たちは気づきはじめていた。彼らの眼前で展開されているのは、どう考えても並以上の手腕を持つ指揮官による采さい配はいだった。

　この状態で勝てるかどうか確証はない。

　だが勝つ見込み自体はまだはあると、李将軍は見ていた。

　現在率いる兵の数だけならば同じくらいではあるものの、相手は常に兵の入れ替えを行っており、全体の疲労度をみればかなり弱体化しているはずだ。一方こちらは、後方には力のありあまっている者がまだ多くいる。しかもこの状態でも離脱しないくらいには忠義に篤あつい……つまり、練度の高い者たちばかりだ。

　また仮に引くことにしたとしても、互いの兵が接触している状態での退却は極めて危険だ。特にこれだけ上手に兵を運用できる者を相手に、背を向ける勇気を李将軍はまだ発揮できずにいた。

「閣下、どうなさいますか？」

　部下の問いかけに、李将軍は朗々と言いはなった。

「宦官ごときに、おめおめと引き下がる我らではなかろう！」

　その言葉に、残った兵たちは「応！」と声をあげた。彼らの意気はまったくくじけていなかった。







　それとほぼ間を置かず、彼らの斜め背後を千騎の騎兵が襲いかかるまでは。







　寛と戦っている最中、予備兵力を突っ込ませて戦況を有利に持ち込む……機を見計らうことにおいて、最も難しいそれを賢恭はやってのけた。しかもその予備兵力は、自分たち同様、寛も相手どるのに不慣れな騎兵である。

　それはまさに、先日宸が寛に負けたときとまったく同じ展開だった。坏胡の騎兵は李将軍が率いる部隊に乗り込み、そしてその機動力で内部を蹂じゆう躙りんしつくした。

　そして宸が班はん将軍を失ったのと同様に、寛もまた一人将軍を失った。




　李将軍を討ちとったという報告を受けた賢恭は、表情をやや難しいものにした。なぜならば李将軍を倒したのは、宸の兵ではなく、坏胡の者だったからだ。それは嫉しつ妬とという感情によるものでは、もちろんない。

　今回彼らの助力を得るにあたり、宸側としても相応の対価を出すという条件も付けくわえている。ほとんど事後承諾とはいえ、もちろん皇帝の許可は得ている。

　ただその「相応の対価」が問題で、互いの間で完全に固めていない状態でこの日を迎えてしまった。

　だから賢恭はこの戦いで勝ちすぎないようにしたいと考えていた。あまり勝ちすぎるとその勝利に貢献した坏胡がつけあがり、より多くを求めるのではないかと危き惧ぐしていたのだが……。




　──勝たせすぎたか……。




　内心の呟きは、あくまで内心にとどめる。だがこの件はすぐに皇帝に上奏せねばと、賢恭は強く思った。

　この戦いで賢恭に失敗があったとすれば、それはこの「勝ちすぎ」であった。




　　　　※




　李将軍の戦死を聞いた姫将軍は、手近なところにあった木を殴りつけた。

　そしてもう一度。

「必ず、この落とし前はつけてやる……！」

　それもまた、房ぼう校こう尉いや、または琮そう尚しよう書しよが班将軍の敗死を知ったときに叫んだ言葉の再現のようなものだった。




　こうして歴史は何度も繰り返されるのだ。いくら回ってもどこも磨耗しない水車のように。




　ただ前回の戦いと違うことがあるとすれば、今回は寛の損耗率が極めて高かったことだ。それは寛側が、もうあとは撤退するだけというつもりでいたからだ。

　対して宸側は、賢恭をはじめとする特に将兵たちが皇后の仇かたきを（もちろんまだ死んでいないが）、そして戦が長引いて彼女の治療に障りが出ないように……という強い目的意識を持って戦いに臨んでいた。ただの防衛戦よりも目的意識が強いぶん、士気は極めて高い状態だった。

　したがって、寛は失った将軍が一人だけで済んでむしろよかったというくらいに、兵を減らして帰国することとなるのだが、それで姫将軍の怒りがやわらぐなどということは、まったくなかった。

　それでも彼は、ある程度の「事情」を知り、こちらに非があるということは理解していた。宸に潜ませていた内ない間かんの一人が独断で動き、皇后に攻撃をしかけたのだということ。その内間と直接つなぎを持ち、手持ちの兵を勝手に動かされた将軍が、平伏する勢いで謝罪をしている。

　それを優しい気持ちで受け入れられる余裕は姫将軍にはないし、心に余裕があったとしても元からそういうことを受け入れるような人間ではない。部下を御すことができなかったこと以外彼に落ち度はないが、それだけでも十分なほどの落ち度である。

　それでも聞くべきことはきちんと聞く。

「その愚か者は始末したのか」

　無言で身を震わせる相手に、姫将軍は部下が部下なら上官も上官だと冷たい眼まな差ざしで見下ろした。

「宸の国内で姿をくらましております」

「すぐに見つけろ。そして殺せ」

　姫将軍の命に、相手は「ですが」と声をあげた。

「事情を聞き出したりなどは……」

「そのような愚か者の事情など知ったことではない。それに他の者からも事情は聞き出せるであろう」

　しかし彼は後に、その命令を発したことを後悔することとなる。相手が皇帝の妃と密通したというのは、さすがに特殊な事例すぎたからだ。

　それは下世話な興味によるものなどではなく、どうしてそのようになったのかは、今後の内間を動かすにあたって、参考にできたかもしれないと思い、彼はしばしば悔やむようになるのだった。




　　　　※




　寛を叩たたきのめしたあと、気を取りなおし賢恭は皇后の天幕に向かった。

　医師たちには命じていたため、すでに皇后の治療が始まっているはずだった。勅命という後ろ盾を得た今、彼らも徹底的に手を尽くしているはずだった。

　天幕の前には人が集まっている。




　そして中から、ただならぬ様子の女の叫びが響いていた。

　くぐもってはいたものの、それは明らかに皇后の声だった。




　それを聞いた賢恭は足を速め、集まる人間を乱暴にかき分けて入り口に向かう。そしてそのすぐ前にいる……というより、入り口そのものにすがりついている女を捕まえて問いただした。

「……鄭てい、これはいったい何事だ!?」

「お静かに」

　賢恭の声に、鄭綵さいは血相を変えて彼の口に手を当てた。正直仰天した。彼女は真面目で、しかもよくわきまえていて、このような露骨な行動に出たことなど一度もない。少なくとも賢恭の前では。

　その彼女が、唇を動かすだけでなにかを伝えようとする。




　──お、し、ず、か、に。




　賢恭が頷うなずくと、彼女は手を彼の口から離した。そしてそっと彼を促し、天幕から離れる。なにか理由があるということを察した賢恭は、静かに従った。

　よく見ると、人がこんなに集まっているにもかかわらず、だれも一言も発しない。つまりそれは、皇后の体のために必要なことなのだ。




　かなり離れたところまで移動したというのに、綵はことさら小さな声でぼそぼそと話しはじめた。

「大きな音や、強い光などの刺激で、娘じよう子しは発作を起こされるようです」

「……そうか」

　賢恭は呻うめいた。確かにそうだ。あれはそういう病だった。しかし賢恭のその記憶を吹き飛ばすくらい、天幕から響く声はただならぬものを帯びていたのだ。

「ではあの叫びはなんだ？　あれほど静かにし、天幕で覆っているというのに」

　そんな状態でなにが刺激になるというのかという賢恭の疑問に、綵は壮絶な答えを返してきた。

「今医師たちは、娘子の傷から、汚染された部分を除去しています」

「…………」

　賢恭は絶句した。「除去」と口ではあっさり言うが、要するに治りかけの傷に刃物を突っ込んでえぐり出しているということだ。

「……それは、その『除去』自体の刺激は、発作の原因にならないのか？」

　音や光でさえ害になる今、直接的なそれは害にならないわけがない。それをわかっていてなお問いかける賢恭の気持ちは、「そうでないと言ってほしい」という懇願に近いものが含まれていた。

　賢恭の問いに、綵は苦しげに言葉を発した。賢恭が危き惧ぐしているとおりの内容を。

「確かになるそうです……ですがそれでも、今除去しなければ病が更に悪化するかもしれないと」




　つまり今、皇后は肩に刃物を突っ込まれる痛みと、けいれんの苦しみの両方に耐えているということだ。




　賢恭は彼女の意識が朦もう朧ろうとしていることを、切に天に祈った。正気の状態ではとうてい耐えられるものではない。

　綵はか細い悲鳴のような、不安げな童女のような声をあげた。

「あんな……あんな娘子を、初めて見ました」

　そう言う綵の顔色は悪かった。無理もない。

　皇后が今、どのような状態になっているか賢恭にはよくわかっていた。先日皇后の愛馬がおそらくは同じ病を発症したから。そしてこれまでも、そういうふうになった者の大部分を見送ってきたから。

　そう、賢恭はこの病についてある程度の知識はもっている。そして、なったからには帝都に戻して治療を……ということができないということもわかっている。

　もしそれを強行すれば、移動の最中に皇后がひっきりなしに発作を起こすことになる。その発作自体が命の危険を伴ううえに、仮にそれで大丈夫であっても度重なる発作による衰弱で皇后が死ぬかもしれない。




　したがって自分たちは、この地で皇后の回復を待つしかない。

　いや……「自分たち」ではない。自分は帝都に戻り、皇帝に報告しなければならない。また戦死した納な蘭らん樹じゆ華かの遺体を送り届けなければならない。皇后が動けない今、自分までもが他人に任せることはできない。




　賢恭は荒れ狂う気持ちを抑えこみながら、綵に問いかけた。

「その治療が一段落つけば、娘子の身の回りのお世話はお前に任せることになる。できるか？」

　じきに皇帝の命を受けて、皇后の看病のためにさらに人員が派遣されるはずだが、それまでは当然ここにいるものが世話をする必要がある。

　皇后がほとんど無力となっている今、このようなことは信頼できる者にしか任せられない。だが信頼できるほど皇后に心を寄せている者にとっては、苦しみ、拘束されている皇后を目の当たりにするのはとてつもなく苦痛なはずだ。

　それを踏まえて賢恭は「できるか？」と聞いたのだが、綵はしっかりとした声で返してくる。

「もちろんです」

　賢恭はそれに一つ頷くと、綵を連れて天幕のほうへ戻っていった。




　そして綵と一緒に、入り口の前で医師たちの治療が終わるのを待った。




　　　　※




　賢恭の祈りもむなしく、小玉の意識ははっきりしていた。

　当然ありとあらゆる苦しみは、小玉の肉体と精神をもれなく痛めつけていた。なによりもけいれんが激しすぎるせいで呼吸が苦しい。

　けれどもどこかで気絶したのか、いつの間にか医師たちの「処置」は終わっていて、小玉は一つ安あん堵どしたのだった。しかし胸をなでおろそうにも身動き一つままならないが。

　小玉は今、寝台にこれでもかといわんばかりに縛りつけられている。しっかり結びつけられた縄や紐ひも、そして猿ぐつわは重罪人もかくやというほどのものだ。

　だがこれでも足りないのだということは小玉自身が身をもって知っている。なにせ初めて発作が起こったとき、自分を押さえこもうとした人間が何人か吹っ飛んだのだ。それも大の男が。

　こんなこと、だれかが明めい慧けいに殴りとばされたときくらいしか見たことがない。人体には恐ろしい力が秘められているものだ。そしてさらに恐ろしいことに、使いたいと思うときに発揮できないものだ。

　疲弊しきった心身のなかで、それでも皮肉げなことを思える余裕がある自分を、小玉は少しだけ褒めてやった。

　そして眼球だけを動かし、小玉は近くに綵がいること……そして彼女とばっちり目が合ったことに気づいた。

　綵は唇だけで「娘子」と言った。多少の声くらいは多分大丈夫だよと彼女に言ってやりたかったが、根拠はないし、実験したいとも思わないし、そもそも今は猿ぐつわのおかげでなにも話せないので、小玉は諦あきらめた。

「お水を飲めますか？」

　答えようもなかったが、飲みたいのは事実なので、何度か瞬きをして肯定をしめす。すると綵はそっと寝台から離れ、人を呼んで来る。

　そっと入室した者たちのうち二人が猿ぐつわをこれまたそっと外し、綵は小玉の口にやっぱりそっと水を含ませた。小玉はそれを飲み込もうとするがうまくいかない。口から大量にこぼしつつ、それでもようやく少しだけ嚥えん下げした。

　それを見届けてから、綵はもう一度小玉の口に水を含ませ……小玉は今度は咳せき込んだ。そしてその刺激でけいれんを起こした。口ががちんと閉じ、体が激しく揺れる。

「早く！　早く嚙かませて！」

　綵の抑えた、それでいて切迫した声が場に響く。口をこじ開けようと、人の手が伸びる。そして小玉の体の下で寝台が激しく揺れる。

「くそ、重石おもしが足りなかったか」

　誰かが言ったのが耳に入った。今自分の体にはどれだけの力がかかっているのだろうと、どこか他人事のように思った。それは小玉が吞のん気きだからなのではなく、苦しみから意識をそらしたかったからだ。




　それくらい、小玉の意識ははっきりしていた。

　そしてこの状態がいつまでも──回復するか、あるいは死ぬまで──続くのだということを思い、小玉は目を閉じた。




　　　　※




　宮城に「その知らせ」は、皇后の負傷という重大事の陰に隠れてしまうかたちになってしまったうえに、知らせが届くこと自体が、そうとう後になってしまった。

　しかしそのおかげで外野に騒ぎ立てられなかったという点では、関係者たちにとってはよかったのかもしれない。

　だからといって、知らせを受けた関係者が受けた衝撃を薄めることは、別になかったものの。




　清せい喜きが「その知らせ」を関係者のなかでもっとも早く受けとった一人になれたのは、賢恭の計らいによるものだった。

　賢恭は伝令を、小玉の最初の上官にして現在の部下である柳りゆう銀ぎん葉ように任せたのだ。

　彼女は朝廷への定型どおりの報告をしたその足ですぐに後宮に足を踏みいれ、紅こう霞か宮きゆうの留守を守っていた梅ばい花かと、銀葉が来たことを知って出向いていた清喜に直接話を伝えた。女性であり、そして長年後宮付近の警護を担っていたからこそできたことであり、もちろん賢恭はそれをわかって彼女を遣わしたのだ。

　そして清喜が「その知らせ」を真っ先に告げたのは、丙へいに対してだった。清喜は口ごもる自分自身を内心で𠮟しつ咤たしながら、樹華が戦死したという事実を伝えた。

「樹華さんが……」

　丙は声をあげるなり絶句する。だが、彼が呆ぼう然ぜんとしつづけている時間は短かった。顔色は悪いものの、口調自体はしっかりしている。

「誠せいくんには……」

「……うん。まだだね」

　樹華の一人息子である納蘭誠は、今丙と一緒に後宮にいる。半ば……というか、完全に人質というかたちで。

「じゃあ、伝えるのは俺の役目になる、ね」

「そう、だね……」

　それを頼みに来た立場ではあるものの、清喜は頷くのをためらった。こんな言いにくいことを押しつけるのは、さすがに心苦しい。

　小さな子に父親の死を突きつける……一番辛つらいのはもちろん突きつけられる子ども側に決まっているが、告げる役割を担う者にとっても辛いことだ。しかもその父親が生前親交のあった人間ときては。

　それに樹華の死によって、誠は実質的に天涯孤独となった。丙はその事実を突きつける役割も担うことになるのだ。より辛い。

　だが丙は、「わかっているよ」と頷うなずいた。

「大丈夫……ってことは全然ないんだけど、でも樹華さんから自分が戦死したあとのことについて、直接頼まれていることがあるし……それはちゃんとやらないと」

「……君、そういうところちょっと叔お母ばさんに似てるよね」

　丙はちょっと笑ってみせた……のだと思う。表情がこわばっていたので、わかりにくいが、本人はそのつもりなのだろう。

「そうかな」

「叔母さんだったら、もっと落ち着いてると思うけど」

「そうだね」

　丙の顔が、今度は苦笑いらしい引きつり方をした。彼自身が言っているとおり、確かに大丈夫ではないのだろう。だが、少なくとも丙は、やるべきことについてある程度の落ち着きを持って、正面から向きあっていた。

　その彼が言う。

「誠くんに伝える前に、呼んでおきたい人がいるんだけどいい？　樹華さんに頼まれたことにかかわる人なんだけど」

　清喜は怪け訝げんな顔をする。

「……誰？」

　樹華とは自分も浅からぬ縁があったはずなのだが、彼にかかわる人間でこういうときに名が出そうな相手はぱっと思いつかなかった。

　だが丙が口にした名に、清喜は「ああ」と感慨が混じった納得の声をあげる。

「たしかにその人なら、ね」

「うん、すごく頼りになる」







　その相手は、知らせを受けとるやいなや、巨体を揺らしながらすっ飛んできた。実際には輿こしに乗ってきたわけなのだが、そこから飛び降りて丙たちの下へ向かう勢いはまさに「飛ひ翔しよう」と表現するのにふさわしかった。

　しかもこの相手の巨大さは縦にではなく横に対してのものなので、それがとんでもない速度で移動するのは、見た目すごい迫力である。ぶつかったら自分が間違いなく弾はじき飛ばされるので、清喜は三歩くらい後退した。

　しかし丙はそんな危機感をいっさい覚えていないのか、「小お母ばさん！」と声をあげながら、迷いなく球体……いや、巨体に歩み寄った。そういう無意識な豪胆さは、本当に叔母に似ていると清喜はつくづく思う。

　しかし叔母に似ているかどうかという観点で彼を評価するのであれば、巨体に接触した瞬間に体勢を崩したあたりはかなりの減点要素である。彼の叔母ならばきっと受けとめられただろう。というかそれ以前に、なんらかの危機感を覚えて避けただろう。

　でも丙くんは丙くんだから、そういう彼自身も大切にするべき……とかなんとか、清喜は思っている。丙に小玉を妙に投影しないところは立派だが、どこか間違った方向性で丙をかわいがっているその姿勢は、どこまでも清喜らしい。

　考えながら、清喜はさらに二歩下がる。そんな彼のことは頓とん着ちやくせず、丙と彼が呼び出した相手──李り阿あ蓮れんは言葉を交わしはじめた。

「来てくれてありがとう」

「当たりまえよ！」

　阿蓮はかつての小玉の同輩だ。とはいっても清喜が小玉と会った時点ではすでに軍を退いていた子持ちの主婦であった。清喜が彼女と初めて対面したときには、元兵士のわりにちょっと太めな人だなと思っていたが、なんでも出産するたびに横幅が増加していく体質だったらしい。

　清喜と会ってからもさらに出産を繰り返した彼女は、体質どおりにさらに横幅を増やしていき、今や見た目の頼もしさでは瘦やせる前の梅花を超えている……具体的には今清喜の目前で、れっきとした成人男性である丙を弾き飛ばしたくらいには。

　しかし彼女の頼もしさは、見た目だけではない。

「それで誠ちゃんは!?」

　阿蓮は若干怒鳴るような勢いで、丙に詰めよった。彼女は真剣に誠のことを心配している。

　明慧と樹華が出征で不在の際は、誠が起居するのは阿蓮か丙の家だった。今回も宮城に召し出されなかったら、誠は阿蓮のところに行っていただろう。丙も成人する前は、阿蓮の世話になることが多かった。

　だから丙は彼女に母親に向けるような親しみを抱いているのであろうと、清喜は思っている。小玉と同年代の明慧や、その夫である樹華のことは「さん」づけで呼んでいた彼だが、阿蓮のことは「小母さん」と呼ぶのがその証あかしだ。

　もっとも明慧のことを「小母さん」と呼ばなかったのは、別の理由もありそうだが……そこらへんの男より逞たくましかった相手の外見だとか、性根だとか。

　それはともあれ、小玉を通じて明慧と昔から親交があった阿蓮は、明慧の息子である誠の面倒を、昔からよく見ていた。

　それどころか明慧と樹華の夫妻関係が成立した時点から介入していたので、彼女の面倒見のよさは筋金入りとすらいえる。丙が彼女のことを「頼りになる」と言ったのは、掛け値なしの本音であろう。

「誠くんにお父さんのことはまだ教えてないんだ。その前に小母さんと打ち合わせておきたいことがあって」

「誠ちゃんの、この先のことね」

「うん」

　丙は頷いて、清喜が伝えたことを今度は彼自身が阿蓮に伝える。

「樹華さんは、うちの叔母をかばって亡くなったって……」

　それを聞いた阿蓮の顔が痛ましい色に染まった。そして彼女はくしゃりと顔を歪ゆがめ、喉のどの奥から声を絞りだした。

「そうなの……そうなの……樹華さん、そうなのねえ」

　様子を見守っていた清喜は、阿蓮にさっと手しゆ巾きんを差し出した。そして中に入るようにと促す。

「阿蓮さん、一度場所を移しましょう。これは座って、ゆっくりと話したほうがいいと思います」

　清喜はよけいな口出しをするつもりはなかった。自分が口を出すと、いろんな事態がなぜかややこしくなるという自覚はある彼である。

　だが会うやいなや、立ったままで深刻な話を始めて、しかもそのまま愁嘆場を展開しそうな二人をさすがに見かねたのだ。彼らがだいぶ動転しているのは間違いない。事態が事態なので、もちろんそれは責められないことであるが。

「あっ……そうだね。ごめん小母さん、気が利かなくて」

「いいのよ……小母ちゃんも気づかなかったから」

　阿蓮は手巾で目を押さえながら、清喜に促されるまま丙に与えられた部屋へと足を向けた。







　清喜が口を挟んだことで落ち着いたように見えた二人だったが、それはほんの少しだけのことだったらしく、椅子にかけるやいなや、すぐに話しあいを再開した。

「俺は今のところ、予定どおりうちで面倒見たいって思ってる。でも、樹華さんの亡くなり方が……亡くなり方だったから、もしかしたら誠くんが嫌がるかもしれないって思ってる」

「そうね。樹華さんもそれは心配してたわね」

　阿蓮はため息をついた。手では清喜が出した茶器を持っているものの、口をつける様子はない。

　実をいうと清喜は、丙と阿蓮と生前の樹華との間でどのような会話が交わされていたのかを、まったく把握していなかった。しかし今の二人のやりとりでだいたいのことを察した。

　樹華は小玉を庇かばって死んだ……つまり小玉は樹華の死因の一つとなる。その相手の甥おいと生活することは、今後の誠にとって苦痛になるのではないかということを、三人は案じていたのだ。

　樹華はそういう状況の場合の心構えを、誠には言い聞かせているだろうなと清喜は思った。だがそれは口に出さなかった。間違いなくそうだろうが、だからといって実際に父を喪うしなった誠がどのように受けとめるかはわからない。そして二人が懸念したとおりになったからといって、それは誠が悪いわけではないのだ。

「もちろんうちは構わないわ。八人が九人になっても大した差はないって、うちの亭主も言ってたもの。しかも上の二人はもううちにいないし」

　実際のところ人一人が増えるのは、なかなか大したことなのだが、それを口にするような無粋さを丙も清喜も今は発揮しない。

　そう、阿蓮は八人の子どもの母親であった。上の二人がもういないというのは、別に不吉な事情があるからではない。その二人が娘で、すでに嫁に行っているからという、いたって平和な理由によるものだ。

　なお清喜にとってはあまり心を平和にしてくれない事実だが、この二人の娘、現在恋人すらいない丙より年下である。

　正直清喜は、どっちかが丙の嫁になってくれないかと思っていたことがあったのだが、二人とも丙に気のあるそぶりをまるで見せずに、さっさと嫁いでいった。しかもうち一人は丙の友人のところに。

「ありがとう。誠くん次第だけど……」

「そうねえ、あの子次第だわ……」

　阿蓮は大きなため息をついた。

「でもどっちになっても、樹華さんのお葬式のときは小母さんにいろいろとお願いしてもいいかな。多分誠くんも心細いと思うから。その、俺……よく考えたら、要領とかよくわかってなくて。お袋のこともすごく昔だったし、ごめんなさい」

　ものすごく心苦しそうに言う丙に、阿蓮はしまった！　と言うように口に片手を当てた。清喜も内心で「……あっ」と声をあげた。確かに考えてみれば、樹華の葬儀において、誠は喪主ということになる。

　今回樹華は武官として職務に殉じ、しかも皇后を庇かばって死んだわけなので、国家の功臣ということになる。そうなると朝廷のほうで葬儀の手配はすることになるのは間違いない。だが喪主としての振るまい方を誠に事細かに教えてくれるほど、親切な手配をしてくれないのも間違いない。

　それはお役所仕事はそういうものだから……という辛しん辣らつな意見を、清喜が持っているかどうかの問題ではなく、それ以前にお役所も今回そっちまで手が回らなそうだからだ。なにせ皇后を庇って武官が死ぬなんていう事態はめったにないのだから、葬儀の準備だけで精一杯だろう。特に同情はしないが、お疲れさまだとは思う。

　かといって清喜も、自分があまり頼りにならないことはわかっている。兄が死んだときのことはよく覚えているが、こういう儀式は地方差があるものなので、自分の知っていることが役に立つかはまるで自信がないのだ。

「そうね！　小母ちゃん、ちょっとそこまで考えてなかったわ……もちろんよ。任せてちょうだい……あ、でも小母ちゃんたちもあんまり、こっちのほうに詳しくないわ。陳ちんさんとこにもお願いしてみる」

　それを聞いた丙が、難しい顔になる。

「叔しゆく安あん小お父じさん……こう言ったらなんだけど……役に立つかな」

　本当に「こう言ったらなんだけど」な言いようである。しかし阿蓮は真面目くさった顔で、もっと「こう言ったらなんだけど」なことを言ってのける。

「確かに陳さんは、こういうことであんまり役にも立たないけど、奥さんはものすごく頼りになるから」

　丙がそれを聞いて破顔する。

「確かに！」

　横で無言を貫いていた清喜は、「ひどい……事実だけど」と思った。彼も思っている内容の後半が、「こう言ったらなんだけど」なものである。もっとも彼の場合は、実際に言ってはいないものの。

「陳さん」こと陳叔安は、これまた小玉の元同輩で、彼はまだ現役の武官である。とはいえ小玉と阿蓮が一緒にいた時期と、小玉が叔安と一緒にいた時期は重なっていないため、元々阿蓮と叔安に接点はなかった。それが小玉経由でなんとなくつながりを持つようになったのである。

　性別も家柄もいろいろと違う間柄の二人が持ったつながりは、成立時と同様になんとなく消えてもおかしくないものだった。それが今日にまで至っているのは、お互いが「うちの子と同年代の子持ち」という存在になったからだ。

　お父さんお母さんの中には、得心される方も多いだろう。この要素、人間関係においてはかなり強力な結束効果を持っている。

　そこに甥を養育するようになった小玉や、結婚した明慧も加わり、この四家族はかなり強い結びつきを持っていた。そしてその中で一番頼りになるのは、叔安の妻である曹そう夫人であった。

　清喜の私見であるが、曹夫人は「夫人」や「奥方」というより、「令れい閨けい」といった感じの女性である。前者二つの表現が悪いというわけではなく、ただただ単純に後者のほうが似合うと思っているのだ。曹夫人はそういう感じの人……といってもわかりにくいが、この見解は案外多くの人間の賛同を得られているので、言い得て妙だと清喜は自己満足に浸っている。

　なおこの意見に賛同しなかったのは、丙くらいなものである。なにせ彼は、清喜に言われた当時、「令閨」という表現を知らなかったものだから。

　曹夫人へのそんな評価はともかく、阿蓮と丙との間で、彼女の助力を頼むことは、もはや確定したようだった。

「でもこういうのは、なるべく早くお願いしないと失礼だわ。まず陳さんとこに行って、うちで用意できるものは用意して……一度うちに帰らせてね」

「あ、うん。やっぱりそういうものもあるよね。お願いします！」

　阿蓮は立ちあがろうとして……もう冷めたお茶を一気飲みした。そして「ごちそうさまおいしかったわあと丙もちゃんと食べて飲んで寝なさいね！」といっさい息継ぎせず言い捨てると、慌ただしく去っていった。

　動転していたり、急いでいたりしても、出されたものにはちゃんと口をつけるあたり、さすが飲食店のおかみさん。こういう面での配慮はきちんとしている。そんな感心をしながら、清喜は茶器を下げる。

　そんな彼に、丙はものすごく暗い声で言ってくる。

「じゃあ俺、誠くんに話してくる」

「……うん。行ってらっしゃい」

　丙の背を見送りながら、清喜はこんなことも考える。

　そういえば綵の家は、何年か前に葬式を出していた。綵は不在だが、母親の王おう蘭らん英えいは残っているから、彼女にも話を通したほうがいいだろうか。しかし誠は彼女と面識がないので、やはりよく親しんでいる人に面倒を見てもらったほうがいいような気もする。難しい問題だ。

　けれどもそういうことを考えている間は、故人のことを忘れず、それでいて喪失感を抑えることができる。清喜はそんな気がしていた。忙しさとは時に、助けになるものなのかもしれなかった。




　　　　※




　丙が誠に与えられた部屋に行くと、彼は寝台に潜りこんでいた。昼のまっただ中だというのに。彼はいつも活発で、しかも筋肉のせいか暑がりだというのに、何重もの掛布を頭から被かぶっている。




　その姿を見て、丙は悟った。

　誠はもう父の死を知っている。




「誠くん」

「ん……」

　掛布がもごもごと動き、ややあって中から誠が頭を突き出す。その顔は、真っ赤に泣きはれていた。

　用意していた言葉を失い、丙は問いかけた。

「もう知ってるの？」

「……知ってる」

　か細い声で誠は答えた。「どうやって知らされたの」と丙は言わなかった。誰が、いつ、ということはとても気になる。だが今はそれを問いただすべきではないと、丙にもわかっていた。

　ただこの宮城という場はとても広く、自分の意図外のところでいくらでも動いているのだということを強く意識した。そしてその動きも配慮して、誠と接するべきだったと悔いたし、配慮しようとしていたとしても、自分にはそれだけのことができなかっただろうと自じ嘲ちようもした。自分はまだまだ未熟だ。

「お父さんが死んだんでしょ」

　誠の言葉は、確認を求めるだけの響きしかなかった。だから丙はただ単純に肯定するしかない。

「……うん」

「お父さんの体はいつ帰ってくるの？」

「まだわかんないな……」

「そうなんだ」

　丙は誠の頭の横に座った。誠はもぞもぞと動いて、丙の寝台に投げ出した手に、自分の頭をくっつけてきた。

「ぼく、お父さんが娘じよう子しをかばったって聞いた」

「そうだね」

　丙が肯定すると、誠はぐりぐりと頭を押しつける。

「でも娘子は、けがをしてるっていうのも聞いたよ……そんなのお父さんがかわいそうだよ。お父さん、がんばったのに」

「お父さんが頑張ったから、そのくらいで済んだんだよ」

「そうかな」

「そうだよ」

　丙が強く言い切ると、誠は頭をぐりぐりするのをやめた。そして言葉をぽとりと落とすような口ぶりで問いかけてくる。

「……お葬式が終わったら、ぼく、どうするの？」

「誠くんが嫌でなければ、俺の家に暮らすことになる。嫌だったら、阿蓮小お母ばさんのところに行けるよ」

　阿蓮と打ちあわせたとおりのことを丙が言うと、誠は「ぼくはね、どっちでも大丈夫だよ」と言った。それが本音なのか、それともけなげな気づかいなのかは今問いただすべきことではない。

「じゃああとで、小母さんと小父さんと、一緒にゆっくり話そう。今はそういうことで悩まないで、まず眠るといい」

「うん」

　頷うなずくと、誠の頭はまた掛布の中に引っ込んでいった。きっと彼はまた泣くのだろうと思いつつも、それを止めるような真似を丙はしなかった。今は泣くべきときだ。自分が両親や祖母を失ったときと同様に。

　飲み物をたくさん用意してあげなければと思いながら、丙は腰をあげる。それを止めたのは、掛布の中から発せられたくぐもった声だった。

「娘子は……小母ちゃんは、大丈夫だよね？」

「叔お母ばさんは大丈夫だよ、絶対に大丈夫」

　丙はあっさりと答えた。するとなぜか、誠がまた掛布から頭を突き出し、丙の顔をまじまじと見上げる。そんな彼に、丙はまるで気負いなく笑いかけた。

　このとき丙はまだ、叔母が怪我をしたことだけしか知らされておらず、病に倒れたことまではわかっていないが、仮にわかっていたとしても同じように笑っただろう。

　その笑顔に誠はなにやら安心したようで、今度は頭まで掛布に潜りこむようなことはなかった。正直さっきから、布団に全身くるまるのは息が苦しいだろうと思っていたので、そうしてくれてよかったと安心しながら、丙は誠の部屋を後にした。




　丙の笑みは、慰めるために無理に作ったものではなかった。

　なぜなら丙は信じている。

　叔母が無事に戻ってくることを、誰よりも。




　だからこの後、叔母のことについていろいろな悪い情報がもたらされても、丙はいっさい動じなかった。なぜなら叔母は必ず戻ってくるから。

　彼はどこまでも叔母のことを信じていた。

　それは妄信と誹そしられても、仕方がないものだったかもしれない。だがこの状況下の宮城では、彼の泰然とした態度は、他の者に落ち着きを与えるという点で、間違いなく役に立ったのだった。

　丙自身はこの宮城において、皇子に懐かれていること以外は、なにかにすごく役立っているというわけではない。言われたことを愚直にこなすか、自分にできないことについては誰かにお願いするということしかしてないが、この点については誰にもできないことを無自覚にしてのけていた。




　　　　※




　丙とは対照的に、大いに動揺したのは妃ひ嬪ひんたちであった。




　──皇后の容態が変化した。命が危ない。




　貴き妃ひである紅こう燕えんは、皇帝から直々にその事実を知らされると、すぐに真しん桂けいと雅が媛えんを自らの宮に呼び寄せた。

　真桂の場合、紅燕に呼び出された場合、必ず三つや四つくらい嫌みを飛ばしてくる。今は有事の時であるため、一つや二つくらいに減っているが、それでも必ずなにか言ってくる人間だった。しかし今日はそれがない。それくらいに紅燕が切羽詰まった顔をしているからだ。

　雅媛はいつもどおり大人しかった。しかし今日のそれは、それは自分が口を挟むことで、紅燕が情報を提供するのが遅れては困るからという配慮からのようだった。彼女はなにも言わないことで、紅燕の言葉を促していた。

「娘子のご体調が急変したと、大家はおっしゃっていたわ」

「傷については、お命に別状がない程度と伺っておりましたが……」

　雅媛が小声で反はん駁ばくする。紅燕もそう思っていたし、傷自体の情報は今もそのとおりであるという。だがその傷が原因で皇后が病になったのも事実という点では、命に別状があるといっても過言ではなかった。

「……いえ、傷のせいで病を発せられたと」

　答えを得た雅媛は怪け訝げんな顔をする。

「病？」

　一方、真桂の反応は雅媛とは違ったものだった。はっと息を吞のみ、続いて深刻そうな声を出す。

「それはもしや、傷しよう痙けいでは？」

　彼女の顔色は真っ青だった。

「知っているの、李昭儀？」

　彼女が医術に詳しいとは知らなかっただけに、紅燕は驚いた。しかし真桂は、頷くとも否定するともつかぬ、あいまいな首の動かし方をする。

「古書に、そのような記述があったのを目にした覚えがございます」

　あくまで教養の一環として得た知識というだけのようだ。なるほど、と紅燕は納得した。ただしその納得の仕方は、そういえば彼女は頭がいいということになっていたわね、という失礼なものだったが。

　そんな思いはおくびにも出さず、紅燕は問いかける。

「それはどのような病なの？」

　真桂の持っている知識が専門的なものではないということは承知した。しかし容態が危ういということくらいしか知らされていない紅燕にとっては、それだけのものですら貴重な情報源だった。

　紅燕の問いに、真桂は歯切れ悪く答える。

「体が……激しいけいれんに見舞われ、自在に動かせぬようになる、と」

　短くまとめられたが、深刻さは十分に伝わった。紅燕の父は癲てん癇かんで死んだ。父本人も看病する母も、その姿を子どもたちにはあまり見せたがらなかったが、それでもまったく目にしなかったわけではないし、そのわずかな経験で恐ろしさが焼きつくくらいにはけいれんの恐ろしさを紅燕は知っていた。

　脳裏で皇后の姿が、苦しむ父と重なる。涙がぐうっとこみ上げてくるのを感じ、紅燕はそれを必死に押さえつけた。

「大家は娘子のお命が危ういと、おっしゃっていたわ。それは……『傷痙』という病は、本当にそういうものなの？」

　なんて無様な声なんだろうと思う。こんな震えて、かすれた声。いつもならば間違いなく真桂に当てこすられただろう。だが今日の真桂はどこまでもいつもと違うらしく、ただ「はい」と頷いた。

　そんな優しさいらないわ、と言うこともできず、紅燕はついに涙をこぼした。真桂は頷いたまま顔を上げない。それは紅燕の顔を見ないようにしている配慮なのか、それとも彼女自身、見られたくない顔をしているからなのか。




「……手を、打つ必要がございますわ」




　存外に落ち着いていたのは雅媛だった。とはいえ、顔は雪のように白く、声もか細かったけれども。

「娘じよう子しのこと、隠しおおせることではございません。浮き足立つ者もおりましょう。こちらにも、あちらにも」

「あちら」とは、皇后を敵視する者たちだ。元淑しゆく妃ひである司し馬ば氏がうっとうしいくらい目立っていたために、全然目立っていなかった感があるが、後宮にはそういう妃嬪が他にもいる。

　また後宮に住まうのは妃嬪だけではない。女官もいれば、宦かん官がんもいる。皇后は前者はともかく、後者にはあまり評判がよくなかった。

　そういう者たちがよからぬことを企たくらまないか、今のうちに動いておく必要がある。紅燕も、おそらく真桂も雅媛の言い分はよくわかった。




　でも、今は動けない。




　皇后が亡くなったら……そういう気持ちが強すぎて、心にも体にも力が入らない。今もしなにかに力を振り絞ることができるとしたら、それはどうしようもないくらいに泣くこと、そして喚わめくことくらいだ。

　それに、仮に皇后が亡くなってしまったら、打った手も無駄になるだろう。そう思えば、遣る前から徒労感が紅燕の手足にまといつく。

　無駄になる……なぜならそれは、皇后と、皇后に寄って集まる者たちのためのものだからだ。皇后がいなくなってしまえば、なんの役にもたたない。それどころかその後の自身にとって、邪魔にすらなるのかもしれないのだ。

　そう、もし皇后がいなくなったら、もしかしたら目の前にいる真桂、あるいは雅媛とも対立するかもしれない。自分たちの関係はそれほどまでにもろい。

　それに、もう一つ。




　──もし娘子が崩御したならば……わたくしは、もうここにいる理由がなくなってしまうわ。




　それなのに、これからもいなくてはならない。

　そう思ってしまう自分に軽く失望しながら、紅燕は他の二人を見る。返される眼まな差ざしの中にある揺らぎを見て、彼女たちもまた事情は違えど、似たような感情を持っていることを悟った。

　場は静かだが、心はどこまでも荒れ狂っていた。

　自分も、他の二人も。




　その昂たかぶりをぶつけることがあるとしたら、それは元淑妃である司馬氏に対してだけであろう。そしてそれは、今皇帝がやっているはずだと、紅燕はぼんやりと思った。

　彼は今、司馬氏に会いに行っている。




　　　　※




　小玉の治療への命が届く前に、小玉の容態が悪化したこと、そしてそれを受けて賢恭が指揮権を引き継いだことを知った文ぶん林りんは、それを知らせるべき者に知らせるよう命じ、また一部の人間には直接伝えると、後宮に足を踏み入れた。

　もちろん司馬氏に会いにだ。

　文林は自らの足で、牢ろうに赴くようなことはしなかった。だから文林自身は後宮の中にある宮の一つで待機し、宦官たちに司馬氏を連れてこさせた。それは彼女に対して、余計な労力を割きたいとはかけらも思えなかったからだ。

　それだけならば、いつもの文林らしい合理性の追求の結果といえよう。だが文林は、それにかこつけた司馬氏への確かな悪意を自覚していた。その措置が司馬氏の矜きよう持じを傷つけかねないということをわかっていて、それに罪悪感を抱くどころか溜りゆう飲いんが下がる思いすらしている。

　司馬氏が拘束されているのは、冷宮といわれるところだ。廃された后妃が送りこまれるところで、後宮の最奥にある。そこから引っ立てられ、衆目に晒さらされながら後宮の中を移動するのは、司馬氏にとっては間違いなく屈辱的なことだっただろう。

　連れてこられた司馬氏は、やはり美しかった。とはいえ、その美しさがまったく損なわれていないということもなかった。

　垢あかじみた服をまとった彼女の眼がん窩かは落ちくぼみ、肌も唇もかさついている。細めではあったものの全体的に豊満だった印象の体も、すっかり瘦やせてしまっており、頰のこけがひときわ目立つ。




　──いい気味だ。




　手入れが行き届かなければ、どれほどの美女でもすぐにこうなるものだ。だから文林は、「やつれた美び貌ぼう」という表現を噓っぱちだと思う性質だった。またそうだからこそ、化粧や身繕いというものが意味を持つのだ。




　なお文林自身が小玉に、「やつれても美人」などとたまに思われていることを、彼は知らない。




　司馬氏はやよろめきながらも、皇帝に対する礼だけは完かん璧ぺきにこなした。これについてはさすが妃ひ嬪ひんとして先日までとっていた杵きね柄づかだ。

「面を上げよ」

　文林が声をかけると、司馬氏は命じられたとおり顔をあげた。その眼差しだけは以前とまるで変わらない。それは彼女がまったく反省していないことの現れであり、文林はたとえようもなく不快だった。

「なにか言うべき言葉はないのか？」

「大家のご尊顔を拝することができ、嬉うれしゅうございます」

　言うことも以前とまったく同じだ。自らが犯した罪のことなどいっさい気にしていない。彼女は自分が、文林に愛されることしか考えていない。

　その態度に腹が立ちつつも、そうであってよかったと思う自分もいる。だからこそ責め苦を与えるかいがあるというものだ。同時に、涙を流して自らの行いを悔い改めないことに不満を感じている。だが実際にそれをされたところで、この女に対する嫌悪はいやましただろう。

　どのみち、小玉に対してしでかした行為について、なにかしらの報いをという気持ちは、文林の中でいっさい揺るがなかった。

　そう、文林が報いを求めているのは、小玉に関することだけである。それを察したのか、はたまたたまたま思いついたのか、司馬氏はどこか悔しげに顔を歪ゆがめる。

「わたくしが……匹ひつ夫ぷと通じたことを、お怒りにならないのですか？」

　それは文林にとって意外な言葉だった。もちろん規定どおりの罰は受けてもらうつもりではあるが、それと文林個人の感情は別だ。この女を処分するいい口実ができたということ以外は、思うところはない。

　その心のまま「別に」と言うと、司馬氏は喉のどの奥から獣のような声を絞り出し、わめき散らしはじめた。

「わたくしは！　わたくしは大家のことを本当にお慕い申しております。それなのになぜ大家はわたくしを顧みられず、他の女のもとに通われるのですか!?　これが御子を儲もうけるためならば、わたくしは許せました。御子を儲けるのは大家の義務ですわ。けれど大家は、御子が望めないような女、しかもあんな、賤しい女……！」

「黙れ！」

　足にすがりつく司馬氏を、文林は迷わず蹴け飛とばした。蹴ったあとで、これを見たら小玉が怒るだろうと思ったが、自分の行為に後悔はしなかった。

　細い司馬氏はいともたやすく、地に転がった。文林の足が胸に当たったのか、彼女は何度か咳せき込んだ。しかししゃべるのをやめなかった。

「母は子を以って貴しなど噓です。賤しい女が産み参らせば、御子の待遇も悪くなります。大家ご自身、冷遇をうけてお育ちになったはず！　わたくしは、産み参らせた女の腹はらのせいで、大家の御子が不幸になってはならぬにと思ってまいりました！　御子はすべてわたくしが産めば！　そしてわたくしが皇后になれば、誰も不幸にはならなかったというのに……！」

　彼女の言葉は正しい部分があった。それを認めることができてしまう自分の理性を罵ののしりつつ、文林は言った。

「その言い分で考えれば、俺の皇后はお前である必要はなかったな。高こう貴妃のほうがもっと適任だったな」

　司馬氏の顔が屈辱で歪む。この女は他の女と比べられるのを許すことができない。

「……ですが、もっとも大家を愛しておりますのは、わたくしでした！」

　文林は「愛か」と吐き捨て、あざ笑いながら返した。

「お前は利害で物事を語りながら、それが破は綻たんしそうになると感情を持ち出す。愛を理由にすると言うならば、俺はお前のことを誰よりも愛していない。この事実は、お前の言い分とどうぶつかりあう？」

「大家……」

　司馬氏が愕がく然ぜんとした表情で呟つぶやく。次の瞬間、彼女は細い身から絞り出すような激しさで、叫んだ。

「わたくしは！　許せたとしても、大家が他の女のもとに通われるのが苦痛でした！　それなのに大家は、わたくしがほかの男のものになっても……！」

「かまわん。だからお前の姦かん通つう自体は別に気にしていない」

　断言する文林に、司馬氏は目め尻じりに涙を浮かべた。

「では……では、あの女がほかの男のものになっても、大家はかまわないとおっしゃるのですか！」

「…………」

　文林の片方の眉まゆがぴくりと動いた。そのわずかな変化を見逃さず、司馬氏は笑いだした。最初はのどを鳴らすようにくつくつと、そしてそれはどんどん甲高い高笑いへと変わっていった。

「そうでしょうとも、そうでしょうとも！　愛しているならば、他の者になど渡したくない！　けれどもあの女は、大家が他の女のもとに通っても、なにも気にしない！　大家はあの女に愛されておいでではないのです！　そうであるならば、わたくしがお側でお仕え……」

　耳障りだった。これ以上聞くのは耐えられなくて、文林は「連れて行け」と周囲に目め配くばせをした。

「なに!?……離しなさい！　離して！」

　暴れる司馬氏が宦かん官がんに引きずられていく。その姿をちらと見ると、文林は隣に立つ主席太たい監かんに話しかけた。

「今度顔を会わせるときは、処刑の日だな。それまで死なせるな」

「御意」

「それにしても愛か……馬鹿馬鹿しいことを言う。お前はどう思う？」

　苛いら立だちを紛らわすために発した、特に意味のない問いであった。しかし相手は、それが職務であるとはいえ、存外真面目に答えた。

「臣が思いますに……愛はしばしば、人を幸せな気持ちにさせます。けれども幸せにするとは限りませぬ」

　文林は意外の念に打たれて、一瞬言葉を失った。

「……意外だな。お前も沈しん太監も謹厳な性格をしている。愛について持論があるほど経験が豊富だとは思わなかった」

「臣自身には、そのようなことなど……ですが臣は、先帝陛下にもお仕えしておりましたゆえ」

「……そうか、そうだったな」

　確かに彼は、先帝の懐刀だった。先帝と呉ご氏の間を取り持つほどには信頼されており、また本人も先帝への忠義を尽くしている人間だ。だから彼は先帝の死後、自分に仕えている。先帝の遺志どおりに。

「くだらぬことを聞いた。許せ……後は頼む」

　文林は片手をあげて謝ると立ちあがった。そして他の者を連れて部屋を出た。




　だから、主席太監が発した呟きは、文林はおろか他の誰も聞くことがなかった。

「……ですが、『幸せな気持ち』になること自体が、『幸せ』であるならば、やはり愛とは幸せなものなのでしょうな」










　　　　※




　監禁されている部屋に戻された司馬若じやく青せいは、その隅で膝ひざを抱えた。ごつごつとした土壁が触れて痛いが、なにかに寄りかからないといけないくらいには、衰弱していた。

　壁はひんやりとしていて、いくらよりかかっていても暖まりはしない。壁をしっとりと覆う夜露は若青をもぬらしている。明かりとりから差しこむ月光は、その露を反射して静かに輝いていた。彼女がもし詩人であったら、我が身の薄幸を嘆じてなにか詠むくらいはしただろう。

　だが若青はそんなことを思いつくことすらせず、「寒いしまぶしい」という率直な感想しか抱かなかった。彼女の特技は詩吟であったが、あくまで吟じることのみが得意であって、詠むことはからっきし駄目なのである。

　とはいえ吟じるからには対象の詩の解釈が必要なわけなので、詩作の素養も必要なはずなのだが、彼女の場合なんとなく気分で節をつけるといつもそれがうまくいったので、そんなものは習得していなかったのである。

　実はそんな一種の天才であった若青は、空腹でもあった。だが、なにも食べるつもりはなかった。憂いが高じて……という理由によるものではない。食べたくても、食べられるものがない。

　もちろん虜囚の身であったとしても、餓死させることが目的ではない以上、出すものは出される。実際、若青にも食料は毎日与えられていた……原材料が。ご丁寧に、粗末ではあるものの調理器具も与えられている。

　だがそれは元は深窓の令嬢であり、貴婦人として生活してきた若青に扱えるものではなかった。だから若青は原材料の中から生のままでも食べられるものをつまんで、なんとか飢えをしのいでいた。

　これは別に皇帝の命令によるものではない。宦官たちからの嫌がらせだ。あの連中は落ちぶれた者にはとことんまで優しくない。しかも若青は、常の態度が横暴であったため嫌われていた。

　それでも最初は、食事を手に入れることができたのだ。自分が引っ立てられる際に、女官がそっと懐に入れてくれた銀子。それを握らせて、下っ端の宦官に食事を買いにやらせたこともあった。

　しかし餅へいという粗末なそれは、美食に慣れきった若青の口には合わず、怒鳴りつけて投げかえして以来、もう誰も要望に応じてはくれなかった。銀子だけとられてしまい、今はもうなにも残っていない。

　それでもたまに、外から明かりとりの窓をめがけて銀子を投げ入れてくれる者もいた。しかしそれもいつしか絶えてしまった。その者も捕らえられてしまったのだろうかと思いはするものの、心配などする若青ではない。無能なことだと、むしろ相手に怒りを覚えてすらいた。

　若青本人は、現状の原因を自らにあるとは思っていなかった。賤しい者たちからの嫉しつ妬とだと考えているが、嫌われていること自体は理解している。だから自分がおかれている状況については、どうしてそうなっているのかということ自体については、よくわかっていた。もちろん怒りは覚えているが。

　しかしその怒りを振りまく気力もない。体力を使わないよう、動かず、じっとうずくまって過ごすしかなかった。先ほど暴れなければよかっただろうか……と、彼女は少し後悔する。最近になってようやく、彼女の辞書には「後悔」の二字が追加されていた。用例の筆頭には、「餅をちゃんと食べずに後悔している」と記されている。




　──でもわたくしが言ったことは、間違っていないわ……。




　とろとろとまどろみながら、若青はずっと思っていたことを言えたことに納得していた。皇帝が納得してくれなかったのは残念だが、それは自分の説明の仕方がちょっとまずかったからだろう。

　そういう発想に至る程度には、実は若青は自らの頭の悪さを理解していたし、実は「謙虚」という二字も、手持ちの辞書に元から記していた。

　実際彼女が皇帝に言っていたことは、ところどころ破綻もあるし、矛盾もある。本人にはそれは気づけていないのだが、彼女のわりには上手に論を構成できたほうである。もしかしたら生涯最高とすら言えるかもしれない。

　そんな若青でも、自分が間違ったと自覚している事柄が一つだけある。




　──あの男と寝るんじゃなかった。




　女官の手引きで通じた相手は、若青と顔見知りだった。まだ後宮に入る前、父の屋敷に出入りしていた者だ。もちろん若青は直接顔を合わせたことはないが、窓からよくその姿を見かけたことがある。

　その相手が皇后に手を下してくれる……と女官から伝えられ、それで舞い上がったのは否定しない。相手の男と関係を持つことには、ためらいを覚えなかった。

　なぜなら自分は皇帝を愛している。それは他の男と寝ても決して揺らがない。もちろん貞節を守らないのはよくないことだが、これは皇帝を正しい道に戻すための行いなのだ。だから、そのために自分の体を犠牲にすることはむしろ一種の烈女の行いといえる。その思いは今も変わらない。

　けれどもその結果、皇帝へ言った内容に説得力が欠けてしまったのであれば、やり方が悪かった……若青の後悔の理由はその程度のものであった。しかも相手は失敗してしまったし。




　──あの男、本当に使えない。




　若青は内心で舌打ちする。実際にやるのは下品な行いだから厳に戒める。周囲に人がいようといまいと。

　失敗した男がどうなったのか、今の若青の耳には入りようもない。若青も知ろうとも思わなかった。死んでいればいいとすら思っている。それで失敗を償ってくれれば、あの世で会ったときにねぎらいの言葉をかけてやってもいい。

「……どの、若青どの」

　男のことを考えている若青は、だから耳に響く男のささやき声を最初幻聴だと思った。そんな錯覚をしてもおかしくない程度には、男に対して怒りの感情を持っている自覚があったのだ。

　けれども仮に幻聴であったとしてもうっとうしいし、考えるだけ腹が立って腹が減るから、さっさと寝てしまおう。そう思って意識を奥底に沈めようとする若青は、焦じれたような次の声にぱっちりと目を見開いた。

「若青どの！」

　抑えた声でありながらも、はっきりと聞こえるこれは、幻聴ではありえない。

「……誰？　どこなの？」

　若青は名を呼ばなかった。自分が通じた男の声だとわかっているが、もしかしたら罠わなかもしれないからだ。




　などという深慮によるものでは、もちろんない。

　若青はそもそも、相手の名前を覚えていない。




　実家にいたころに直接見ていたから、姿形は覚えていたが、名前については知らされてなかった。父が教えることもないくらいの人間だったのだ。それにそもそも若青は、人の名前を覚えるのが苦手なので、自分の人生にさほど関わらない人間の名前など知ろうとする気もなかった。

　女官が手引きをする際にはさすがに名前を知らされたが、若青は記憶しようという労力はいっさい割いていなかった。なぜなら忘れてもいい人間の名前は、必要なときに隣にいる女官をちらっと見れば、すぐにさりげなく教えてくれるのだから。若青は昔からそういうふうに過ごしてきた。

　したがって現在、女官と引き離されているということは、若青にとっては極めて不便なことだった。そういえば彼女は今、どうしているのだろう。

　すぐ近くに自分が関係を持った男がいるというのに、若青は彼そっちのけで女官の安否について考えはじめた。それよりも彼女が今気にすべきことは、なんでこの男がここにいるのかということなのだが。

　若青の残念な思考の内容など露知らず、男は喜色に満ちた声をあげる。

「私です！　天てん宝ほうです」

「そうなの」

　名を言われても、そういえば！　ではなく、そんな名前だったのかと思うくらい、若青は相手の名前を覚えていなかった。そういえばこの男、捕まってなかったんだなと思ったくらいである。

　そんなかわいそうな事実をまるで知らず、男は「こちらです！」と言う。こちらってどちらなのよと思いつつ、若青は声が聞こえるほうを探りはじめた。

　壁には山のようにひびが走っているのだが、そのうちの一つがぽろぽろと破片を零こぼしているのを若青は見つけた。その部分を軽く突くと、指が軽く沈む。強く押すと、ぽこっと音をたてて壁の一部が外れた。

「ここなの？」

「ここです！」

　よく見ればそれは人為的な細工だということがわかっただろうが、若青はよく見ないのでそんなことはわからない。彼女のために少し弁護するならば、今は暗いのでよく見てもわかりにくい……というのは事実だ。

　とはいえ穴が空いたのだからと、若青はとりあえず覗のぞきこむことにした。しかしよく見えない。元々暗い部屋なのだから、無理もない。

「ご無事でしたか……」

　しかし相手には見えているようで、夜目が利くというあの女に似ているなと思った若青は勝手に腹を立てた。

「そんなにやつれて、おいたわ……」

「それよりも、あの女はどうしているの？」

　相手のいたわりを無視して、若青は最も知りたかったことを問いかけた。

　相手は一瞬沈黙したが、それでも若青の疑問には答えてくれた。

「皇后は、発した病のために、死に瀕ひんしているとのことです」

「そう……そう！　ならいいわ」

　意にかなう回答を得た若青は、華やかに笑った。そのまま死んでくれたら、もっと美しく笑えるはずだ。できればこの男がその報告も持ってきてくれれば嬉うれしい。そのためには、見つかる前に帰したほうがいい……。

　そう思った若青は、天宝という男にささやきかけた。

「ご苦労だったわね。もう戻りなさい」

「…………」

　若青の言葉に、男は絶句した。しかし若青はその沈黙は相手が帰っていったからだと判断し、食料のほうへと這はっていこうとした。少し食欲が出てきたので、なにか食べようと思ったのだ。

　そんな彼女を、男は慌てて引きとめる。

「お待ちください！」

「……なんなの、まだなにかあるの？」

　若青は面倒くさそうに言った。しかしもしかしたら、さっきまで気にしていた女官の秋しゆう菊ぎくのことも教えてくれるのだろうかとも思った。それならば聞いてやってもよい。若青はまた、穴に向きあった。

　果たして、その穴から出てきた声は、若青の望みどおりのものではなかった。

「私と逃げましょう」

「は？」

　若青はわけがわからなくて、思わず声をあげる。そんな失礼な若青に、男は切なげな声で言った。

「私の国に逃げましょう。いえ、別の国に逃げてもいい。一生大切にしますから、私の妻になってください」




　若青は迷わなかった。

　きっぱりと言った。

「結構よ」




　若青の返答を聞いた男が呆ぼう然ぜんとした声を出す。

「な、ぜ……」

　まさか断られるとは、思っていなかったのだろう。だが若青のほうこそ「なぜ」と言いたいところである。

「わたくしは大家の妻よ。他の男のものにはなるわけがないでしょう？」

「ですが私に体を許してくださった！」

　男は若青の言葉を遮って叫ぶ。叫んで正解だった。なぜならこの先若青は、「馬鹿じゃないの？」と続けるつもりだったので。

「ではお前、寝た女すべてと結婚しているの？」

　若青の問いは、嫌みなどではなく、純粋な疑問から出たものであったが、男のなにか痛い部分を突いたらしく、男は再び絶句した。

「…………」

「もうお戻りなさい。わたくしはここであの女が死ぬのを祈っているから」

　そう言ってまた食料のあるほうに戻ろうとした若青だったが、男は秘めた恋心を切々と語りはじめた。




　若青の父の屋敷に出入りしているとき、垣間見た若青の姿に心を奪われたとか。

　女官に手引きを頼んだが断られ落胆したとか。

　それが最近になって急に、お嬢さまの御身を守ってくださるならと女官から持ちかけられて驚喜したとか。




　ああそういう事情だったのかと思いながら、若青は適当に聞き流した。

　本来ならば若青も知っている事柄であるはずだし、一部は若青が命令した事柄もあるはずなのだが、若青はそのことももちろん忘れていた。

　けれども、男の次の言葉は聞き捨てならなかった。




「私と若青どのは運命で結ばれているのです！」

「なにを馬鹿なことを言っているの」

　自分が運命で結ばれている相手は皇帝でしかない。




　腹を立てた若青は息をすうっと吸って叫ぶ。

「誰か！」

「若青どの!?」

　穴の奥から仰天した声が聞こえたが、若青は構わず叫ぶ。

「くせ者がいるわ！　助けて！」

　その声を聞きつけ、人が近づく気配がする。急いでいるという様子ではなかった。とても面倒くさそうな、やる気の感じられない足音だ。やる気がないわね、と若青は立腹しながらも、叫び続けた。

　しかし男を動転させるには十分だった。穴の向こう側で男が慌てて立ちあがり、去っていく音が若青の耳に届いた。

　やがて外から「何者だ！」という声や、荒々しくなった足音が聞こえ、若青はとりあえずはこれでいいかと叫ぶのをやめた。

　男が捕まってもいいが、捕まらなければそれはそれでまた報告に来てくれるから、どちらに転んでもいい……そんなことを考える若青は、ようやく食事を始めた。なんだかよくわからない葉っぱの端っこを少し嚙かむ。

　若青に手ひどく裏切られた男が、仮に逃げおおせたとしてもまた報告に来てくれるかどうかということは、彼女にとって想像の埒らち外がいのことである。

　食べ終わった若青は、あの男はどうなったのかしらと考え……あの男が自分を愛していなければ、もしかしたらあの手を利用するためにとったかもしれないとふと思った。

　けれどもあの男が自分を愛している以上、その手をとったら自分はあの男を愛しているということになってしまう。そういう証明をされるのは若青にとって、到底耐えられないことだった。

　なぜならば、自分が愛しているのは皇帝だけだからだ。

　若青は、男のことを考えるのをさっさとやめて、さっき久々に会うことのできた皇帝の姿を思い浮かべる。その、皇帝にふさわしく豪ごう奢しやで威厳に満ちた様子を思うと、胸が熱くなるのを感じる。

　これを愛と呼ばずして、なにを愛と呼べばいいのだろうか。




　──でもそういえば、大家ってどんなお名前だったかしら？




　視線をさまよわせても、答えてくれる女官はどこにもいなかった。




　　　　※




　元杏は、いいどん底と悪いどん底の両方を知っている……などと言ったら、人にどんな目で見られるかわかっているので口にしないが。そしてそもそも自分はめったに話すことができないが。

　どん底にいいも悪いもないということは、杏もわかっている。しかし、杏が育った環境はどん底と隣り合わせであったし、杏自身もそのどん底にいつ引きずりこまれるかわからず、それでいて逃げることもできない生活を送っていた。あれは間違いなく、「悪い」どん底だ。

　ならば「いい」どん底とはいったいなんだという話になるが、杏にとってのそれは、当時は小太りだった初老の女性と過ごした七日間である。劉りゆう梅花という熟練の女官によってもたらされたそれは、杏の人生をよい方向に導いてくれた。

　ならばそれは、どん底ではないだろうと言われてもおかしくないということもわかっている。だがこのあたりの機微は、杏にはちょっと説明しがたい。それでいて譲れない。

　よかったのは事実でも、杏にとってあの日々が地獄であったのは間違いないし、下手をすれば杏以外の女官仲間にとっては「悪い」どん底に分類されることすらある。だからやはりこれは、どん底と称すべきものだと杏は考えている。

　この分類についてはもはや哲学とか信仰とか、そういう精神的な深い問題に分類されるものだと思っている……いや、さすがに大げさか。思っていて、自分でも恥ずかしくなってきた。

　それはともかく、いいどん底を味わわせてくれた梅花は、杏にとっては二番目に大切な恩人だ。なにせ、一番目に大切な恩人に仕える機会と、それを逃さないようにするための技能と、さらにそれを継続させるために必要な日々の助言を与えてくれたのだから。これで恩を感じなかったら、故郷にいたあの連中以下だ。

　とはいえ二番目の恩人に対する感謝の念が、その人の関係者へまで波及するかどうかは、また別の問題だ。




　杏は梅花のことを口実に、自分を呼び出した相手──徐じよ麗れい丹たんに頭こうべを垂れながら、そんなことを思っていた。




　実際この人には、別になんの恩義も感じていないし、感じるようななにかをされた覚えもない。特に今、一番目に大切な恩人──皇后が大変なときに呼び出されても、ちょっとかちんと来るだけだ。

　もちろん上役なので従うけれども、腹の中でなにを思ってもそこは杏の自由である。そして杏は話せないぶん、心の中ではだいぶ饒じよう舌ぜつであった。




「来たわね」

　麗丹は癇かんの強そうなやや高めの声の持ち主だ。その声が早口でまくしたてる。

「劉が今体調を回復しつつある。そのことは聞いているわね……そう、なら話は早い。劉がお前に仕事を頼みたがっている。お前が今皇子の世話に従事しているのは知っているけれども、それをできるだけの余裕はある？　ない？　あるならいいわ。ではこちらの文を持ちなさい。お前が連絡をつけてほしい人間がいるらしい。行く場所はここ。少し時間をあげるから、ここで覚えなさい……覚えた？　ならいいわ。これの地図はもう処分するから」




　──はい、はい、はい……はい！　大丈夫です！




　途中杏は必死に頷うなずきを挟む。しかし正直いって、自分が頷く必要があるのかどうかかなり疑問である。麗丹はそれをきちんと見てくれているのか、かなり怪しい速度でまくしたてているからだ。

　けれども最後の頷きについては、麗丹は杏をしっかりと見据えて確認した。

「あたりまえのことではあるけれども、このことは他言無用よ」




　──はい。




　すると麗丹は満足そうに言った。

「劉はお前のことをだいぶ買っている。それが買いかぶりではないことを、きちんと証明するように」

　なんだかずいぶん偉そうである。とはいえ本人は現時点で女官の頂点に立っているうえに、実家も当今の父帝の妃を輩出したほどの家柄だから、実際偉い人なのではあるのだけれども。

　どん底から這はい上がってきた梅花が、よくこの女性と親交を持ったものだと杏はかねてより疑問に思っている。だが二人の友情の萌ほう芽がについて、質問する勇気を未いまだに持っていない。

「あの劉が新入りにここまで期待することなど、これまでなかった。お前をここで働かせるために、どれほど骨を折ったことか」

　骨か……と杏はここでなんとなく、麗丹の影のあだ名を思いだした。

　麗丹は口さがない人間には「鶏とりがら」と呼ばれることもある。もちろんこれは、あくまで陰での話だ。表だって発言してうっかり本人の耳に入ろうものならば、「鶏がら」と口にした人間のほうこそ、煮込まれてよい出し汁をとられてしまうし、それどころか骨までしゃぶりつくされるかもしれない。

　とはいえ女の世界なんて陰口で維持されているようなところもあるから、本人がいさえしなければ、しょっちゅう耳にする単語ではある。

　ところで麗丹の話は、梅花に頼まれて自分がどれくらい苦労したか……という話に移行している。彼女はここで自分に恩を売るつもりなのだろうが、正直自分は売られた恩を買う気はないし、さっさと役目を終えて仕事に戻りたい。




　……と、思っていたのだが。




「わたくしにそれほど根回しをやらせると、あとが面倒くさいと劉はこのうえなくよく知っているわ。常ならば絶対に避けるはずよ。それなのにお前にかかわることについては、まったくためらわなかった。そこまでしてやったお前がうまくやらなければ、彼女はがっかりする。まだ治りかけなのに心労を増やすようなことになったら、わたくしがお前を許さないから」

　長々と述べた末に、麗丹の話は梅花への単純な心配で締めくくられた。なんという予想外の展開。

　──あ、はい。

　まさかこう来るとは思わなかったので、杏は頷きながら目を瞬かせた。

　しかも彼女の言ったことを振り返ってみれば、最後の部分は自分自身のことを大いに下げている。

　それでいいのか。そして自覚しているのに改めないのか。

「ではね。無事に終えたらすぐに報告に来るように」

　麗丹は言い捨てるなり、自室からさっさと出ていった。そのひょろひょろの背中を見送りながら、要はこの人、梅花のことが好きなのだなと杏は理解した。その姿勢には好感が持てる。ただこの人自身への好意にはつながらないのだけれども。




　ともあれ言われた仕事は迅速にこなさねばならない。杏は先ほど見せられた地図を脳裏に浮かべる。場所は城下の花街にほど近いところだった。




　　　　※




　麗丹は杏を置きざりにしたその足を、そのまま梅花の部屋へと向けた。

「杏に頼んでくれた？」

「もちろんよ。このわたくしに伝言役を任せるなんていい度胸だわ」

「それを言うならば、仮にも尚しよう宮きゆうさまに食事の世話をさせることのほうが、度胸を要するわね」

　ふんと鼻を鳴らしながら、麗丹は持ってきた食事を配はい膳ぜんする。梅花は器を受けとると、薄めの汁物を少しずつ口に運びはじめた。

「前より少し塩味を強くさせているけれど、大丈夫？」

「ええ。お腹がびっくりすることはないみたい……でも、これはいつもと違う人間が作っているわね？」

「最初に作らせたものは、毒が入ってたわ」

　穏やかにどぎつい事実を吐く麗丹だったが、梅花は特に動じなかった。

「安心して？　作られた物は処分したから」

　さらりと言う麗丹に、梅花もさらりと流す。

「……ふふ、欲の出てきた者が動きはじめたようね」

　司馬氏が本格的に廃される方向に動き、それまで彼女の影に隠れていた者たちが動きはじめたのだろう。誰から見ても梅花は皇后の懐刀だ。皇后が戻ってくるまえに、始末しておこうと考えるものがいてもおかしくはない。

「どいつもこいつもわかりやすい手を使うわね」

「わかりやすいというのは、効果があるということよ。わたくしだってそういう手段は大好きだわ。わたくしはわかりにくいように偽装するけれども」

　これまで妃ひ嬪ひんたちのなかで自らの立身を狙う者は、あまり動きを見せなかった。それは司馬氏がよくも悪くも目立っていたからだ。

　これまで後宮で野心を抱く者にとって、真の敵は実は皇后ではなかった。

　仮に皇后を廃し、自分の立后を企たくらんだところで、皇子の生母であり身分の高いうえに気性が激しい司馬氏と真っ正面から対立するだけだ。やるとしたらまずは司馬氏の足下を切り崩し、そのうえで皇后を……と考える者がほとんどだったのである。

　だから実は司馬氏は四方も八方も敵に取り囲まれる中で孤軍奮闘する女性であり、見方を変えるとそんじょそこらの女傑よりも女傑らしいのであるが、見方を変える人間はまずいないし、うっかりそんな見方をしてしまった人間はそっと目をそらすので、彼女がそういう方面で評価を受けたことはない。

　皇帝が決定的な事柄が発生するまで司馬氏に手を下さなかったのには、理由があったわけだ。皇后への攻撃をそらす囮おとりとしては、司馬氏は格好の人材だった。

　もちろん司馬氏はいたらいたで迷惑なのも事実なので、隙あらば廃したいという思惑も皇帝には確かにあったし、その線で動いていた面もあった。矛盾しながらも並立する考えというものも、時にもあるものだ。

　それにしてもどちらに転んでも長所があって、それをはるかに上回る短所もある……という面倒くささは、どこまでいっても司馬氏らしい。

「それで作った者は？」

「拘束しているわ」

「そう、ありがとう」

　梅花はにっこりと笑う。それはごまかしによるものではなく、心からの感謝によるものだった。

「最近は医師もあまり信用できなくなってきたわね。それで彼を呼ぶの？」

　麗丹は今度は粥かゆを差し出す。

「それもあるけれど……彼は一時期ではあるものの、娘じよう子しの主治医というか、かかりつけ医のようなものだったわ」

「民間の医師なのでしょう？」

「もっと前は、宮城で働いていた人よ。あなたも会ったことがあるはず。それに女の体には詳しいから、娘子の下に参るときに連れていきたいのよ。あとは杏への人脈の引き継ぎもしておきたくて。他にも……」

「まさかあなた、自分で戦地に行くの!?」

　麗丹は目を剝むいた。梅花の最後の言い分については全然聞いていないのだが、梅花はそれを気にせず、なにを言うのだという顔を向ける。

「大家のお許しをいただければね。それに今の時点ではもう、あそこは『戦地』ではないわ。そして戦が終わった以上、娘子のお世話はわたくしがするべき仕事よ。わたくしは御前付きの女官なのだもの。そして娘子が動かれないのならば、わたくしが動くべきなのよ」

　梅花のまっとうな言い分に、ごまかされるような麗丹ではなかった。

「そういう後宮的な理屈の問題ではないわ。あなた、まだ体が完全によくなってないじゃないの」

　しかし梅花は、そんな彼女に妙に胸を張って言い返す。

「すぐによくなるわ。そしてわたくしは今、娘子と大家のことのためだけに生き延びている。その目的を取り上げられても死ぬだけよ。わかるのよ」

「…………」

　麗丹は不本意そうではあるが黙りこんだ。梅花がめざましい回復を遂げている根底で、力を与えているものがなんなのか、麗丹もよくわかっている。

「……お願い、力を貸して」

「返すあてはあるの？」

　嫌みたらしく言う麗丹に、梅花がしたり顔で頷く。

「もちろん、死んだあとで返すわ」

「言っておくけれど、わたくしは現世的な返し方しか認めないわよ」

　梅花は「あなたってそういう人よね」と頷うなずく。よくわかっている。

「安心して。わたくしの遺産の五分の三は、あなたに遺のこすつもりよ。無駄づかいはしていないから、だいぶ懐に転がり込むはずよ」

「そういう意味での『現世的』ではなく！　しかもなんなのその半端な数字！」

「残りのぶんは、杏と鴻こうさまの乳母に半分ずつ遺そうと思って」

　梅花がそう言うと、麗丹は苦い顔つきになった。

「乳母ね……あの娘のこと、よく許せるわね……」

「わたくしの姪めいよ。それにあの子自身がなにかしでかしたわけではないし……あの子はとても苦労したのよ。それくらいの見返りがあってもいいでしょう」

「そうだけど……そこまでしてもらってあなたが死んだら、あの娘は大いに泣くでしょうね」

「まあ、そうでしょうね」

　梅花はあっさりと頷いてみせた。

「……さて、いい加減食べ終えなくてはね。このあと大家に会っていただく約束があることだし」

　そして食事を再開させた。そんな彼女が食べるのを手伝いながらも、麗丹は人でなしを見るような眼まな差ざしを向けてくる。

「あなた、本当は懐に入れた人には、すごく勝手な人よね、優しいように見えて。それを押しつけるんだわ。そうだってことわかっていたけれど」

　遠慮なく言ってくる麗丹に、梅花は特に否定しなかった。

「そうね……今思うと、姉もそういうところが嫌だったのだと思うわ」

　口にすると胸が少し痛む。梅花はほんの少しの間だけ、その痛みに心を任せ、過去に意識をたゆたわせた。

　けれども次のかなり真剣な麗丹の質問を聞くやいなや、その目をやめて麗丹の顔をしっかり見据えて答えてくれた。

「ところであの杏とかいう娘……だいぶ前のあなたに体型が似てきたのだけれども、それはあなたの指導の賜たま物ものなの？」

「……いえ、そういう指導はしていないわよ？　したとしてもなんの効果があるの、その指導？」

　麗丹は、かなり真剣に疑問を抱えていたようだった。




　　　　※




　食事を終えた梅花は、一休みすると立ち上がり、皇帝のもとへと向かった。麗丹が手を貸そうかと申し出るが、それを笑って断る。

　大丈夫だ。もう自分で歩くことができる。

「御前から退出するころには疲れているでしょうから、もしかしたら手伝ってもらうかもしれないけれど」

「そう……わかったわ」

　麗丹は少し不満そうであったが、折衷案のようなものを出すと、あっさりと引き下がった。そこらへんの扱いは、梅花の得意とするところだ。

　皇帝の私室へ向かうと、主席太監が出迎えながら冷ややかな目を向けてきた。しかし梅花はそれを甘受した。なんといっても彼は梅花の「失敗」を把握しており、今はその尻しり拭ぬぐいもさせられている人物なのだから無理もない。

　彼が司馬氏の面倒を見ていると考えると、同情と申し訳なさしか感じられない。あれはさぞかし辛つらいことだろう。







　皇帝のもとに通された梅花は、麗丹と二人で平伏する。

「大家に拝謁申しあげます」

「面を上げよ」

　言われ二人、揃って顔を上げる。皇帝の顔には憔しよう悴すいがありありとにじみ出ていた。それから怒りと、かすかな戸惑い。

　皇帝はよけいな前置きで、時間を無駄にするような人間ではなかった。単刀直入に言ってのける。

「正直のことを言うと梅花、お前の失態に対する怒りはある」

　梅花は「ごもっともですわ」と頷いた。

「もし手を下されることで満足なさるのであれば、どうか今おっしゃってくださいませ。大家のお手を汚すまでもなく、大家の望む死に方で……さもなくば、自分でなしうる限りもっともむごい死に方で果てるつもりです」

　梅花の本気を感じ取ったのか、隣の麗丹がぴくりと肩を震わせる。

「相手がお前でなければ、きっと俺はそうしろと言っただろうな」

　皇帝の言葉に、麗丹はもう一度肩をふるわせる。そのわかりやすい反応を気に留めたのか、皇帝は麗丹を一いち瞥べつした。

「徐尚宮はなにをしに参った」

　そう、彼女は別に呼ばれてはいない。つまり勝手に押しかけてきたのだ。

　しかし彼女はもっともらしい理由を堂々と述べはじめる。

「わたくしは現在、女官の統括をしております。劉もまた、立場上はわたくしの監督下におかれております。したがって彼女の為なしたことの責任の一端は、わたくしにもあると言えましょう」

　梅花は内心で苦笑した。一人で行くと言っていたのに、彼女はこの言い分を盾に頑として譲らなかった。梅花を庇かばうためというのもあるだろうが、本人は本気でそう考えている節もある。

　大昔に彼女の伯お母ばが、彼女を評して「いかんせん性格がきついうえに、存外単純だ」と言っていたのを聞いたことがあるが、そういうところはいつまでも変わらない。実を言うと、梅花が人の本質は変わらないという持論を持つようになったのは、彼女のおかげだった。本人にそのことを語りはしないけれど。

　そして麗丹の伯母は、麗丹がその性格のせいで身を滅ぼさないか心配していた。麗丹の伯母には、彼女の存命中かなり世話になった。自分が起こしたことで、姪に対するその懸念が実現することだけはなんとしてでも避けたいと梅花は思っている。

「上役としての責任か……しかしそれを申すのであれば、尚宮はもう一人いるはず。その者には責任がないのか？」

　彼女が個人的に来たのだろうということを暗に指摘され、麗丹がぐっと詰まる。そんな彼女を、皇帝はほんの少しだけ興味深そうに見下ろした。

「……そなたは余と皇后に対しては不満があったであろうに、皇后づきの女官を庇うとはな」

　麗丹は背筋をぴんと伸ばして、早口で言ってのけた。

「劉自身の評価と、大家に対する評価はまったく別のものですわ。ご無礼を承知で申しあげますが大家、わたくしは大家につきましては、劉のような人材を一介の御前付きの女官にしたことについては、見る目がないと思っておりました」

　承知であるにしても、本当に無礼すぎる言い分である。麗丹自身は無表情であるものの、言ってやったぞというそこはかとない満足感を漂わせている。そうとう腹に据えかねていたらしい。

　彼女の気持ちは嬉うれしいが、口に出したことはまったく嬉しくないので、梅花はあとで彼女を小突くことにきめた。

　ありがたいことに、仮にも尚宮という立場である麗丹の唐突な批判に、皇帝は怒らなかった。どこか呆あきれたように呟つぶやく。

「そなたはその年まで、よくこの世界で生きていけたな」

　これまた無礼な返し方をする。もっとも、最高権力者である皇帝の発言に無礼もなにもないが。しかも言っている内容は事実だが。

　梅花も皇帝とまったく同じ意見だった。しかも我が子でもおかしくない年齢の皇帝にそういうことを言われてしまったことは、我がことのように恥ずかしかった。

　皇帝はそれ以上麗丹のことを追及するつもりはないのか、麗丹から視線を外し、梅花のほうを見る。

「……梅花、お前が俺と小玉のために動いてくれていたことはわかっている」

「はい」

「けれどもそのせいで、小玉が死にかけている」

「はい」

「小玉が死んだら、お前を殺す」

「はい」

　淡々と述べる皇帝に、梅花も淡々と答え続ける。これらの物騒なやりとりについては、麗丹が反応を示すことは特になかった。彼女から見ても、皇帝の言いぶんはまっとうなものだからだろう。

「だが小玉が死ぬまでは、俺と小玉のために働いてもらうつもりだ」

「ご厚情に感謝申しあげます」

　梅花と、そして麗丹は平伏して頭こうべを垂れる。

「お前の申し出のとおり、小玉の看護のために派遣する人員の中に組みこむ。もちろんそれまでに体調が完全に回復すればの話だがな。そして出発するまでの間に、司馬氏の一件を探れ……薄はく充じゆう儀ぎの言うとおり、お前が単純に失敗をするとは思えない。なにかあるのだろうよ」

　薄充儀という名に、梅花と麗丹は揃ってえっという表情を作った。ただ平伏しているために、皇帝にその表情を見られるどころか、お互いが同じ表情をしていることすらわからなかったが。

「……御意のごとくいたします」

「お前のことだ。そちらの件については、すでに動いているんだろうが……必要ならばこれを使え」

　梅花の前に割り符が投げ出された。金も人も存分に使えということだ。

　梅花はそれを押しいただき、さらに深く頭を下げた。







　皇帝の前から退出し、人目がないところまで移動したところで、梅花と麗丹は顔を見あわせた。ここでようやく二人は相手が、自分と同じような表情になっていることに気がついた。そしてやっぱりそう思うわよねと頷きあった。

「薄充儀がまさか大家に働きかけるとはね」

「あの方が旧情を鑑かんがみる人間だとは思わなかったわ」

　ひどい言いようであったが、二人ともむしろ彼女のことを心配している。薄充儀という人間の強みはその徹底的な保身と、他者を見限る思い切りのよさにあると、二人とも思っていたからだ。その方針を破るようになってしまった彼女には、今後災いが降りかかるかもしれない。

「変わってしまったのかしら……」

　そう呟いた麗丹に、梅花は言い返す。

「新しいものが加わったのよ」

「またあなたはそう言う。なにかになにかが加わるというのは、『変わる』ということでしょう？」

　梅花の持論について、そう思うようになった原因である麗丹は、いつも否定的だ。無理にわかってもらいたいとは思わないので、梅花は今日も「そうかもしれないわね」と適当に流した。

「それよりも、司馬氏のことよ」

「そうね、最初に予定した相手とは違う人間が引っかかってしまったのは、本当になぜなのか……」

「秋菊とは話をしたの？」

　麗丹が名を出したのは、司馬氏の女官のことだった。

「したわ。なにも漏らさなかったけれど」

「主あるじ思いではあるけれど、その主が馬鹿だったわね……知っている？　主は自分を助け出そうとした男を裏切ったわよ」

　梅花は思わず顔をあげる。

「あら……それはいつの話？　わたくしの耳には入っていないわ」

「昨日の夜。さっきあなたを睨にらんでいた宦かん官がんが監督していたから、あなたの耳には入らないようにしていたのね」

「あの人も敵に回したくないものね……元々当たりの強い人だったけれど、なんとかならないものかしら」

　梅花は頰に指を当ててため息をついた。

　麗丹が肩をすくめる。

「しばらくは無理でしょうよ。あなた今回の件で、だいぶ評価を落としているから……違う思惑もあったのでしょうけれども」

「どういうこと？」

　意味ありげな言葉に梅花は思わず問いを発したが、意味ありげな言葉を返されるだけであった。

「あなたは本当に、人の好意に鈍感だったわね。昔も今も」

「わたくし、あなたの好意については、常に誠実に理解していたつもりだけれど……まあいいわ」

　これは真剣に答えるつもりがないなと察した梅花は、思考を切りかえることにした。今得られた情報も含めながら、目の前の山をどうやって切り崩していくか。




　　　　※




　時間は少し遡さかのぼる。

　文林の前に跪ひざまずく賢恭に、文林はまあまあ優しい声をかけた。

「よくやった。だが失態もあったな」

「まさしく」

　賢恭は穏やかな声で同意した。いかなる罰も受けるつもりであった。

「坏胡からの要望が来た。皇帝に連なる女を族長の妻にと」

　賢恭はぴくりと肩をふるわせた。それはさすがに賢恭も予想はしていなかった申し出であった。

　これまでにもなかった話ではない。坏胡が康に潰つぶされる前はたびたびそういうことが起こった。だが今と昔では事情が違う。坏胡の勢いは昔に比べるとはるかに弱々しく、そこまでしてやるほどの価値はこちら側にないからだ。

「図に乗っておりますな」

「そうでもない。当初与えるつもりだった歳さい幣へいはいらぬので、という話ではあった。連中も落としどころをほどほどにわかっている」

　歳幣とは異民族に与える絹や銀のことである。文林は当初、数年間それを与えるつもりだった。金はいくらあっても足りない状況であるが、使いどころはわかっているつもりだった。

　それになにより、近々司馬元尚書の家財没収という臨時収入があるはずだったので、それにあてようかとも思っていた。

　とはいえ仮に歳幣を支払う必要がなかったとしても、それでよかったねで終わるようなものではない。なぜなら嫁というのは、送ってそれだけで終わる話ではない。

　しかも、人がいない。賢恭もそれはわかっているようだった。

「年齢の釣り合う姫は、今……」

　皇族に姫は何人かいるが、先日立て続けに結婚してしまっており、あとはまだ幼い子どもしかいない。だが文林は事もなげに言う。

「後宮にいるだろう」

「それは……さすがに」

　賢恭が困惑の表情を浮かべる。彼にも誰のことを指しているかわかったのだろう──馮ふう貴妃だ。年齢的にちょうどよいし、血筋も申し分ない。特に公言はしていないが、文林が手を出してもいない。ただ……、

「ただ、あれをやるのはさすがに惜しいうえに、身分が高すぎる」

　そう、申し分なさすぎるのだ。

　過去に与えた女でも、側室腹のあまった公主（帝姫の昔の呼び方）だったり、後宮の適当な妃ひ嬪ひんだったりと、尊い姫を送ることのほうが少ない。

　かといってこの人選、やっかいばらいという観点では選べないので、今文林の心を悩ませている司馬氏を送り出すこともできない。

　このように異民族に送り出す女は、族長の心を捕まえ、有事の際には生国に有利な状況になるよう働きかけるだけの、外交的な手腕を持っていなくてはならない。だからこそ国側としても送っておしまいにはせず、毎年女に対し金銭を送りつけ、人脈を作るように仕向けるのである。




　文林は確信している。司馬氏には絶対無理である。

　そして、馮貴妃はそっちの面でも申し分ないので、文林は正直迷っていた。




「では李昭儀では？」

　賢恭の提案は、決して不自然なものではなかった。身分はそれほどではないものの、後宮での位は高く、そして頭がいい。

「悪くはないが、小玉の後宮での力が弱体化する」

　彼女は皇后派の筆頭だ。彼女を失うと、不穏分子が一気に動き出すであろう。それを対処するのは、病み上がりの小玉には荷が重いことのはずだ……彼女が生きて戻ってきたら、の話であるが。文林はその事実を頭から追い出しはしなかったが、ぐっと奥歯を嚙かんで胸に去来するものに心を動かさないよう努めた。

「それにあれは、遡さかのぼれる血筋に坏胡がいるからな」

　ごく薄いとはいえ、真桂は坏胡の血を引いている。厄介払いと思わせてしまうような要素があるような人間を送った場合、寛や康につけいられる可能性があるため、その点でも真桂は適さなかった。

「なかなかに難しい」

「すべて臣めの落ち度によるものでございます」

　ため息をついた賢恭が平伏する。

　文林はそれに対して、ほどほどに認める。

「すべてとは言わんが、確かにそうだな。だがうまく立ち回れば、この話は我らにとっても悪い話ではない」

　ほぼ没交渉だった坏胡との結びつきを作るということは、彼らの増長を招きかねないが、いざというときの切り札にもなる可能性がある。

　うまく使えれば、の話であるが。

　正直文林は、自分の代はなんとかできそうだという見込みを持っているが、そのあとの代の皇帝がどう立ち回ってくれるかはわからないので、あまり楽観はしていない。次の代まではなんとか責任を持てるだろうが、その先に文林の父親だとか異母兄みたいなのが出てきてしまえば、ちょっと困ることになる……だがそこまでは、文林にはどうしようもないことだ。

　先帝の時代からわかっていた。この国はさほど長くは生きられない。できれば先帝の約束どおり百年延ばしたいし、その努力を惜しむつもりはないが、その努力が実らないかもしれないということを、可能性というより予感として文林は捉とらえていた。

　その途方もなさを考えるとき、文林はめまいを覚える……というか最近、肉体的に本当にめまいがすることがあった。無理もない。こんな生活を送っていて、疲れないほうがおかしい。

「ともあれ、嫁を出すことは決めた。しばらく考えるつもりだ」

　妃嬪を出すことになるならば、小玉にも相談したい……そういう思いは口に出しはしなかった。きっと言ってしまえば、彼女が戻ってこられないかもしれない今、その言葉はおそろしくむなしく響いたであろう。







　一度賢恭を退出させた文林だったが、妃嬪の一人が目どおりを願っているという言葉を聞いた。いつもならば名を聞きもせずに追い返しただろうが、そのときの文林の心は小玉のことが重くのしかかっているあまり、意識をそらしたくなっていた。だから文林は、面倒くさそうに「誰だ」と問いかけ……そして帰ってきた意外な人物の名に困惑した。




　通した相手は丁寧に挨あい拶さつを述べる。王太妃などのような、匂い立つような気品はないが、同時に傲ごう慢まんさもない。手本とするのには彼女のような人間が、ふさわしいだろう。

「薄充儀、そなたが来るとはなにごとだ？」

　文林の問いかけに、雅媛は単刀直入に言ってのけた。

「お願いと、ご提案がございます」

「……申してみよ」

　文林はいささか警戒しながら許した。

　この娘と文林は、ほとんど交渉がない。なにかの折に小玉の部屋に積まれてあった本を読み、なかなかの文才だと感心はしてはいたが、それでこの娘に対して心を開こうという気持ちにはなれなかった。




　なにより、作中で小玉が色んな相手と恋に落ちていたり、恋に落としたりしているのが許せない。




　そんな文林の個人的な恨みを知ってか知らずか……いや、絶対に知らないだろうが、雅媛は「感謝申しあげます」と一礼し、これまた率直に申し出た。

「わたくしをお送りくださいませ」

「……なんの話だ？」

「坏胡へ送る女のことです」

　文林は一瞬で気持ちを切り替えた。刺すような眼まな差ざしを雅媛に向ける。

「そなたそれを、誰から聞いた？」

　しかし雅媛は臆おくすることなく、それを受けとめた。

「申しあげることにやぶさかではございませぬが……それよりもわたくしがそれを知ることができるだけの人間であることこそ、適切な人材である証拠であるということを、お気に留めていただきたく存じます」

「……お前のことは、梅花から多少は聞いている。司馬氏についての情報源として、ずいぶんと役に立ってくれた」

「もったいないお言葉でございます」

「だがお前は、善意で生きる人間ではないともな……なにが目的だ？」

「わたくしの身を守るための材料が欲しいと思っております」

　雅媛はゆっくりと、だがよどみなく話しはじめた。

　司馬氏が倒れてしまった以上、後宮における自分の価値はほとんどない。また父親は司馬氏の父から離れたことで共倒れを防いだが、自分自身の失脚を免れることができなかったため、後ろ盾としては頼りにならない。したがって自分は、自分の利用価値を新たに作らねばならないのだと。

「わたくしは九族を九代遡ってもこの国の人間でございます。また祖先はこの大宸が興った際に、おそれおおくも聖祖陛下にお仕えした者でございます。必ずや大家のご期待に添えましょう」

「なるほど、な」

　雅媛の言い分は確かに正しかった。少なくとも司馬氏が勢いに任せた「あれ」に比べれば、うっかり頷うなずいてしまいそうなくらい説得力がある。

　だが文林は、それでうっかりするような人間ではない。

「確かにお前にも利がある話だ。だがそれ以上に不利が多すぎる」

　深宮の貴婦人として育った身で、重い任務を担って文化も生活水準も違う相手の下に嫁ぐというのだから、雅媛にとっては損が多すぎる話である。

　そう指摘する文林に、雅媛は深々と一礼した。

「ご明察でございます」

「追従はいい。望みはなんだ」

　雅媛はまるで用意していたかのように……いや、実際用意していたのだろう。即座に望みをいた。

「どうか劉どのに機会をお与えくださいまし」

「…………」

　てっきり父への官位を望まれると考えていた文林は、一瞬言葉に詰まった。

「なにとぞ、お願い申しあげます」

　しかし雅媛は、なにも撤回しようとせず、額を床に押しつけてこいねがう。

「お前の父親についてはいいのか？」

「父に官位を与えましたら、わたくしの処遇について後々口を出すことでしょう。大家のお気をわるくなさるおそれがございますし、なによりわたくし自身にとって、役目を果たす妨げになります」

　きっぱりと言い捨てる彼女は、父親に対していえば確かに梅花が言っていたとおりの無情な女だ。だが、それならば梅花に対する態度はどうなのだ。

「先ほども言ったとおり……お前は善意で動く人間ではなかったと思っていたが」

「もちろんおっしゃるとおりでございます」

　確認するように言った文林の言葉に、雅媛は平伏の姿勢のまま、自らに対する評価について肯定してのけた。文林の見るかぎり、特に憤慨した様子でもなかった。




　　　　※




　梅花は皇帝のもとから退出したあと、一人の妃嬪のもとに足を向けた。相手はわざわざ部屋の入り口まで出迎えてきた。

「劉どの。まさか直々に来てくださるなんて」

　梅花は妃嬪に仕える立場である。しかし女官ともなれば官位を持つうえに、単純な力関係では下位の妃嬪よりも立場は上である。しかも梅花は現在こそ皇后に仕えるため退いてはいるが、数年前までは麗丹とともに女官の頂点に立っていた。

　小玉が冗談で「梅花さま」と思っているのは、他の妃嬪にとっては冗談でもなんでもないのである。特に後宮で力を持っていない者たちにとっては。

　皇后は梅花のことを、厳しくも優しい忠臣だと思っている。もちろん梅花は、仕えるべき人間に対しては常にそうであるよう心がけている。けれどもそれ以外の人間にとっては、しばしば蛇だ蝎かつのように思われる場合もあったし、実際梅花はその感情に値する人間であった。

「衛えい倢しよう伃よ、ご機嫌うるわしく」

「ええ、おかげさまで」

　などと言いつつ、彼女の顔色はどこか優れない。

　彼女は皇后の取りまきの一人である。いや「だった」というべきか。当時梅花は彼女のことを、一時的な賑にぎやかしだと思っていたし、実際そうだった。

　以前の彼女は日参する勢いで皇后につきまとっていたが、実家に釘くぎを刺されて以来は足が遠のき、ここ最近宮を訪れるのも稀まれであった。だから彼女は皇后とはここしばらく顔も合わせていない。それでも皇后は文を送ったり、誰かに物を下賜する際にも忘れなかったりと、なにかと気にかけてはいたが。

　その点、皇后は甘いと梅花は思う。だが甘さはそれ自体が悪いわけではない。あくまで過ぎなければの話である。

「娘じよう子しのお体は大丈夫なのでしょうか」

「もちろんですわ」

　あからさまに心配げな衛倢伃を励ますように、梅花は笑いかける。すると衛倢伃はほっとしたように笑い、口に白湯を運ぶ。

　それを穏やかな眼差しで見つめながら、梅花は申し出た。

「お茶をお持ちしましたの。お飲みになりません？」

「いいえ、わたくしは……」

「いまは、お飲みになれないお体ですものね？」

　衛倢伃が絶句したのは、言葉を遮られたからではない。

「なにを……おっしゃるの」

　それでも衛倢伃は無理やり笑顔を浮かべる。それ対し、梅花は表情の動きを一切揺るがさず言いはなった。

「お選びください。わたくしになにもかもを話して、ご自分が助かるか。それともなにも話さず、ご自分とお腹なかの子の両方を死なせるか」

　衛倢伃の顔から血の気が失うせ、いっそ土気色になった。

　妃嬪である彼女が妊娠するとなると、父親は皇帝である……そうでなければならない。だが皇帝はここしばらく誰も召していないし、そうでなくても皇后以外のもとに通っていない。

「姦かん通つうをした司馬氏がどうなっているか、もちろんご存じですわね。ましてや妊娠だなんて……」

　梅花が話すにつれて、衛倢伃がかたかたと震えはじめる。梅花はいっそ憐れん憫びんを込めて見つめる。なんとも詰めの甘すぎる娘だ。




　行いも、話す内容も、すべて。

　だから自分のような人間につけいられるのだ。




　仮に皇后になにかがあったとしても、皇帝はこの娘に手を出さないであろうという確信が梅花にはあった。だからこそ梅花は遠慮なくこの娘を利用している。

　それでも彼女が梅花が仕掛けた誘惑に乗らなければそんなこともなかっただろうが……いやそれは、騙だました人間が、騙されるほうが悪いのだと言うようなものだ。だから自分だけは考えてはいけないことだと、梅花は自分を戒めた。騙すほうが悪いに決まっているし、仕掛けた自分が悪いに決まっている。

「さ、どうかお話しください。そして子の父親を呼びだしてくださいませ」

　そのことをわかったうえで、やはり梅花はこの娘を利用する。




　　　　※




　康の女王の叔お母ばであり、現在寛の皇帝の寵ちよう妃ひである女性が敗戦の報を受けとったのは、宴うたげの最中であった。

　夫に向けて報告する使者を眺めながら、彼女は唇だけで呟つぶやく。

「まあ」

　その呟きには遺憾の響きが込められてはいたものの、心底悔しいというものは含まれていなかった。

　さきほどまで歌舞音曲で賑やかだった場が静まりかえるなか、隣に座す夫が片手をあげる。宴はお開きということだ。




　皇后が、皇帝のために儲もうけた宴が。




　なにか言おうとする皇后を遮り、夫は立ちあがった。そして梨り妃ひ──今はこの国でそう呼ばれる彼女に手を差しのべる。

「愛妃よ。下がるぞ」

　皇后に対する態度とはまるで真逆の声に、梨妃は微笑む。

「御意」

　夫の手に自らのそれを滑りこませ、彼女は立ちあがった。

「お待ちください、皇こう上じよう！」

　重臣の一人が声をあげるが、夫はそちらをちらりと見て冷たく言いはなった。

「我が国の大事に、なにひとつ貢献したことのない女の宴にか？」

　それどころか彼は、「我が国の一大事の原因になった者の身内」とまで言いたかったはずだ。それを口に出さなかったのは、間接的に皇太后を批判することになるからだろう。皇帝の母である皇太后に対してなにかを言うのは、どれほど正論であろうとも慎重にならなくてはならない。

　なにも口に出せない皇后を尻しり目めに、夫と共に退出する。屈辱のあまり青を通り越し真っ白になる顔に溜りゆう飲いんを下げるよりももっと重要なことがあったから、彼女は歩みながら考えを巡らしはじめた。

　使者が言うには、梨妃の伝つ手てで生国に要請した援軍も敗れたのだという。それについても、梨妃は悔しさを感じなかった。ただおそらく今後は、あちらから兵力を得ることはできないだろうと彼女は思った。それについては心底残念である。

　しかし仕方がないことだ。姪めいは短気だし、自国の民を大切にする人間だ。いいかげん頭に来ているころだろう。

　それでもまだ姪の情の厚さという武器が残っているから、あちらとの繫つながりを保つだけの価値はある。それをどういう場面で利用するのがもっとも効果的だろうか。

　この先のことを考えはじめたところで、梨妃の部屋にたどりついた。彼女が座るのを手助けしながら、夫が申し訳なさそうに声をかける。

「すまない。君が力を尽くしてくれたというのに……」

「気になさらないで。陛下のせいではございませんわ」

　頭を下げてくる夫に、彼女は優しく声をかけた。夫の気づかいが嬉うれしかった。

「それでも先の戦いで勝ちを拾えたのは君のおかげだよ」

　嬉しそうに言う夫の笑顔を見ていると、彼女は胸がいっぱいになる。この人のためならばなんでもすると心に決めてからもう何年も経つけれども、その思いはいまだに揺らぐことはない。

　この人のためならば生国も捨てられるし、この人のためならば同胞たちだって犠牲にできる。この人のためならばこの後宮で閉じこもり、大勢のうちの一人に甘んじることだって耐えられる。




　夫が自分のことを愛してくれてさえいれば。




「今回は負けはしたものの、ちょうどよい時期でしたわ」

　慰めを込めて言う彼女に、夫は我が意を得たりという表情を向けてくる。

「そうだな。太皇太后陛下が崩御したから、これで批判の集中は、太后陛下だけが対象となるはずだ。本当にいい時期に逝ってくれたよ、あの方は」

　彼女は夫の言葉に、にっこりと笑う。夫が喜んでくれると、自分も嬉しい。特にそれが、自分のやったことの成果に対しての喜びだとなおのこと。




　そう、太皇太后の崩御は、この人のために自分が手を回したことだ。




　この国は生国よりも医術が盛んだが、ところどころ抜けている。自分の国ではよく見る毒物が、後宮の庭に平然と植えられている程度には。おかげで梨妃にとっては、とても過ごしやすい場である。

　もちろん太皇太后が老齢で、最近とみに体が弱っていたのも大きな要因ではあったので、梨妃の企たくらみが成功する見込みは、五分五分といったところではあった。

　こういう企みの成功率を上げるということは、発覚率を上げることにもつながるので、なかなか難しい。そして一度成功したからには、しばらくこの手は使えまい。

「もう少しだ……早くあの女を廃して、君を皇后に迎えたい」

「わたくしも早く陛下の本当の妻になりたいですわ」

　抱きしめてくる夫の胸に、彼女はそっと我が身をもたせかけた。あの女──皇后は、どれくらい大人しくしているだろうか。




　きっと大人しくしないだろうと、梨妃は思う。




　皇太后の縁故という事情だけで立后できた彼女は、皇太后が自分のことで手一杯である今、守ってくれる人間がいないことを理解しているのかどうか。

　梨妃は少し身を伸ばし、夫の耳に甘くささやきかける。

「わたくしは次になにをいたしましょうか？」

　すると夫は少し身を離し、いたずらっぽく笑った。

「しばらくはゆっくり休んでいなさい。君にばかり面倒をかけたくないからね」

　頭のいい人だ。彼女が夫のためになにをやっているのかきちんとわかっている。そしてそれを知らんふりしようとはしないし、やってもらってあたりまえだとも思わない。

　梨妃は、夫のそういうところがなによりも好きだった。

　軟弱と言われ、事実肉体的な強さはあまりないけれども、この人の頭のよさ、そしてなにより我慢強さを梨妃は誰よりも素晴らしいものと考えている。

　そんな夫を誇らしく眺める梨妃の腹を、夫がそっと撫なでた。

「それに今は、君はなににも思い悩まないように過ごすべきだ」

「はい」

　くすぐったさをお腹と心の両方に感じ、彼女は幸せそうに微笑んだ。

　そして思うのだ。




　──この子が男の子であるならば、どれくらいこの人のためになるかしら？




　少なくとも、皇太子候補の生母として、軍部にある程度介入できるようになるだろう。そうなれば手駒が増える。

　それに、と梨妃は期待に胸を弾ませる。もしかしたら武官だけではなく、文官を何人か引き込むことすらできるかもしれない。

　蛮族の国の出と言われている梨妃は、いわゆる文化人と言われる人物には受けが悪かった。けれどもその「文化人」も、お隣の宸の「文化人」には馬鹿にされているらしいので、なんとも滑こつ稽けいなことだと思っている。

　それはともあれうまくいけば、それが我が子のためになるのはもちろん、もっと夫の役に立つはずだ。

　だから早くこの子が産まれてこないものかと、梨妃はまだあまり膨らんでいない腹を自分でも撫でた。

　もし無事に産まれたら、自分が皇后に立つ目も出てくる。

　そしてそれは、皇后も思いつくことだろう。彼女の場合は、激しい焦燥を伴っているはずだ。

　その焦燥は彼女をどう動かすかしらと、梨妃は考えている。




　　　　※




　梅花は宮城で一人の男と会っていた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております。呼びつけてしまい申しわけございません」

「いや、危急のときだからな……まさか貴女あなたとここで会うことになるとは」

「そうですわね」

　お互い苦笑する。相手は梅花が杏を通じて呼びつけた医師であった。彼は花街の近くで働いている医師で、梅花が個人的に支援している人間だった。

「この前やった薬は効いたか？」

「ええ実に」

　梅花はにこやかに笑う。対する医師は苦笑を帰す。

「それで、患者はどこにいる？」

「こちらです」

　梅花が案内した先には、青ざめて座る衛倢伃と、一人の縛られた男が転がっていた。そんな異様な光景に、医師は特に動じもせずに「おやおや」と呟く。

「方ほう殿のご子息か。ずいぶんと立派に……いや、その状態は全然立派ではないな。とりあえず父君は息災かな？」

「…………」

　男は答えないというより、答えられない。猿ぐつわを嚙かまされているのだからあたりまえの話であるが。

「それでこの二人はどういう関係だ？」

「有り体に申しあげましたら、姦かん通つうした関係ですわ」

　梅花の答えに、医師は一瞬黙りこむと、吐き捨てるように言った。

「……昔から思っていたが、後宮の警護はどうなっている」

「外部からの侵入には強いですが、内部からの侵入には弱いので」

「理由になっておらん。がばがばだろう。今の娘じよう子しも若いころ、姦通した連中と遭遇していたはずだ」

「まあ、そんなことが？」

「ん？　ご存じなかったか。確かそのときも相手の男は医師だったな」

　というより妃ひ嬪ひんが密通する場合同族の男か、医師くらいしか相手がいない。

　後宮に男性機能を保ったまま足を踏みいれることのできる男は、皇帝か幼い皇族くらいである。他の男という男はどれほど幼かろうが、猫であろうが去勢してからではないと後宮に入ることはできない。だから清喜は自主的に去勢したし、この度人質として納蘭樹華の息子を呼びよせるにあたり、理由をつけて皇子を後宮から出したのも、やはりその決まりのせいだった。




　けれどもただ一点、例外がある。

　それは医師である。




　彼らについては、去勢しなくても後宮に足を踏み入れることができる。この国においては医術は代々引き継がれるところが大きいので、家が続かないと問題が起こるからだ。

　けれどもそれがもとで、また別の問題がたびたび起こっていた。

「やはり宦かん官がんの医師がもっと増えてほしいですわね」

「いや、そもそも医師が男しかなれないというのがおかしいだろう」

「まあ」

　思いも寄らぬ言葉に、梅花は目を見張った。

「おかしいかね？　しかし私は娘子を知ってから、女が医師になってなんの問題があるのかと思うようになった。少なくとも武官よりは女向けの仕事だろう。実際、昔は医女がいたではないか」

「それは……そうかもしれませんが、医術と家の継続を同時に行うのは、今のところは難しいのではないでしょうか。女は嫁ぐものですから、身に着けた技術は他家のものになってしまいますわ。だから医女は廃れたのでしょう？」

「それだがな……」

　現代社会の問題について、唐突に討論を始めた二人に、若い男女は不安げな目を向けてくる。それに気づいた梅花は話を切り上げ、二人に向かいあった。

「さて、衛倢伃から伺ったのですが、前の満月の夜、あなたはなぜ司馬氏の宮へ行かなかったのですか？」

　その言葉に反応を示したのは、男のほうだけではなかった。衛倢伃がはっと顔をあげ……みるみるうちに顔を醜く歪ゆがませる。

　彼女が叫びだす前に、梅花は釘くぎを刺す。

「お静かに、衛倢伃。これでこの男への情も失せたでしょうから、お教えしておきます。その体調不良は懐妊によるものではありません。ご安心なさいな」

「え……？」

　絶句し、そして放心へと至る衛倢伃をひとまず横に置き、梅花は男の猿ぐつわを外してやった。

「あなたが何人かの妃嬪に、色目を使っているのはわかっていますよ」

「何人か!?」

　反応したのは「静かに」と言われていた衛倢伃だった。傷ついたような顔をしている。男からどれだけ甘い言葉を耳に注ぎこまれてきたのやら。彼女は疑いもしなかったのだろうか。

　とはいえ甘さは慣れれば慣れるほど、知る前に戻ることができなくなっていく。自らの甘さに慣れきってしまった彼女らしい状態ともいえるだろう。

　彼女のような蜜みつに浸した木の実のように甘い人間は、この後宮では長生きできない。そんな彼女が今日まで延命しているのは、後宮における現在の気風のおかげではあるが、それ以上に梅花が価値を見いだしているからだった。恩に着ろと言えるようなことではないが。

　梅花は一瞬衛倢伃に取られた気を取りなおして、再び男に向きなおる。

「さて、あなたは先の新月の晩、司馬氏のもとへ呼ばれましたね？　それなのにあなたが行かなかったのはなぜでしょう」




　　　　※




　康の女王は自らの城で、寛の敗走の知らせとそこに至るまでの戦況の運びを聞き、気分よく笑った。

「いい気味だな。我々を利用しようとした報いとしては上等だ」

　ご機嫌な主あるじに、報告をした家臣もまた嬉うれしそうに笑う。彼にとっても……というか、この国の上層部ほぼすべてにとって、寛の敗北は溜りゆう飲いんの下がる思いをさせるものだった。

「それで関皇后はどのような指揮をしたのだ？」

　わくわくしながら問いかける女王は、得た答えにがっかりした。指揮は皇后ではなく、その配下である宦官がとったのだという。

「ふん、産むことができず、産ませることもできぬ者がな」

　明らかな蔑さげすみをもって呟つぶやく女王に、しかし家臣は「そのような者に寛が負けたというのは、それはそれでよいことではございませぬか」と述べた。

　一理ある。それどころか、ますます痛快な気持ちになれるので、女王もそう思うことにした。

　それに宸は宦官などというものを重用する国だということも知れたことは、なにかの役に立つかもしれないとも女王は思った。実はその宦官、ある意味この国と関係が深いのだが、彼女はそこまでは把握してなかった。それが周知の事実なのは、国境近辺に駐留する者たちの間でのみのことだった。

「しかし、皇后はなぜ自ら戦わなかったのだ？」

「どうやら病を患ったとのことで……」

「病か……」

　性格的に「ふん、軟弱な……」などと言いそうな女王であるが、そうはしなかった。なにせいくらでも病気にかかる時代であるうえに、康は宸よりも医術が遅れている。もちろん医師はいるし、外傷に対する処置や植物の薬効については比較的得意なのであるが、それを系統立てて研究できるだけの素地に乏しい国なのだ。

　統治する者としてそのことをよく理解し、相応の問題意識も抱いている女王は、やはりそういう時は素よりも為政者としての意識のほうが先に出る。だから彼女は皇后が患ったという病はどのような病で、医師たちはどういう治療をするのだろうか、ということのほうが気になっていた。

「しかし、北の連中を使うとは……」

　ぼんやりと考える女王の横で、口を開いたのは女王の大叔お父じだった。先王の元夫にあたる人物で、国事の重鎮でもある。

　答えたのは女王ではなく家臣のほうであった。

「どのような話をしたのでしょうね」

「まあ、だいたいは察しがつく。少なくともあの連中は、自らに有利な条件をもぎとったのであろうよ」

「あの連中が調子に乗るのは業腹ですが……宸はこれで将来的に乱が起きる可能性を自ら抱え込んだということですから、悪くはない結果といえましょう」

「まことに」

　二人がどこか大げさに笑う。女王も少しだけ笑ったが、胸中にどこか複雑な思いがあるのを自覚していた。




　寛は嫌いだ。

　だが叔お母ばがいる国だ。

　そして自分たちと祖を同じくする国だ。




「北の連中」が分裂するよりもっと前、康という国も寛という国もないころ、この地に西方から訪れた民族が自分たちの共通の先祖だった。そして宸は共通の敵だった。

　その宸に、寛が負けたのだということ……その事実は、女王にどこか憂ゆう鬱うつな思いを抱かせるのだった。

　そんな彼女に、家臣が心配そうな声をかける。

「陛下、どうされましたか？」

「いや……なんともない。大丈夫だ」

「宸と寛のことで、お心を悩ませておいでなのでしょう。それも大切ですが、今はご結婚相手のことも大事ですぞ」

「そうだな」

　そう、実はそのことについて話しあっているなか、寛の敗走の報告を受けたのだ。そちらの話に戻ろうという動きを見てとって、家臣が一礼して退出する。

「しかし、悩むところだな……最初の子は誰との間に儲もうけるか」

　場合によっては、次代の女王の外がい戚せきになるかもしれないのだから、慎重に考える必要があった。

　無難なところでは異父兄弟たちのうちの誰かだ。血族の紐ちゆう帯たいを強めるに超したことはないからだ。だがここ数世代で、血が濃くなりすぎている感もあり、ひ弱な子どもが生まれるかもしれないという懸念もある。実際一族の中では、すでにそういう子が生まれている。もしそれが世継ぎとなる女児であれば、将来にいらぬ争いの種をまく可能性がある。

　ならばそちらの系統と子を儲けるのは、長女を産んでからのほうがいいだろうか……そんなことを思案する女王に、大叔父は優しく声をかける。

「すでに家臣団で厳選した者たちばかりです。この中からならば誰でも問題ございませんよ。それよりも、陛下のお子がお生まれになること自体が大事なのです」

　女王は苦笑した。この大叔父は結婚については非常にせっかちで、早く結婚しろといつも言ってくる。それでいて誰と結婚してほしいというようなこだわりは特にないようで、とにかく早く子を産んでほしいのだと堂々と言っている。

　これはきっと義理の娘に対する、大叔父なりの愛情のかけかたなのだと女王は思っている。それだからこそ、自分がある程度選ぶ自由を与えられているのだろう。

　女王としても、子を為なすことに否やはない。だが母をあまり知らない自分が母になるというのは、どこか怖いものを感じるのも事実だった。




　　　　※




　手を額に当て考え込む梅花に、麗丹が問いかける。

「それで、方という男はなにか吐いたの？」

「吐くものがなかったわ」

　思考にふける梅花の返事はそっけないものだったが、麗丹は気にしなかった。

「なかった？」

「あの男、呼ばれてはいないのですって」

「どういうこと？」

「正しくは呼ばれたのだけど、断られたって……」

「司馬氏が……直接断るわけがないから、秋菊しかいないわね」

「そうなのよ。なんであの日だけあの娘、仮病を取りさげたのかしら」

　今梅花は麗丹を伴い、司馬氏づきだった女官の秋菊のもとへと向かっていた。彼女は今、罪を得た宮女が収容される場所で、罰という名の拷問を受けていた。

　梅花はあえて平然と、麗丹はしかめっつらで歩を進める。

「ここに来るのは久しぶりね。それなりに懐かしいわ」

「よく言えたものね」

　麗丹は呆あきれたように言う。その態度は正しいと思う。梅花ですら、「それなりに」と含みのあるふうにしか言えない程度には辛つらい思いで過ごした場所だ。

　かつて市井の妓ぎ女じよだった梅花は、宮廷お抱えの妓女として選抜された直後、時の寵ちよう妃ひの不興を買ってここに追いやられた。そこから女官まで上りつめた……だけで済ませたら、言葉が足りないにもほどがある。やろうと思えばその一言だけでまとめられるのが、自分でも不思議なくらいの紆う余よ曲きよく折せつがあった。今日までよく生きていられたものだと梅花はよく自覚しているし、それを思えばいつ死のうが悔いはないと思っていた。




　けれども今は違う。

　やるべきことをやったあとではないと、死ねない。死ぬものか。




　秋菊がいる建物の前は、いかつい女たちが守りを固めていた。

「秋菊のもとに通しなさい」

　麗丹が命じると、彼女たちは頭をぺこぺこと下げながら、道を譲った。

　彼女たちに聞こえないように、麗丹が小さい声で毒づく。

「わたくし、ああいう人間は嫌いだわ」

「わたくしは嫌いではないわ。人間らしいと思わない？」

　梅花がそう言うと、麗丹はねめつけるような目を向けた。

「『人間らしい』ってなによ。みんな人間よ。その中で自分にとっての好きだとか嫌いだとかがあるというだけだわ。私は単に、人間の中でああいう人たちが嫌いなの。そして人間の中で真逆の感じの人たちが好きなの」

　梅花は言葉に詰まった。

「そうね、そうかもしれない……」

　彼女はときおりこうして、自分にとって痛いところを突いてくる。それにいらっと来ることはありつつも、同時に感謝することもある。今がそのときだ。

　少なくとも彼女は好悪の念について、自らの感情に対して常に誠実だった。ひるがえって自分の場合「好き」は、「自分にとって都合のいい」または「利用しやすい」に換言できるようなものだった。

　もし、自分が麗丹と同じ意味で誰かを「好き」だと表現するのならば、どういう人間が好きだったのか。そもそも自分はどのようにして人を「好き」になったのか……梅花はふと、そんなことに思いをはせた。

　家族はどこか義務に近いものから来た「好き」であったし、麗丹も出会ったいきさつがいきさつだったのでそれに近い。皇帝とその息子たちに対しては、彼女の母に対する贖しよく罪ざいの念から来たものだったので、やはりそれに近い。

　だから梅花が自分から好きになった人は、実はそんなにいないのだ。

「わたくし、自分から好きになったのは、娘じよう子しくらいなものだったのかしら……」

　ぼんやりと呟く梅花に、麗丹は「はあっ？」と声をあげた。

「ちょっと、わたくしは？」

「えっ」

「えっ」

　いろいろとおかしい。まず麗丹は自分が好かれているつもりだったのか、そして好かれたいと思っていたのか……その性格で。

　そんなことを思ってしまった自分は、間違っていないはずと梅花は思った。とはいえ二人の間に漂ってしまった気まずい雰囲気は、放置しておけないくらいのものだったので、梅花はなんとか言い繕おうと試みることにする。

「ほらあなたは……同僚だったから、そういう、こう……流れというか、そういうものに身を任せた感じがあって」

　自分でも苦しい言いわけだったが、麗丹は意外にあっさり納得してくれる。

「ああまあ、それはわかるわね」

　彼女は本当に、どうしてここまで素直にいられるのかしらと、やっぱり思う。その気になれば、なかなかに悪あく辣らつに振る舞える人間だとわかってはいるものの。

　けれども麗丹は、やっぱり多少は思うところが残っているようである。

「でもそれを言うなら、皇后も仕事で出会ったのでしょう？」

「……直接お会いしたのはね。でも前から知ってはいたのよ」

「大家関係で？」

「ええ。まだ即位されていないころ、娘子の部下として働いておいでだったのは知っているでしょう？　あの方、そのときはいつも楽しそうにしておいでだった。わたくしそれが嬉うれしくて、娘子のことを調べていたのよ。それで好感を持つようになった」

　麗丹がどこか寒そうに身を震わせる。

「それ、一種のつきまといというやつよね……いやだ、わたくし今ちょっと彼女に同情しはじめているわよ」

「いえ、別に待ち伏せていたというわけではないわよ」

　麗丹が皇后にちょっと好意的になったのは喜ばしいことであるが、自分の名誉を守るために言うべきことは言っておく梅花であった。

「……まあいいわ。それで好きになったの？」

「ええ」

　頷うなずく梅花に、麗丹は「ふうん、そうなの」と、あいまいな相づちを打つ。納得にはほどとおいようだった。

「でもそれって、大家関係だから結局は申し訳なさの延長じゃない？」

「つきつめればそうかもね。でもこの件については、大家のことはあくまできっかけだと思っている」

「まあ、本人がそう思っているなら、それが正しいんでしょうね」

「そうね」

　ほどほどのところで肯定してくれるのは、麗丹のわかりにくい優しさによるものだろうか。

「……周しゆう嬋せん娟けんは悪い娘じゃなかったわね」

　麗丹が唐突に、懐かしい名前を出した。

「……そうね」

「あんなことがなければ、彼女もあなたが『自分から好きになった人間』になっていたかもしれないわね」

　それはどうだろうと思う。悔恨だとか美化とかいろいろな不純物を取り除いて過去を分析すれば、そうならなかった可能性が高いと梅花は感じていた。




　けれども、そのほうがずっとよかったのだ。

　少なくとも、周嬋娟──皇帝の母にとっては。




　　　　※




　秋菊はだいぶ痛めつけられているようだった。

　打撲で本来の倍に膨れ上がった顔の中、かろうじて目鼻が見える。まだ穏便なほうだな、と梅花は思った。

「話すことはできるかしら？」

　梅花の言葉に、秋菊はゆるゆると顔をあげる。

「話すこ……ないわ」

　吐き捨てるように言われた梅花は、「ならば書かせてあげてもいいのよ」と、さらりと言う。

「舌を抜けば、あなたの手のほうが素直になってくれるのではないかしら？」

　梅花の明確な脅しに、秋菊はそっぽを向いた。そんな彼女の耳に、梅花は得た情報を吹きこむ。

「つい先日、あなたの主あるじのもとに、密通相手がやってきたそうよ」

　彼女がぴくりと動いたのを、梅花は見逃さなかった。続けて、もう一言。

「主はそれを迷わず警備の者に引き渡したとか」

　司馬氏が実際にそこまで考えてやったのか、梅花はわかっていない。多分違うだろうとも思っている。それを承知で梅花は言い切った。そうすれば秋菊の心が揺らぐと思ったから。

　果たして秋菊は目を見開いた。

「それは……」

　噓だとは思わなかったあたり、彼女が司馬氏のことをどれくらい理解しているのかがうかがえる。




　どれくらい、司馬氏が愚かしいか。




　そんな彼女を気の毒にと薄っぺらく思いながら、梅花は朗朗と語りはじめた。

「その男はもう、尋問を受けているはずね。いつ口をわって、どれだけあなたの主に不利な証言をするかしら。なにせ自分を裏切った女について、言うべきことはいくらでもあるでしょうよ。あなたがなにも言わなければ、あなたの主はその男の証言のみで、稀き代たいの姦かん婦ぷとして裁かれる……」

　秋菊は縛られた身を地に転がし、あがきながら呻うめいた。

「お嬢さま、は、なにもしていな……」

　ここに至ってもなお、主をかばおうとする秋菊の忠義は見上げたものであった。だが梅花はその抵抗を徹底的に打ちのめす。

「仮にそうであったとしても、もはや大家はあなたの主を生かしてはおかないわ。けれども男が口を割る前にあなたがちゃんとすべて話してくれたならば、あなたの証言に基づいたかたちで、あなたの主を安らかに死なせることができるかもしれないわ。もしかしたら妃ひ嬪ひんとしてのかたちで葬儀も出してあげられることすらできるかも……」

「……お嬢さま！　お嬢さま！　お許しください！　でも……ああ、どうして！　そんなことを！」

　梅花が話すにつれ、秋菊はがたがたと震えはじめ……とうとうむせび泣きはじめた。血を吐くように……いや、実際に血を吐きながら叫ぶ彼女に梅花は、ことさら優しく話しかけた。

「話してくれるわね？」

　秋菊は泣きながらも、こくんと頷いた。その様子を見て、梅花は内心で一つほっとため息をついた。彼女が話してくれたら、梅花が願っていたことが一つ叶かなうかもしれないのだ。それは司馬氏や皇后の命にかかわるものではなく、梅花のごくごく個人的な感情にもとづく願いだった。

　その思いが口から漏れたのは油断などではないし、まさかその一言が予期せぬ真実にたどりつく一歩になるとは、このときの梅花は思いもしなかった。

「そうしたら鳳ほうさまも幽閉程度で済むかもしれない……」

　そう言った瞬間、秋菊がぎらりと目を光らせた。

「あんな……あんな恐ろしい子……！」

　恐怖で叫ぶ彼女に、梅花と……それから壁際で鼻を覆っていた麗丹は、思わず顔を見あわせた。

　少なくとも、いい予感はしなかった。だから梅花は、慎重に問いかける。

「鳳さまがなんですって？」

「さま？　あんな子をそんなふうに呼ぶなんて！」

　不意に秋菊がけたたましく笑いだした。耳障りなそれを振り払うかのように、梅花は「無礼な！」と一喝する。

「母親が廃されたとしても、あの方は大家の御子よ！」

「母親を陥れて売るような子どもなんて、人間の子ですらないわ！」

　秋菊の間髪容いれぬ反はん駁ばくは、梅花の理解の範はん疇ちゆうを超えていた。衝撃を受ける云うん々ぬん以前に、秋菊がなにを言っているのかわからなかった。

「なんの、こと？」

「あいつ、お嬢さまを捨てて、自分だけ助かろうとしたのよ！　あいつが自分で言ってたのに！　あんな子、お嬢さまの子じゃないわ！　なにか悪いものが間違ってお嬢さまのお腹なかに宿ったんだわ！」

　狂乱のあまり、秋菊は笑いながら泣き、また泣きながら笑う。その姿がぐらりと揺れた。見張りが殴ったのかと思ったが、そうではなかった。




「……ちょっと！　梅花！」




　梅花自身が揺れているのだ。




　　　　※




　震しん極きよく宮きゆうでは、皇子が午睡の最中だった。

　だからといって気を抜くわけではないが、杏は皇子の乳母と一息ついて、隣の部屋で茶を喫していた。

「昼に眠るのはあまりよくないことですが、皇子は最近寝不足気味ですから……」

　乳母が皇子の眠る部屋に、気づかわしげに部屋に目をやる。

　──そうですね。

　杏は首肯して同意を示した。そして手元に置いた、底の浅い箱に指を差し込む。砂を入れたそれに文字を書いて、乳母のほうへ押しやる。

　──乳母さまもお休みになっては。

　眠りの浅い皇子に付き添っているわけだから、乳母もまた睡眠が足りないはずだった。しかし乳母は、杏の書いた字を見てにこりと笑う。

「わたくしはこれから、梅花さまへのお見舞いに参りますので」

　嬉しそうに言う彼女に、杏はそれ以上勧めるのをやめた。彼女がそれを心待ちにしていたということを、よくわかっていたからだ。

　梅花が倒れたと聞いて以来、二人とも気が気でなかった。紅霞宮にいたならば、見舞いどころか積極的に世話をするのであるが、二人が今いるのは後宮ではない。皇后の不在に伴い、二人は皇子に従って一時的に居を移していた。

　もちろん梅花の不調で手をこまねくようなことはしないが、それでも動きは限定されてしまう。優先すべきは皇子なのだから。

「杏どのもお疲れでしょう。わたくしはあまりお腹がすいておりませぬので、どうぞ召し上がってください」

　乳母は自分の点心を半分に割って差しだす。この人は実際かなりの小食で、皇子が乳離れしてからはますます食が細くなってしまったが、それで特に体格に変化もないようなので、言葉に噓はないだろう。杏は遠慮なく受けとった。

　自分と彼女は似ていると杏は思っている……体質的に。

　実は杏も、食べる量が少なくても大丈夫な人間だ。そうでなければ、あんな貧しい村で自活できなかったので、それは天てん佑ゆうといってもよかっただろう。




　ただ、その反動で今すごく食べているが。




　体質と食欲には、相互関係のない場合がままある。杏はその典型だったようで、食においては貪どん欲よくであった。

　妃嬪に比べれば劣るとはいえ、女官として働く者の食事が質素であるわけがない。毎日おいしく食事をいただき、それを見た同輩がなぜかくれる大量の差しいれもいただき……気づけば今や後宮に入る前の倍くらいの太さになってしまっている。しかし瘦やせたいという気持ちなど、食欲に比べるとはるかに少ない……というより、ない。

　瘦せたいという欲求が水だとすれば、食べたいという欲求は炎であり、杏にとっては比較するようなものではないのだ。両者が並びたったならば、片方が消えさるというもの。これでなにか命令でも下れば別だが、そんなこともないので、杏は今日もたくさん食べている。

　そしてそんな彼女に大量に差し入れをしてくれる者の筆頭が、この乳母である。単に自分が必要のないものを押しつけているというより、純然たる好意による行動だと杏は見ている。

　この人は梅花が目をかけていることから、杏に当初からよくしてくれていた。つまりはそれくらい、この乳母は梅花を尊重している。口でこそ「梅花さま」と呼んではいるが、近しい間柄なのだということは、それほど事情をわかっていない杏にも察することができた。




　だから、梅花が倒れたという報を受け、乳母の顔から血の気が一気に引いたのも無理のない話であった。




「どういうことなのですか!?　梅花さまはご快癒なさったと伺いましたのに！」

「おちついてください、乳母どの！」

　常は「そんじょそこらの妃嬪よりおしとやか」と言われる乳母が、知らせを運んできた清喜にかみつく。さすがの清喜もその勢いに押されて、一歩、二歩と退いた。杏はその背後にまわり、その背に両手をあてる。一歩も退かずに、言うべきことをさっさと言いなさいと主張するために。

　そんな杏の行動に文字どおり背を押されたのか、清喜は口早に事情を説明する。梅花が牢ろうで気を失い、徐尚宮に背負われて紅霞宮へ戻ってきたのだと。

「なぜ牢などに……いえ」

　疑問を口にしかけ、乳母は首を横に振った。彼女はこれからすぐにでも紅霞宮へ向かうのであろう。止める理由はなかった。

　しかし、そのとき小さな声が隣の部屋から聞こえてきた。

「おきたよ……」

　皇子が起きたのだ。

　杏は息を吞のみ、乳母と清喜と目を見交わした。最初に口を開いたのは乳母だった。

「杏どの、どうか……梅花さまのもとへ行ってくださいまし」

　てっきり皇子を杏に任せて、自分が行くと言い出すと考えていた杏は驚いた。杏としてはそのつもりであった。

　けれども乳母の次の言葉に、杏は一つ頷うなずいた。

「お世話を出来ない者があちらに参りましても邪魔になるだけですし、かといって皇子のお世話をせずにあちらに参るなど、梅花さまのご心痛を増やすだけ」

　──はい。







　杏が紅霞宮に向かうと、寝台に横たわった梅花と、その横で周囲に指図している徐尚宮の姿があった。それは予想どおりだったが、なぜか徐尚宮は腰が曲がっており、杖つえをついている。一日で十は老けたような有様を疑問に思いはしたが、それよりも重大な疑問は梅花の安否だったので、杏はその件については頓とん着ちやくしなかった。

　徐尚宮も杏の心配など特に必要なかったらしく、「命に別状はないわ」と一番聞きたかったことを教えてくれた。

「……起きたときに、気力が残っていたとすればね」

　ほっとしたのもつかのま、付け足された余計な一言に杏は徐尚宮のほうを見る。意識していなかったが、睨にらむような目になっていたかもしれない。しかし徐尚宮も杏に睨むような目を向けてきた。

「彼女、元から体調が悪かったんでしょう。そうでなければ、いくらあなたに見込みがあったとしても、横車を押すようなやり方で取りたてることはなかったはずよ」

　杏はなにも言わなかった。単に口がきけなかったからというわけではなく、なぜ今彼女がそんなことを言うのかわからなかったからだ。

「……この人はもう何年も前から気力で生きている。その気力が失われてしまったら、生きていけない」

「……なにが、おこったの、ですか」

　杏が喉のどから言葉を絞りだすと、徐尚宮は「話せたの……？」と驚きを見せたが、それをすぐにかき消し、

「わたくしの口からはとても言えない。ただ今は、彼女の目覚めを待つしかないわ」

　と頼りなげに言った。

　そのまま二人、黙って梅花を見つめ……やがて梅花が目を開いたとき、二人は確信した。彼女の目には気力が宿っている。




　だがそれは、そう遠くない将来、彼女を死に至らしめるものだ。




　　　　※




　綵は疲れていた。

　皇后の容態は少しずつよくなってきているが、言いかえれば少ししかよくなっていない。先のことを思うと、気が遠くなる。

　皇后の看病は、綵だけが引き受けているわけではない。当初はきちんと、複数人が交代制で行っていた。

　医師は人から人へと感染することはないと言っていたが、それで納得できない者がいるのは事実だし、無理もない。綵ですら、もし……と思って背筋を寒くさせることがあるのだ。

　皇后の症状が重ければ重いほど、その傾向は強くなる。また目の前で苦しんでいる皇后を目の当たりにするのはやはり精神的に来るものがある。

　しかも皇后は、戦場においてある程度のところは人に任せても、かなりの部分は自分の面倒を自分で見る人だった。それが今回は悪いほうに向かった。

　ここにいる者のほとんどは武官であって、元々人の世話に慣れている者たちではないし、病の際の世話はなおのことだ。

　おかげで耐えきれなくなった者が辞退を申し出るということが頻発し、人の入れ替わりが激しい。そして補充できる人間は限られている。

　現在の皇后は、病に侵されているうえに、なにか起こったとしても抵抗ひとつできない状況だ。そんな皇后の近くに置ける人間がどれほど少ないかは、考えるまでもない。そもそも常の皇后自体、接することのできる人間は限られているのだ。

　ここに三羽烏がいたらな……と綵は思った。だが今や二人は軍を退いていて、もう一人は軍に残ってはいるものの現在出産を控えている身だ。要するに、肝心なときにいないというやつである。

　彼女たちはそそっかしいが、皇后のためならば身命を賭とす覚悟は持っている。綵が監視下におけばの話であるが、多分役に立っただろう……そんなことを思うくらいには人手不足だった。

　できれば柳校尉には残っていてほしかったが、彼女が報告に戻るのだって大事な役目だということはわかっていたし、彼女は彼女で手傷を負っていた。そんな人間が担うには、さすがに荷が重い仕事だ。

　辛つらいのは、皇后が事態を把握していることだ。ずっと側で面倒を見ていると、目の動きから彼女が正常な判断力を保っていることがわかった。彼女は申し訳なさそうな目を向けてくる。今もっとも辛い思いをしている人にそういう目をさせてしまうことが、綵はなによりも心苦しかった。

　救いはもうすぐ訪れるという、女官たちのことだった。彼女たちは間違いなく人の世話を見る玄人だ。そして柳校尉も、彼女たちの護衛として戻ってくる予定だ。ただ女官たちは長距離の移動に対する耐性はない者たちばかりなので、医師団よりかなり遅れて到着する予定なのだった。

　その理屈はわかる。無理に急がせたところで、到着したころに疲労困こん憊ぱいしていたら、世話する身の人たちが世話される側に回ってしまうわけだから、完全に意味がなくなってしまうどころか、かえって迷惑である。

　それでも早く来てほしいという気持ちが、日に日に膨らんでくる。彼女たちに引き継ぐまでは耐えきろうと思っていたが、それでも最近、心が折れそうになってくる自分を綵は感じていた。

　こんなとき、夫は意外に助けにならない。「頑張りすぎなくていいんだよ」と言ってはくれるものの、今頑張らなければ綵はかけがえのない人を失ってしまうのだ。理不尽なことだとわかっているが、夫の態度に思うところが出てきてしまった最近、綵は夫と距離をおいている。

　彼の顔を見ていると、彼に対する怒りと、怒りを感じてしまう自分への失望を感じてしまうのだ。もっとも皇后の世話で、夫と接する時間もそもそもほとんどないのだが。

「綵！……綵！」

　そうしてその夫が、自分のほうに走ってくる。今は貴重な休憩時間の最中なのに……と思ってしまう自分がまた嫌で、綵はのろのろと腰を上げたが、夫の次の言葉でがばっと立ち上がった。

「女官の方々が到着した！」







　綵が急いで向かうと、そこには柳校尉に連れられた旅装の女性たちが数人集まり、賢恭となにやら話をしていた。

　綵が静かに近づくと、柳校尉が隣に立つ年かさの女性に話しかけ、その女性が綵と向かい合う。

「お初にお目にかかります。鄭どのですわね？　わたくしは劉梅花と申します。なにとぞよしなに」

「はっ……はい」

　とても耳に心地よい声の持ち主だった。それでいてただ上品なだけではなく、漂う厳格な雰囲気は、相対しているだけで背筋が伸びそうな心地さえさせる。そしてとてつもなく頼りになりそうだった。

　しかも年齢が母に近い。夫にも言ったことがなかったが、綵は母が好きすぎるあまり、母と同じ年ごろの仕事が出来る女性にたいそう弱かった。ちょっと好みより若いが、実をいうと劉校尉もその対象である。

「鄭どのはこれまで、娘じよう子しの身の回りのお世話をなさっていたとのことで、今日からはわたくしどもが代わります。つきましては鄭どのから娘子のご様子をお聞かせいただきたいのですが……」

「はい！」

　最近はもう夢にまで出てきた状況に、綵は彼女にとっては珍しいくらいの喜びの色を顔に浮かべた。この場では夫以外には、無表情にしか見えないだろうが。

　さっそく皇后の容態や、注意すべき点を伝える。一気に教えるには情報量が多すぎる気もしたが、相手はまったく動じる様子もなかった。

　虚勢などではなく、ときおり復唱しながら確認している様子を見るに、一回で聞いて理解している。本当にこの人は頼りになる、と綵は感動しながら話を続けた。










　　　　※




　何日経ったのか、小玉には感覚がつかめなかった。

　なにしろ常に真っ暗な中、過ごしているのだから。

　それでも時間が経っていること自体は小玉にもわかった。まず症状が少しずつよくなっている。最近は呼吸の苦しさが楽になってきて、発作の頻度も減ってきた。

　また小声ではあるが、看病する者たちが話しかけるようになってきた。これまで神経質に音を立てることを避けていただけに、それだけ状況が好転してきているのだということがわかる。

　同時に、自分の体から筋肉が徐々に落ちていることも。ずっと寝台に縛り付けられているのだから無理もない。手足から少しずつ腐っていくような感覚に覚えはあった。直近では孫そん修しゆう儀ぎに毒を盛られたあとのことだ。




　──もし治ったら……。




　あのときも衰えた体力が中々回復しなかった。今度はどれくらいの時間が必要になるのだろうか。そしてあのとき鍛えなおしてくれた樹華も、もういないのだ。




　──そもそも、きちんと治るの？




　今度はどれくらいで、鍛えなおすことができるのか。それ以前にこの病の後遺症は残るのか、それとも残らないのか、残るとしたらどれほどのものか……そう思うと、恐ろしくなる。しかもこれは悲観ではなく、順当な懸念なのだ。

　死ぬことは覚悟していても、そんなふうに中途半端に治った状態のままずっと生きていくことになったら、ということについて小玉は覚悟が足りていない。

　その状態を背負うことは、もちろんできる。これまでの人生で踏みつけてきた数々の命を思えば、報いとしてはまだ優しいほうだろう。けれども大切な人の重荷になって生きていくのか……それを思うと。

　確かに足の悪かった兄のことを自分は重荷に思ったことはないが、自分がそうであるから他人もそうだと考えることほど傲ごう慢まんなことはないと小玉はわかっている。




　たまに泣きたくなる。

　けれども泣くには、人目がありすぎる。

　そして彼らの前で泣く資格は、自分にはない。




「……娘子」

　かすかな声に、小玉は目を見張った。ここで聞くはずのない声だ。目だけを横に巡らせると、そこにはここにいるはずのない女性がいた。




　──梅花。




「はい、わたくしです」

　口に布を嚙かまされているために、声にはならなかったのだが、どういうわけか彼女には聞こえたようだった。なんでここにいるの、という心の声までは聞こえなかったようではあるが。

「わたくしが参りましたからには、もう娘子が負い目を感じる必要はございませんよ。なぜならわたくしは、娘子のお世話が本分なのですからね」

　これまで、綵をはじめ必死に慣れない世話に従事していた部下たちに申し訳ないと思っていた。その気持ちを見透かしているかのような梅花の言葉に、小玉は目に涙が浮かぶのを感じた。

「どのようなことになったとしても、わたくしはずっとお世話をいたしますよ。それが仕事なのですから」

　それがあたりまえなのだから、好意に頼ることに引け目を感じる必要は、そもそもないのだ、と。

　そう告げる言葉は、それが本当なのかそうでないのかは別として、どん底まで沈みこんでいた小玉の気持ちをゆっくりと浮き上がらせてくれる。

「……娘子、たいへんでしたね」

　最後に発せられた梅花の言葉に、ついに小玉は目をぎゅっとつむった。目め尻じりから涙がこぼれおちる。まるで子どもみたいだと思うものの、そんな小玉に対し子どもにかけるような梅花の優しい声はとてつもなく心にしみた。

「さあ、お水を飲みましょうね」

　梅花の手が、小玉の涙をぬぐうのを感じた。その温かさに、小玉はまた少し涙を流したのだった。




　　　　※




　梅花が来た日を境に、小玉の体調はめきめきとよくなってきた。

　もちろん梅花の存在自体に格別の薬効があるというわけではなく、たまたま梅花の到着と回復期が重なっただけなのだろう。

　だが、それをわかっていても小玉はなんとなく「さすが梅花さま」と思っている。それにやはり、梅花は世話の仕方が見事である。

　そしてそう思っているのは小玉だけではないらしく、綵もまた「さすが梅花さま」などとのたまっていた。どういうわけか懐いたらしい。

　そして梅花の件で、小玉はなぜか綵になじられた。




「どうして、恋愛小説のお下がりを渡していることを、あの方にお教えになったのですか！　恥ずかしいです！」




　夫も舅しゆうとにまで恋愛小説を布教していることを堂々と公言している人間に、そんなことを言われてしまったこっちの気持ちのほうが「どうして」である。

　しかし、憧あこがれの人に対してどうありたいかという気持ちは、経験上なんとなくわかるのとあとちょっと面倒くさかったので、小玉ははいはいと頷うなずくだけにとどめた。

　そう、頷けるようになったのだ。

　小玉の拘束は徐々に外され、人と話せるようになった。若干ろれつは回らないものの、少なくとも綵とそういうくだらない話をできるようになったくらいには、回復している。慶賀すべきことであろう。

　ようやく滞りなく話すことができるようになってから、小玉ははじめて賢恭を呼びよせた。彼は一度宮城に報告に行ったが、小玉の警備のために戻ってきてくれたのだという。







　小玉は彼がやってくると人払いをした。梅花ですら遠ざけ、賢恭と二人きりになった。

　そうして小玉は、跪ひざまずく賢恭にことさらゆっくりとした口調で話しかけた。ゆっくりなのには特に意図はない。ただまだろれつに自信がないだけだ。

「沈太監、迷惑をかけました」

「…………」

　彼は無言のまま、下げた頭をさらに下げた。彼らしからぬ無礼さであるが、人には感極まって言葉が出ないというときがある。彼には今そのときが訪れているのだと、小玉は傲おごりのない気持ちで察していた。

「……申しわけございませぬ。娘じよう子しの御前でご無礼を」

　ようやく口を開いた賢恭に、小玉は「いいえ」ときっぱり言った。

「そのような気持ちがあなたにないということは、わたくしにはよくわかっています。それに、仮に礼を欠いていたのだとしても……あなたはわたくしにそうされても文句は言えないだけのものを背負ってくれました」

　賢恭がどうやって勝ったのか、小玉はわかっている。その結果、彼が今後批判されるかもしれない火種をかかえこんでしまったことを。

「臣のことなど、お気になさいますな」

　穏やかに言う賢恭に、小玉は口を開き……一瞬ためらったのちにやはり言うことにした。

「少し聞いてほしい話があるのです」

「なんなりと」

「沈太監、昔あなたが『言わなくていい』と言ったことを今言います。わたくしはあなたのことが好きでした」

　賢恭がぱっと顔をあげた。いっそ恐怖にも似た驚きよう愕がくが顔にはりついている。

「娘子……それは」

「安心してください。死を前にして、なにかが再燃したということはないですから」

　小玉は噓ではないということを示すために、微笑んだ。

「仮に、そうでございましても、そのようなことは誰の耳に入るかわかりません」

「はい。ですからもう二度と言いません」

　彼の言うことはもっともだった。だから小玉は梅花を外に出したのだ。他の人間は誰も寄せつけるなと命令して。

「けれどもわたくしは、これからあなたにひどいことを言います」

「どのようなことでも、仰せになってください」

「……では」

　小玉はこくりと唾つばを飲むと、語りはじめた。

「わたくしは、死ぬかもしれないときに、あなたのことをほんの少しだけでも考えた自分を許せないと思ったのです」

「許せない、とは？」

「わたくしはいろいろな人のことを考えました。皇子のこと、梅花のこと、部下たちのこと、妃ひ嬪ひんたちのこと、友人たちのこと、甥おいのこと……もちろん大家のこと」

　賢恭はこくりと一つ頷き、続きを促す。

「わたくしは誰か一人のためだけに生きることのできない身です。けれども心という限られた空間の中、可能なかぎり場所を割きたいと思っているのは大家なのです」

　激しい苦しみの中、賢恭のことを考えてしまったときに感じた怒りは、「心の中のその場所をなぜ文林のために空けておかなかった」というものだった。彼に対する淡い感傷ですら、小玉にとっては文林よりも優先されるべきものではなくなっているのだ。

「ですから同じことが起こったときのために、心の割けるだけの部分を大家のために空けておきたくてこのような話をしました……沈太監、あなたは王将軍が亡くなったとき、一度部下にと声をかけてくれましたね？」

「はい」

「その手をとりたいと、とっておけばよかったと思ったことは何度もあります。けれどももう二度とそのようなことは考えないでしょう」




　だから、

　だからもう、




「だからもう閣下、あたしのことを心配しないでください」




　　　　※




　賢恭が皇后の下から退出すると、梅花が音もなく近づいてきた。

「お話は済んだの？」

「ええ」

「娘子は沈太監に、ひどいことを言ってしまうとおっしゃっていたけれど……」

　気づかわしげなというより、探るような目を向けてくる梅花に、賢恭は「いえ」と笑った。

「ただ、あの方は国母なのだと思いました」

「もう、何年も前からそうでしょう？」

「ええ。あの方は大家の皇后だ。女帝にはならない人だ」

　賢恭の言葉に、梅花は眉み間けんにしわをよせた。

「ずいぶん話が飛ぶわね。どこから『女帝』なんて言葉が出たの？」

「大したことではないのですよ。私がこれからも宦かん官がんとして娘子にお仕えするのだという話です」

「……そう、よろしくね」

　なぜかほっとしたような声を出す梅花に、賢恭はふと不穏なものを感じて彼女のめっきり細くなった体を見下ろした。

「なにかありましたか？」

「大したことではないのよ」

　まるで意趣返しかのように、自分が言った言葉をそのまま投げかけられて、賢恭は追及する言葉を失った。この人相手に追及したとしても、望む結果が得られないとわかっていたからだ。

「……では、大したことについて話をしましょう。娘子は明日、兵たちに声をかけたいと仰せです」

「まあ」

　梅花が責めるような声をあげる。

「まだお身体が本調子ではいらっしゃらないので、あなたが気をつけて差しあげてください」

　言わんとすることはわかるという気持ちを目に込めて梅花を見下ろすと、彼女はしかたがないわ……という響きのため息をついた。

「そうね……。やらないわけにはいかないことなのでしょう？」

「ええ」







　翌朝、皇后が梅花の手を支えに兵の前に立った。

　あちこちから声があがる。

「皇后さま！」

「娘子……」

　病みおとろえていても身支度は整えているため、見苦しくはなかった。ただそれだけに痛々しさが際だって見えた。

　けれども皇后の声は決して痛々しいものではなかった。




「わたくしの子たち」




　皇后の声が辺りに響く。以前発した檄げきとは真逆の穏やかさで。それでいてか弱さはなく。

　今ここにいる兵たちは、以前よりだいぶ数を減らしている。戦死したからというわけではなく、単純に帰らせたからだ。戦い自体は終わっているからあたりまえのことである。

　その皇后を守るためだけに残っている兵たちに、皇后は優しく語りかけた。

「母は死の淵ふちから帰ってまいりました。これから共に父の下へ帰りましょう……心配をかけましたね」

　以前のような勇ましい掛け声ではなく、おだやかなため息が一斉に兵たちの口からこぼれ落ちた。







　皇后の不調は、一兵卒に至るまで案じぬことはない一大事であった。

　この戦いを受けて立ったのも、皇帝のかつての寵ちよう姫きが腹はらに宿した子ごと寛に殺されたというのが理由の一つであるということは、いろいろな人間が知っている。だからそのような戦いで倒れられるとはおいたわしい皇后さま、と皆自然に考えていたのだ。

　それでいて、寵姫と腹の子のために先陣を切って戦う皇后の姿は、兵たちが絶大な信頼を寄せるに足るものだった。彼女が生さぬ仲である皇子を慈しんで育てているという事実もあいまって、国母である関皇后は、すなわち我らの母であるという実感が兵たちの中で根づいていったのだ。

　もはや皇后は民間の出であるというだけで、人気を集めているのではない。そしてその母に対する気持ちは、兵を率いる際において彼女にしか持ち得ない求心力となる。それは他の将官にも……かつてただの武官だったころの彼女にすらなしえないであろう、士気の高め方であった。

　彼女を案ずる声があがるのを耳にしながら、賢恭は思った。




　彼女はもう自分の手をとることを望まない。

　だからこれからは、国母としての彼女の手を自分がとるのだ。




　今、賢恭の中で「皇后」の姿は関小玉の姿をしている。それが不幸であるかどうかはわからないが、少なくともそのように見えなかった。




　　　　※




　まだ移動ができるほどではないが、小玉はめざましく回復していった。

　梅花はそんな小玉を嬉うれしそうに眺めながら、小玉の世話もしている。彼女も体調が悪かったはずなのだが、大丈夫なのだろうかと心配な小玉は、彼女がなぜか連れてきていた顔なじみの医師に聞いてみた。

　そう、なぜか彼が来ているのである。

　元々は十六衛づきの医官だったが、小玉が十代のときにそこを出て、以降は在野の医師となった人物だ。

　住まいが花街の近くなので、妓ぎ女じよの治療をすることが多いが、それ以外にも色んな人間を診てきた人物だ。小玉も後宮入りする前は、体調が悪くなるたびにお世話になってきた。

　そんな人間がどこで接点を持ったのだろうかと不思議ではあったが、梅花は元々歌か妓ぎだった。その方面の人脈でつながりがあってもおかしくないし、あるいは彼が医官だったころに接点があった可能性もあるので、そこについてはいくらでも可能性があると、小玉はあまり気にしないことにした。

　また小玉がこの医師と繫つながりを持っていたことは、ご自慢の情報網で摑つかんでいたのだろう。確認すると実際そうだったのだから、それこそ「さすが梅花さま」である。

「元々あの御仁は、気力を失って体調を崩していたみたいだから、気力……というか目的意識がはっきりしたら元気になるんだろう。でも体自体は年齢相応に弱っているから、ちゃんといたわるように」

「わかりました」

　それなりに納得できる理由を聞いて、小玉は素直に頷うなずいた。

「それから年齢の話で思いだしたが……お前さん、今三十八か……九だったな？」

　唐突に歳を確認されて、小玉はとまどいつつも「そんなもんですね」と肯定する。そして肯定したあとで、そうか自分、もうそんな年だったか……とがっくりきた。

　しかし医師は「わりと若いな」と呟つぶやく。なにに対してだろうと思った次の瞬間、まるで予期しない話題が彼の口から飛び出してきた。

「お前さん、あと何年かで月事が止まるぞ」

　話の内容が唐突に婦人の体関係の内容になり、小玉は思わず声をあげる。

「……なんですかいきなり！」

「お前さん、止まる前のそれに酷似した症状が、いくつか見えている。あと脈がわかりやすくそれだ」

「それ」とばかり言われても、小玉にはよくわからないが。

「あたしそういうのって、四十九歳とか聞いたことあるんですけど……」

　そう言うと、医師は「ほう」と感心したような声をあげた。

「意外によく勉強してるな」

　でも、褒められている気はしない。

「そう書いている本があるのは事実だが、あれは七の倍数にこじつけてる感があるからな。それに人の体だから、個人差なんぞいくらでもある。早ければ四十の頭で止まることだって多い」

　それもそうですねと、小玉は頷いた。個人差……便利な言葉だし、実際世の中個人差だらけである。それにしても、実際に人の体を診ている医師の言葉には説得力がある。しかもこの人、女性相手の診察が多いはずだから、小玉はよけいに納得できた。

「それにお前は子どものころ、栄養状態が悪かっただろう？　初めて治療したときは、十六歳なのにまだ月事が始まっていなかった」

「よく覚えてますね」

　小玉の今の年齢については、あんまり把握していなかったわりに、昔の記憶は確からしい……いやでも、小玉にも心当たりはある。記憶力の低下については。

「しかも仕事が仕事だ。武官も皇后も精神的な負担が多い仕事だからな……武官のほうは肉体的なほうもだったな」

「う、うーん……そうですかねー」

　自分以外で武官と皇后を職業として並立して語る人、初めて見たなと小玉は思った。こうやって他人が語っているのを聞くと、ちょっと言動を改めようと思う。何歳になっても、客観視って大事と小玉は肝に銘じた。

　そんな彼女をよそに、医師はもう一つ付け足す。

「あとなによりお前さんは未産婦だからな、そういう人間は早まる傾向がある」

　おそらく本人はついでで言ったのであろう、それ。

「そう、ですか」




　けれどもその「未産婦」という言葉は、小玉の胸にすとんと落ちた。




　医師が出ていったあと、小玉は布団に潜り込んで、彼の言った言葉を咀そ嚼しやくした。

　子を産んだことのない女は、月のものの終わりが早まるのだという。それではもうすぐ月のものが終わるという自分が経験した「あれ」は……実は妊娠ではなかったのではないだろうか。

　そうであってほしいと小玉は思った。そうであれば、自分の子が命を落としたということは、ないということになるのだ。

　その考えは、小玉の胸を驚くほど軽くしてくれた。

　同時に、そうとは限らないじゃないという声が、頭の隅っこで響く。

　あれが妊娠だったとすれば宿ったばかりだったはず。その状態が「出産を経験した女」の範はん疇ちゆうに入るのかは、はなはだ謎だ。

　もちろんその謎は、医師に聞けばきっと答えてくれるのだろうが……小玉は聞かないことにした。

　逃げ、あるいは欺ぎ瞞まんといえるようなことであるのは、小玉にもわかっている。それでも、事実を知らないことで守れる事柄もある。

　そして小玉は守ることに決めた。自分の心を、そして文林との関係を。




　だから小玉はこのことを、生涯誰にも確認しなかった。




　　　　※




「娘じよう子し、これをお持ちになれますか？」

　小玉が動けるようになると、梅花は彼女の萎なえた手に物を持たせはじめた。軽いものから始まって、今は小玉の愛剣を持たせようとしている。

　実は当初、なんとなく意外だった。彼女はこういうときに武器を持たせて訓練させるような人間ではないと、小玉は勝手に思っていたのだ。だが小玉の武官としての立場を尊重してくれたのだろうと、小玉は気にし続けることはなかった。

　剣を手に持つとずしりと重みがかかる。そのことに小玉は苦笑いする。また剣をこんなに重く感じるようになってしまった。

　とはいえ、扱えないほどのものではない。梅花も嬉しそうに言う。

「そう、お上手ですわ……もうお抜きになれますか？」

「ええ」

　小玉は少しだけ鞘さやから抜く。全て抜くと梅花が怖がるかもしれないと思ったからだ。しかし梅花は、「どうか全て」と願う。

「……そう？」

　拒む理由もないので小玉は全て抜く。すると梅花は、抜き身の剣をなぜか嬉しそうに眺めると、その場に急に跪ひざまずいた。

「梅花？」

　戸惑いの声をあげる小玉に、梅花は深々と額ぬかずく。

「ご報告したきことがございます。それが終わりましたら、その剣で私をお手討ちにするなりなんなり、好きにしてくださいませ」

「……どういうこと？」

　ただならぬ様子の梅花に、小玉はとりあえず剣を元に戻し、その場に置いた。

「娘子がこのたび、命にかかわることになり、そして大事な部下のお一人で、亡きご友人のご夫君を失われましたのは、この梅花のせいです」




「…………」

　小玉は一瞬呼吸を止めた。




　そんな小玉に、梅花は問いかける。

「司馬氏が拘束されたということをご存じですか？」

「もちろん」

　小玉はなんとか呼吸を再開させた。

　病に苦しんでいる間も、頭は明めい瞭りようだったし、耳もよく聞こえていた。皆自分の近くで話さないよう心がけてくれたものの、小声での会話はときおり聞こえてきた。

　だからそういった情報はそれなりに小玉の耳に入っていたし、自分が動けないことにままならなさも感じたものだった。

「あれは、わたくしが企たくらみました。ですが半分失敗いたしました」

「……詳しく」




　梅花は、司馬氏の失脚と、彼女から鳳を引き離すことを考え、司馬氏に男をあてがうことにした。ただし実際に姦かん通つうさせようと思ったわけではなく、状況証拠を作ろうと思っただけであった。その使うつもりだった相手は、小玉に敵意を持つ妃ひ嬪ひんと通じている医師だったという。

　梅花は医師のほうには司馬氏が気があるのだと思い込ませた。そして司馬氏づきの女官を通じて、司馬氏にとっては頭痛の治療のつもりであるが、医師のほうは密会のつもりであるという状況を作りだし、現場を押さえる……というつもりであった。そういえば司馬氏は週に一回くらい頭痛がひどいと騒いでいたなと小玉は思いだす。

　だいたいは世界最古の難病である「仮病」であり、要は文林の気を引くためのものであったが、文林に対してはなんの効果もなかったし、それを何度繰り返しても司馬氏が改めないという点でも効果がなく、つける薬がないとはまさしくそのとおりであった。

　ともあれそういうわけなので、司馬淑妃の宮には医師がよく出入りしていた。だから梅花が狙った状況を作ることは可能ではある。

　だが女官は、なぜか梅花が用意した男ではなく、まったく違う男を引き入れたのだという。そしてその男は寛の密使であり、小玉の攻撃を個人的に手配したと……。




　ここまで聞いて小玉は、かすれた声をあげる。

「梅花の企みが、すごく恐いのと……後半なんでそうなったのか、あたしまったくわからないんだけど……」

　小玉は顔を青ざめさせながら、なんとか言葉を絞りだした。

「わたくしもどうしてそのようなことになったのか、最初はまったくわかりませんでした。ですが調べるうちに、ある方が独自に動き、そしてそれがわたくしの思惑とよくないかたちでかみあってしまったのです」

「誰？」

「鳳さまです」

「……ごめん、今なんて言った？」

　ここで我が耳と頭を疑った小玉は悪くないはずだ。しかし梅花は容赦ないほどはっきりと、言葉を繰り返した。

「鳳さまです」




　鳳は母付きの女官に、「あんなに取り乱されるなんて、母上がかわいそう」だと泣きついたのだという。女官は司馬氏にはとことんまで忠実であったから、その息子が司馬氏を心配して泣くのを無視することはなかった。

　そうして鳳は、「母上を守ってあげたいけれど、そんな人間はどこかにいないだろうか」と話しながら、女官から小玉の暗殺を仕掛けられそうな人間の情報を聞き出した。彼女は司馬氏の残念な頭を補佐するために、普通の女官よりもいろいろなことを知らされていたし、なにより鳳に対していっさい警戒しなかった。

　よさそうな人間を見つくろった鳳は、今度は母に「この人間ならば母上の望むようにできるのでは」と持ちかけ、すでに冷静さを失っていた司馬氏は、その話に乗って女官に手引きを命じたのだという。

　しかも折悪しく、ちょうどそのとき梅花は自分の企みのために、司馬氏の宮周辺の警護をあえて薄くさせていた。したがっていともあっさり男が出入りし、司馬尚書による娘についての告発によって、それが発覚したのだという。




　──そんな馬鹿な。




　脳裏にはそんな言葉が渦巻いていた。

　これが物語だったら、小玉はきっと文林と一緒に読みながら、「あれはない」だとか「これはない」だとか文句をつけたことだろう。

「それは……そんな、子どもが、できることなの？」

「鳳さまはしてのけました」

「だってそれ……鳳があたしを殺そうとしてるってことでしょ？　いやまあ、それは別に恨まれても仕方がないけど、でもそれで司馬しゅく……司馬氏を死なせるようなかたちに持ってくのは本末転倒じゃない。だって鳳があたしを殺すとしたら、それは母親のために決まっているから」

「あの方は、司馬氏が邪魔だったから、始末するついでに役に立ってもらうつもりだった……と」

「そんな馬鹿な」

　今度の小玉は、口に出して言った。

「じゃあ司馬氏の父親が、娘を告発したのって……」

「あの方が、司馬氏の不貞を知らせ、自らと祖父君の保身を優先すべきと進言したのだということです」

　せめて結果的に母を追いやった……という展開であれば、まだ納得できた。だが梅花の語る内容は、鳳が本当に最初から狙って、母を始末しようとしたとしか言えない内容だ。あんな十歳かそこらの少年が。

「信じられないわ……」

　目を見開いて呟つぶやく小玉に、梅花は置かれていた小玉の剣を手に取った。そして跪いて、それをそっと差し出した。

「わたくしには罪がございます。先ほど申しあげたとおり、娘子のお命を危機にさらし、武官の命を奪ってしまったこと。そしてもう一つ……大家の御子を守って差しあげられなかったことです」

　小玉はのろのろと梅花を見下ろした。

「梅花……？」

「わたくしは……大家の御子に、母親と健やかに育っていただきたかったのです。大家は母君の愛情を受けずに育ってこられた方、ですからそのぶん、『母』という存在と一緒に過ごしていただきたかった……そのため、鴻さまのことばかり気にかけてしまいました。鳳さまはご生母に育てられました。鵬ほうさまのことは、皇室の歴史を鑑みれば致し方ないことであったにせよ、あの方もご生母と共に過ごされました。けれども鴻さまは継母の膝しつ下かに育つことになり、娘子にはまことに失礼なことではございますが、わたくしはあの方が一番心配でした」

「そうね、あたしが梅花でも心配だわ……」

　小玉は苦笑いした。今はそんな場合ではないとわかってはいたけれど。

「けれども結果的には、もっとも心配していた鴻さまがもっとも問題なくお育ちになり、他の方は……」

　そこまで淡々と語っていた梅花の声が、急に激しく揺れはじめる。

「わたくしは、鳳さまを、生母から引き離せばよかった……わたくしは、それに気づけた人間ですし、それができた人間でした……なのに」

　そのあとはもう、言葉にならなかった。

「梅花……」

　しゃくりあげる中、梅花は誰かに謝りはじめた。

　嬋娟という名……小玉はそれを、文林の後宮に入ってから初めて聞いた。それは文林の母親の名前だ。

「わたくしは、彼女だけではなく、彼女の孫も守れなかった……！」

「梅花、梅花」

　小玉は梅花を覆い被かぶさるように抱きしめた。梅花はその胸でまるで子どものように泣いた。そして泣き声のなかで、いろいろな人を呼んだ。かあさん、ねえさん、菊きく珍ちん、蘭らん君くん……どれも小玉の知らない人間だ。そのまったく知らない人間すべてに、梅花は謝りながら泣き続けた。

「……梅花」

　梅花の泣き声が落ち着いたころを見計らい、小玉はそっと呼びかけた。返事がかえってくる。

「は、い……」

「あなたに、罰を与えるとしたら……」




　　　　※




　側そば仕づかえの雨う雨うから知らせを受けとった主あるじは、ほっと安あん堵どのため息をつき、手紙を胸に押しあてた。

「娘子がお戻りになるわ」

　華やいだ声に対し、雨雨の表情は晴れなかった。

「どうしたの、雨雨？」

「お嬢さまは、これであちらに嫁がれることになります……」

「そうね、そうお願いしたのだもの」

　主である雅媛は、にっこりと笑う。

「どうしてそのように、笑っていられるのですか！　どうして……」

　その先は言葉にならなかった。「どうしてわたくしを、連れていってくださらないのですか」と。けれども主は、言わずとも……言えずともよくわかっていた。

「言ったでしょう。私、大事なものを守りたいの。そのためにはお前に残っていてほしいのよ。劉どのや徐尚宮がずっとご存命であるとは限らないから」

　姉妹よりも近しく共にあった間柄だ。これからもずっとそういう関係なのだと思っていた。ちょっと倦けん怠たい感を覚えながらも、それでも「しかたがないなあ」とちょっと笑うような。それでいて離ればなれになることなど、想像すらしないような。

「お嬢さまは、お嬢さまのことが一番大事だったはずなのに、どうして……！」

　雨雨は血を吐くように言う。言っている内容はかなり失礼だが、それが雨雨のかけねなしの本音だった。

　雅媛が苦笑する。

「遅かれ早かれ、この話は出てきたわ。わたくしになると決まったわけではないけれども、わたくしになるとしたら、有利な条件にしたいの。わたくしらしいでしょう？」

「それだけでは、ございませんでしょう……？」

「そうね……」

　泣くのをこらえつつ声を絞り出す雨雨に、雅媛は苦笑を深め、窓の外を見る。

　庭の花は雨に濡ぬれてすっかりしおれていた。

「大事なものを大事に思えなくなるのが嫌なの。そして、大事な人に大事に思われなくなるのも嫌なの。だからどちらにとっても、大事なものを大事に思えるままでいるようにしたいの、わたくし」

　馮貴妃や李昭儀のことだと、雨雨は悟った。事と次第によっては……つまりは皇后がいなくなってしまったら、敵対するかもしれない相手。けれども雅媛は、彼女たちがそうなるのが嫌なのだ。

「わたくしは……どうでもいいのですか？」

　まるで恋人に捨てられる女のようなことを言う彼女を、雅媛は笑わなかった。「まさか」と優しい声で言う。

「あなたには親も兄弟姉妹もいる。わたくしと違って、あなたは家族に対する情がある人よ。連れていって、将来あなたに恨まれるかもしれないというのは嫌よ。わたくし、あなたも大事なのだもの」

　それを聞いて、雨雨はついにこらえきれずむせび泣いた。

「……お嬢さま」

「なあに？」

「初めて私のことを、『大事』だとおっしゃってくださいましたね」

「ええ、もう二度と言えないのだもの」

　雅媛は窓の外を眺めたまま呟いた。

「後宮の花園は描くに不足はないものではあるけれども、いささか飽きてしまったのよ。もっといろいろなものを描きたいわ……ねえ雨雨。わたくしは初めて冒険心を発揮したのよ。あなたいつもわたくしに呆あきれていたのだから、今日は褒めてちょうだいな」




　目線の先にある花は、かつては美しく咲いていた花だ。

　かつて皇后が手折って、淑妃だったころの司馬氏の髪に挿したのと同じ花だ。




　　　　※




　宮城に戻ったのは数か月ぶりだった。

　ここを出立したときは、二度と戻ってこないことは想定していても、こんなに遅く戻ってくることになるとは、かけらも思っていなかった小玉である。

　彼女を出迎えたのは、義理の息子だった。

「母上！」

「皇子」

　駆けよってきた彼は、抱きつこうとはしなかった。小玉の数歩前でぴたっと立ち止まり、小玉の頭のてっぺんから足のつま先までをまじまじと眺めた。

　抱きとめる心づもりでいた小玉は、どういうことだろうといささか戸惑いながら鴻の反応を見守る。すると鴻は、視線を上下に何往復かさせたのち、にわかに両手を頰にあてて目を輝かせた。




　小玉は思いだした……これは、素敵なおもちゃを初めて見たときと同じ反応である。




　ともあれ、喜んでくれているならなによりである。小玉は自分から鴻に歩みより、彼を抱きしめた。

「元気でしたか？」

「はい！」

　声もとても元気である。しかしその後ろには、全然元気ではなさそうな男が一人いる。見覚えのある顔だった。というか、自分によく似ていた……要するに、甥おいである。

　小玉は彼を手招きした。それに応じて丙が、心なしかよたよたと近づいてくる。小玉はそんな彼の耳に、そっとささやいた。

「あんた瘦やせたわね……そんなに心配してくれたの？」

　迷惑かけてごめんね……と続けるつもりだったが、丙が「いや、叔母さんのことは全然心配してなかった」とのたまったので、小玉は言葉を飲み込んだ。

「でも、皇子さまと誠くんが、どういうわけか仲悪くなっちゃって……毎日仲裁するのが大変だった」

　うつろな目をして虚空を眺める甥に、小玉は飲み込んだ言葉を、やっぱり吐き出すことにした。

「迷惑かけてごめんね」

　それは本当に申し訳ないことをしてしまった。

「いや、なんとかなった……結局俺、家の布団取り寄せてもらったから」

　なんでそういう話につながるのかはわからないが、彼がなにやら真の安らぎを手にしたかのような、どこか儚はかなくも折れぬ芯しんを感じさせる雰囲気をまとっていたので、小玉はあえて触れないことにした。だいたい布団を持ってくるくらいでなんとかなるならば安いものである。

　小玉は「そっかそっか、ありがとう」と何度も頷うなずきながら、丙の肩をぽんぽんと叩たたいた。

「樹華さんの葬儀は、この前滞りなく終わった。阿蓮小お母ばさんとか、叔安さんとこのおうちが誠くんの準備をいろいろとしてくれて……」

「そう……」

　どのみち皇后である自分は参列できないものであったが、彼の葬儀にいっさい携われなかったことは悔いが残る。せめて墓参には行かなければ。隣に眠る明慧にも一緒に会いに行こう。だがそれより前に、誠に会わなくてはならない。彼の様子はどうなのだろう……。

　そう思った小玉の気持ちを察したかのように、丙が教えてくれる。

「最初の予定どおり、誠くんはうちで過ごすことになる。慣れないことだから、しばらくはごたごたすると思うけど、小母さんがいろいろと手伝ってくれるみたいだから、多分大丈夫なんじゃないかなあ」

「わかった」

　阿蓮や叔安、そして彼の妻にも礼を述べなければと、小玉はやらなくてはならないことを脳裏に書き足した。







　そうして小玉は、文林の下へ足を向けた。







　ずいぶんと瘦せたなというのが、第一印象だった。

「ずいぶんと瘦せたな」

　けれどもその言葉を口にしたのは、小玉ではなく文林だった。彼もまた小玉を見て、同じ思いを抱いたようだった。

　小玉は平伏し、ぎこちなく礼をする。

「ただいま、戻りました……」

「ご苦労」

　小玉がゆっくりと立ちあがると、文林はさっさと人払いした。そして人が消えるやいなや、小玉を椅子に座らせ、早速というように口を開く。

「まずは戦のことだ。坏胡のことは聞いているだろう」

「姫を望んでいると聞いたわ」

「薄充儀が自薦した。彼女に行かせるつもりだ」

「……えっ？」

　思わぬ名を耳にし、小玉は目を見張った。

「馮家の娘ということにし、体裁だけは皇族の一員として遇するつもりだ。それで向こうも文句はないだろう」

「王太妃さまは、それで了承したの？」

　若くして紅燕を産んだ王太妃はまだ若い。雅媛と並べば、似てない姉妹でしかないだろう。

「娘を行かせずに済んだわけだから、喜んで……いや、若干悔しがりながら受け入れたぞ。新刊が手に入らなくなるとかなんだとか」

「新刊」

　そこは追及しないことにした。

「本人は、なぜ自薦を？」

「そこは自分で聞け。皇后だろう」

　それもそうだと小玉は頷いた。

　文林は「それから」と口を開く。

「司馬氏のことは、お前の帰還を待ってからと考えていた」

「……待っていてくれたの」

「皇后の職掌範囲のことなんだろう？」

　かつて高貴妃の処刑について直訴したときのことを持ち出され、小玉は苦く笑った。あれからもう、何年も経った。

「……司馬氏は大家に長くお仕えし、皇子を産み参らせた方です」

「それで？」

「ですから……」

　小玉はわずかに言いよどみ、それでも口にする。




「死に方は選ばせてあげましょう」

　自分はこれから、あのときとは真逆のことをしようとしている。




「皇后は優しいことだ。さすがは国の母……婦徳の鑑かがみだな」

　小玉の答えを聞いた文林は、皮肉げに笑った。

「だが姦かん通つうをその程度で済ませるとは、生ぬるいとしかいえまい」

　小玉は首肯してみせた。

「そのことを明るみに出しては、大家のご威光に傷がつきます。ですから罪としては、戦時下における敵国との密通のみを追及したく存じます。そうであれば、わたくしの申しあげた措置が妥当かと」

　小玉がそこまで言うと、文林は表情をすっと消した。

「……それが『皇后』の答えか」

「はい」

　小玉が頷くと、文林はやや目を伏せた。

「これでお前の体に後遺症の一つでも残っていたら、俺は許さなかったが……お前がそれでいいのならば、そうしよう」

「ご厚情に感謝申しあげます」

　きっとあの、皇后になって一年目のときから、自分たちにはまたなにかが足されたのだろうと小玉は思った。あのころの自分たちも同じ結論に達するだろうが、きっと過程はもっと違うものになったはずだ。

　自分たちにはなにが足されたのだろう。

　そしてこれから、なにが足されるのだろう。




　わからない。けれどもこの先自分が申し出ることは、あのころの自分が決してしない決断だということはわかる。




「大家」

「なんだ」

「鳳のことです」

　鳳は今、祖父である司馬元尚書の邸宅にいる。蟄ちつ居きよという名目であるが、祖父が誰にも会わせまいと抵抗を続けているのだという。あえて引きずりだすほどではないし、むしろ処分が決まるまで閉じこもっていてくれるのであれば都合がいいということで、文林がそのままにしているのだと聞いた。

「ああ」

　小玉が鳳の名を出すと、どうせ命いのち乞ごいをするのだろうと言わんばかりの目を向けられた。その眼まな差ざしを無視して、小玉は言葉を紡ぎはじめる。

「嫡母の命を狙い、そのために生母の命を利用したその行いは、皇太子の器としてはもちろん、人の道から外れております」

　小玉が話すにつれて、なにを言わんとしているのか察したらしく、文林の表情が驚きよう愕がくに染まっていく。

「どうか……」




　その先を言おうとした瞬間、幼おさな子ごの顔が頭をよぎった。

　かつて助けたいと思って、助けられなかった子。

　文林の二人目の子。




　小玉はぎゅっと目をつぶって、それを振り切り、言い切った。

「……どうか、鳳に死を賜ってくださいませ」

　自分は今、今度は自分の意志で文林の子を死なせるのだ。

　文林自身に、自分の子を死なせる決断をさせないために……それが、梅花の望みだったから。

　文林がまじまじと小玉の顔を見つめる。

　小玉はそれを見つめ返す。すると彼は、耐えがたいとでもいうように、目線を逸そらした。

「……すまない」

「なにが？」

「お前に、そういうことを言わせるようにしてしまった」




　今さらじゃないの……そんなことを、小玉は言わなかった。代わりに聞きたかったことを口にする。




「文林……」

「なんだ」

「あんた、あたしが帰ってきたこと、喜んでる？」

「あたりまえだ」

　答えがすぐに返ってきたことに、小玉はほんの少しだけ安あん堵どした。




　　　　※




　あの女が無事に帰ってきたのだという。

　少年はその知らせを聞き、心底つまらないと思った。




　だが同時に、母親が処刑されると聞いて、少年は一つ安堵した。これで自分の心を悩ませたり、痛い目にあわせたりする人間がいなくなるのだ。

　もう一人、いらないと思った人間がいたはずだが、彼女も無事にいなくなってくれたのであろうか。そんなことを考える少年は、自分の背後に近づく人影に気づかなかった。




「皇子……」




　呼びかけられ、少年ははっとふりかえる。つい先日までの恰かつ幅ぷくのよさはどこへいったのか、げっそりとやつれた祖父がそこに立っていた。

「鳳……お前は」

　初めて名を呼ばれ、鳳は首を傾げながら「はい」と応こたえた。その鳳の首を祖父が、震える両手で摑つかむ。

「どうして……お前が」

　ああ、知られたのかと悟った。いったい誰がという疑問を抱くのも無粋だ。後宮という世界では、どんなことでも起こるのだから。母親を自分でも驚くほどうまく陥れることができたように。

　ここに至り、鳳には祖父を恨む気持ちはなかった。それどころかここしばらく祖父と一緒にいて、初めて彼に好感を持つようになっていた。

　彼に優しくされたわけではない。だが彼の我が子を──鳳にとっての母をひたすらに案じている姿は、鳳が欲していたものを彷ほう彿ふつとさせた。だからそんな彼が、大事に思う娘を奪った原因である鳳を殺そうとするのは理にかなっている。

　だからといって抵抗しないというわけではないが、瘦やせたとはいえ大の大人に押さえこまれた以上、なにをしても無駄だとわかっていた。

　祖父の手がじわじわと首に食いこむのを感じながら、鳳は目を閉じた。




　感じていたのは死の恐怖や、あの女への憎悪ではなく、羨せん望ぼうの念であった。

　母がうらやましかった。母ですら得られたそれが、どうして自分には与えられなかったのだろうか。

　閉じた目め尻じりから、涙がこぼれおちた。




　　　　※




　処刑が執行される前に、小玉は梅花を連れて、司馬氏に会いにいった。

　牢ろうを前にして、軽く息を吐く。こういう場所は初めてではない。自分が投獄されたことはないが、職務の一環として足を踏み入れたことはある。けれどもその慣れによって気持ちが明るくなるようなことは決してない。

　同時に、会う相手が司馬氏だからといって、特別な気分の浮き沈みを感じているわけではない自分自身も感じていた。理由はわかっている。それよりもずっと心配なことがあるからだ。

「……行くわよ」

「はい」

　小玉は背後に控える梅花に声をかける。彼女を連れていきたくはなかったが、本人が頑として譲らなかったのだ。

「皇后の命令を聞けないなんて」と苦笑する小玉に、梅花はただただ跪ひざまずいて供を願ったのだった。

「梅花、体調が悪くなったりしたら、すぐに出るわ」

「わたくしめのことなど、お気になさいますな」

　梅花はそっと目を伏せる。なにを言ってもゆずらないであろう彼女に、小玉は腹をくくって足を踏みいれた。




　最初、「それ」が物ではなく人であることに気づかなかった。




　幾月も投獄されているからには、面相も変わっているだろうということは覚悟していた。だが案内された先に転がっていたのが司馬氏であるかどうかどころか、人であるかどうかですら、「それ」が声を出すまで小玉には信じられなかった。

「だれなの……？」

「司馬淑妃？」

　思わずかつての位で呼んでしまった小玉に、相手はかっと目を見開いた。

「……おま、え」

　おそらくは叫びたかったのであろうその声は、まるで壊れた笛から出たようなすれた音でしかなかった。

　体も声も力が入らないなか、それでもぎらぎらと輝く目はかつてと同じ……いや、かつて以上のものだった。小玉はそれを臆おくすることなく睨にらみ返す。

　なぜなら自分もまた、彼女を憎んでいるから。

　後宮に入って以来、彼女に困ることは多々あった。苛いら立だちを覚えたことだって山のようにある。けれども今はそんな生やさしい気持ちをすべて塗りつぶすような、激しい感情を抱いている。

　彼女にも事情があったのだ……だとか、事情は事情として彼女にも同情すべき点があるのだ……とか、そういうお優しい気持ちは今の小玉にはなかった。誰に狭量だとそしられたとしても。




「わたくしは生きているわ」




　だから司馬氏の「生きていたの？」と言いたい様子に対し、先に答えてやったのは優しさによるものではない。

「そしてそなたはこれから死ぬ」

　司馬氏の目から涙がこぼれる。それは悲しみや恐怖によるものではなく、悔しさによるものだった。そうだからこそ彼女は彼女であり、そしてそうだからこそ今日のこの事態を招いたのだ。

「なにか言い残したいことはあるかしら」

　彼女のためにではなく、一緒にいる梅花のために小玉は問いかけた。すると司馬氏はここで初めて上半身を起こした。それだけの力を振り絞ってまで彼女が言いたかったことは、予想どおりといえば予想どおりだった。

「たいか、に、おあい、したいわ……」

「……他にはないの？」

「…………」

　司馬氏は怪け訝げんな表情を顔に浮かべた。それ以外になにがあるの？　とでもいいたげな様子だった。

　そんな彼女と……そんな彼女に鳳を任せていた自分に、どす黒い怒りがこみあげる。司馬氏に対する憎しみはすなわち、自分自身に対する憎しみだった。

　感情に任せて怒鳴りたい気持ちをぐっとこらえ、小玉は吐き捨てるように言う。

「大家はお会いにならない」

「おまえ……！」

　ようやく舌が回ってきたのか、司馬氏はさきほどよりはなめらかな発音で叫ぶ。

「そなたが望むのならば、わたくしが頼んでもよい。大家は皇后の頼みならばお聞きいれくださるかもしれないわ。けれどもそなたは、わたくしにそれを願うのかしら。わたくしが真の皇后であると、最期の最期で認めるのかしら」

　今自分は、誰かを傷つけるためだけにものを言っている……そう思いながら小玉が述べると、司馬氏はふいと顔を背ける。

「げせんなおんなが……」

　それでいい、と思った。

　そうであれば、最期まで憎みつづけることができる。

　自分が……そしてそれよりも梅花が。

　先ほどから司馬氏よりも激しい眼まな差ざしで、司馬氏を見つめている梅花を、小玉はちらと見て、司馬氏に視線を戻した。

　ふたたび自分のほうを向いた司馬氏が、この世の害意を煮詰めたような眼差しで、ひたすら小玉を眺めてくる。




「さようなら、司馬淑妃」

　今度は言い間違いではなく、意識的に彼女のことをそう呼んだ。




　自分を憎むならば憎めばいい。

　死後に祟たたるならば祟ればいい。

　それほどまでに見下げはてた人物であればあるほど、梅花の気持ちをぶつけるに足るのだから。







　司馬若青の処刑の命令は、翌日実行に移された。

　しかし彼女の死は、それから数日後であり、死因は餓死だった。

　理由は彼女が、差し出された毒も白絹も拒んだからだ。皇帝にもう一度会うまでは、決して死にはしないと主張し、一歩も譲らなかった。誰も、彼女に死を無理強いすることはしなかった。




　しかし彼女に食事を出すこともなかった。当然だ。すでに処刑が「実行」されているのだから。

　そして皇帝に嘆願してやる者もいなかった。




　したがってすでに栄養失調気味になっていた彼女は、一気に弱って死んだ。

　それが当代一と呼ばれた美女の死にざまだった。







　鳳については、結果的に処刑されることはなかった。

　彼は祖父である司馬氏の手にかかった。孫が娘を陥れたのだと知り、錯乱した司馬氏が撲殺したのだという。

　したがって使者が、処刑を執行する武官を伴って訪れたときに出迎えたのは、鳳の死体と哄こう笑しようする司馬氏だった。大きな硯すずりで執しつ拗ようにめったうちにされた子どもの体は、ぐちゃぐちゃに潰つぶれていたという。

　司馬氏は財産を没収のうえで平民に落とされて、市井に放り出された。錯乱した身のうえであれば、そのうち野垂れ死ぬだろうと文林は言った。

　もしくは、すでにそうなっているかもしれない。







　それらのことを小玉に告げた文林は、「つくづく、家族を不幸にする血筋だ」と呟つぶやいた。それを聞いた小玉は、静かに言った。

「あたしも家族だわ」

「……なにが言いたい？」

「あたしは、あんたの家族で幸せなのに」

　言った瞬間、驚いた文林の瞳ひとみの奥が一瞬ゆれたのを、小玉は見逃さなかった。

「……仮に今はそうでも、ずっとそうだとは限らないだろう」

「それはそうだけど、でもあたし、あんたと家族になれたことはずっと幸せだと思い続ける。そういう人がいるのは、とても幸せなことなのよ」

　文林はなにも答えなかった。

　今はそれでいいと小玉は思った。なぜならば自分もまだ、彼の愛を、彼を愛することを受け入れきっていないから。

　でも生きていればそのうちなにかが足されていくはずで、そのときには自分の気持ちは受け入れられるようになるかもしれない……ならないかもしれないけれど。でも長く生きていれば。

　今の小玉は、彼のためにずっと生きていたいと思った。彼にも自分のために、ずっと生きていてほしい。




　　　　※




　麗丹は窓の縁に腰掛けていた。彼女らしからぬ行儀の悪い態度に、梅花はなにも言わず、かすかな微笑みを浮かべていた。

　なにか言ってほしかった。だからそうしているのに。

　けれども彼女はまったく動じた様子をみせない。彼女は恐ろしいくらい「いつもどおり」だった。

　いつまでもこうしていても埒らちが明かない。麗丹は意を決して口を開いた。

「あなたが……生きて帰ってくるとは、思わなかったわ」

　決して嫌がらせで言っているわけではない。実際麗丹は梅花を皇后のもとへ送りだすときに、二度と彼女に会わない覚悟をしていた。そして彼女の死を知ったとき、涙を流さない覚悟を。それは罪を犯した女の死に対してとるべき態度だったから。そして梅花が望むであろうことだったから。




　梅花の未来は二つだけだと、そのときの麗丹は思っていた。

　皇后に許されず殺されるか、あるいは皇后に許されて自身で命を絶つか。




　どちらでもよかった。けれども前者のほうがよりよかった。

　どうせ死ぬのならば、そのほうが彼女は幸せに死ねると思ったのだ。けれど彼女はどちらの道も選ばず生きている。

「そうね。わたくしも、戻ってくるとは思わなかった」

　梅花の声は苦笑交じりで、やはりいつもの彼女らしかった。

　それがあまりにもおかしかった。彼女を送りだすときは、ほとんど死にかけた肉体と魂を、義務感だけが動かしているかのように見えたというのに。仮に戻ってこられたとしてその状態が変わるなどとは、思いもよらなかった。それだけになにが彼女を立ちなおらせさせたのか、麗丹にはわからなかった。

「皇后が許すかもしれないとは思っていたけれど、わたくしが考えていたよりずっと寛大だったのね」

　いや、もしくは皇子に対して薄情と言うべきなのかもしれない。けれども梅花はゆっくりとかぶりを振った。

「いいえ、あの方はお許しになっていないわ。わたくしに罰を与えられた……だから生きているの」

「皇后はあなたに、どんな罰を与えたの」

「とても、ひどい罰よ……」

　そう言って梅花が告げた言葉に、麗丹はほんの少し目を見開いた。

「あなたには……とても残酷な罰ね」

　けれども、と心の中で付け足す。

　──わたくしにとっては違うわ。

　同時に理解した。梅花はやはり、体と魂がほとんど死んでいる状態のままなのだ。その状態は、遅かれ早かれいずれ完全なものとなる。それを生かしているのは皇后との約束であり、結局は梅花が出立するときとなにも変わらないのだ。




　けれどもその約束の、なんと優しいことか。




　そう早くないうちに梅花と永遠に別れることになる。麗丹は確信した。

　そのとき自分は、友を喪うしなう一人の人間として、常の自分らしくふるまうことだろう。なにかをはばかることなく、泣くし、取りみだすに違いない。梅花がそれを許してくれるような心になっているからだ。それは皇后のおかげであった。




　──娘子、わたくしはいま初めて、あなたさまに感謝の念を捧ささげております。




　この恩を、自分はきっと忘れないだろうと麗丹は思った。




　　　　※




　割りきったつもりでいても、やはり鳳を死なせてしまったことは、小玉の心に影を落とした。具体的には、鴻に会うのが辛つらくなった。雅媛の輿こし入いれも間近に迫り、準備に追われるなか、自然と鴻と距離を置くようになったある日……、




　熱を出した。

　鴻ではなく、小玉が。




　病後の体で長距離を移動したからだろうと、医師は言っていた。ちなみにその医師は、例の元かかりつけ医である。なぜか最近宮城に出戻って来た彼は、再び小玉のかかりつけ医……というかこの場合は主治医になった。

　どういう人事なんだろう……と思わないでもなかったが、梅花の説明を聞いて得心した。自分はこれから、司馬氏とは別の方向から攻撃を食らうようだ。

　それでも無理強いはよくないと思ったので、医師に「診療所のほうはどうなんですか？」と聞いたところ、弟子が頑張っているから大丈夫だと返された。いつの間に弟子を持っていたのだろう。

　弟子といえば、明慧とよく行っていた麵めん屋やに先日顔を出したところ、そこにもなぜか弟子ができていた。明慧が生きていたら、「あんな微妙な味のところに、よく弟子入りする気になるやつがいるな」と、失礼な感心をしたことだろう。正直小玉も、そんなことを思っている。

　小玉としては、師の跡を継いだ弟子が、味の改善に取り組むことを切に願ってやまない。「出しゆつ藍らんの誉れ」という故事は正しいのだと信じたいものだ。




　ともあれ、疲労からくる熱だという診断を受けた小玉は、おとなしく寝ることにした……というよりも寝ざるをえなかった。熱が高すぎて、意識が朦もう朧ろうとするくらいにひどい状態だったからだ。

　とろとろと眠っては夢を見、そして醒さめ……ということを繰り返していると、昼と夜の、夢と現うつつの境目が極めてあいまいになっていく。

　途中、文林の顔を見たような気もしたが、あれは夢だったのか、それとも本当に来てくれたのだろうか……と小玉はあとで首をかしげた。







　体調を崩したこともあって長らく動けなかった小玉は、回復してようやく、やりたかったことを一つ済ませた。

「娘じよう子し、また体が悪くなったってのに、ここに来ていいんですかい？」

　いつも頑張って丁寧な言葉づかいをしようとして、あんまりうまくいっていない孫そん老人に会いにいくことである。

　彼のぞんざいさは、前とぜんぜん変わっていない……白はく夫ふ人じんが生きていたころと。

「ええ。会いに来たかったの。これを渡したくて」

　小玉はそう言って、白夫人のたてがみを孫老人に差しだした。それがなにか言わなくても、孫老人にはすぐにわかったようで、彼は押しいただくように受けとると、手のひらに包みこんで胸元に押しあてると、しばし瞑めい目もくした。

　小玉も目を閉じる。廏うまやはいつもどおり馬くさくて、けれどもその中に白夫人のにおいがないということが、ひたすらに悲しかった。

　そんな思いに心を浸していると、孫老人がしみじみといった様子で呟く。

「白夫人は、嬉うれしかったんだろうなあ」

「え……？」

「白夫人は、娘子の手にかかって嬉しかったはずですよ」

　孫老人の言葉に、小玉は目を開く。彼にそんなことを言われるとは思いもよらなかった。こういう言葉は、誰かに慰めの言葉を期待して発された場合、受け手が気をつかって言うものだと思っていた。

　けれども孫老人は、そういう気づかいができる人間ではないし、それどころかそもそも「気づかい」といえるもの全般と無縁な人間である……馬に対する以外は。そして小玉は馬ではない。




　だから今言ったことは、孫老人の本音なのだ。




「そうかな……」

「そうです。もし白夫人が怒ってたら、娘子も死んでたはず」

「そうかな!?」

　さっきとは別の意味で、思いもよらぬ言葉を耳にしてしまった。けれども孫老人は真面目くさって言う。

「動物を殺して恨まれたら、必ず報いが来るもんですから。もし白夫人が怒ってたら、娘子はとっくに呪い殺されてると思うんですわ」

　この老人は白夫人のことを、すでに神格化しているふしがあるが、小玉は一瞬そうかもしれない……と思ってしまった。白夫人がそれほど規格外だったというのもあるが、小玉自身そういう価値観を身近なものとして育ってきたからだ。

「だが娘子は死ななかったし、それどころか白夫人と同じ病気になって、それでも生きていたってことは、白夫人はすごく喜んで、助けたいと思ったからじゃねえですかね」

　そして孫老人は、最後に付けたす。

「けどもし白夫人に申しわけなく思うんだったら、白公こう子しのこと大事にしてやってください」

「それは……」

　母を死に至らしめた自分が白公子に乗るということに、小玉は後ろめたさを覚えたが、孫老人はそれを鼻息で吹きとばした。

「白夫人は間違いなくそれで喜ぶからなあ。大事なのは、怒っているかどうかわからない前にやらかしたことより、これからやる喜ばれることです」

「……そうかもねえ」

「そうさな、まずは林りん檎ご食わせてやってください。あの坊主、好物は母ちゃんとおんなじだ。ほれ」

　孫老人は懐から林檎を取りだし、小玉の手に押しつけた。孫老人の体温ですっかりぬるくなってしまっているそれを握る。白公子のところに向かい、それを差しだすと、彼は素直に喜んで林檎を口にした。体は大人になっているが、無邪気に自分に懐いてくる姿に幼さを感じる。

　母親の死を負い目に抱くことと、彼を寄せつけないことを無意識に固く結びつけていることを自覚し、小玉はそれをあえてほどくことにした。




　白公子の姿に、鴻の姿が重なった。母を失った子。

　彼が一番頼れるのは自分であるのだ。




　もっとも頼みにする人間が頼りにならなければどうなるか……鳳のようになる。自分の望みは、彼がそうならないことだ。

　鳳に対して負い目を抱くことは永遠に止むことがない。だが、それを鴻に向けることだけはしないことにしようと、小玉は思った。




　在りし日の白夫人の姿が脳裏に浮かび、そして遠くへと去っていった。




　　　　※




　やりたいことのもう一つである、雅媛を見送ることができたのは、小玉にとって嬉しいことだった。

　坏胡に雅媛を送りこむことを文林から知らされたとき、小玉は唇を嚙かみ、かしこまりましたと頷うなずいた。自らの失態を、雅媛が尻しりぬぐいすることになったのだと思った。

　けれどもそれを雅媛に謝罪するような真似を、してならないのだともわかっていた。それはこの場合、かえって不誠実になる。だからいかにも「皇后」らしく、高位の妃嬪たちの集まりの場で、小玉は彼女に告げたのだ。




「なにか一つ、願いを叶かなえましょう」

　雅媛が参加する、最後の集まりであった。

　そして司馬氏がいない、最初の集まりであった。




　小玉の言葉に雅媛は一瞬目を見開くと、次の瞬間穏やかに微笑み、小玉がまるで予期せぬ願いを発した。

「では……襁褓むつきを縫ってくださいますか？」

　要するに、おむつである。

「……なぜ？」

　さすがに変な顔をする小玉と他の二人──紅燕と真桂に、雅媛は楽しそうに言う。

「以前娘子は、部下のためにおむつを縫っておいででしたでしょう？　わたくし、それがうらやましくて」

　言われて小玉は、三羽烏たちのことを思いだす。彼女たちの子どものために、小玉はおむつを縫っており、たまたまそこにやってきた彼女たちも、なぜか自主的に手伝ってくれたことがあった。

「わたくしがあちらで子をなしましたら、どうかわたくしの子のために襁褓を、娘子のお手で」

「それはもちろん」

　小玉も笑いかけた。

「……そういえば、その三人の子は、無事に産まれましたの？」

　真桂が穏やかに問いかけた。

「二人は」

　雪せつ苑えんと千せん姫きは揃って娘を産んだが、冬とう麗れいはまだ出産していない。よほどお母さんのお腹の居心地がいいのねと、先に産んだ二人が笑って話していた。

「それはようございました。もう一人の吉報も待っておりますわ。お文にて教えてくださいませ、貴妃さま」

　雅媛はそんなことを紅燕に言う。丙が誠と布団と一緒に帰ったころからだったか、なぜか暗い顔をするようになっていた紅燕は、この場においても無口であった。だが雅媛の頼みには「ええ」と頷き、今や義理の姉となった彼女に微かすかに笑んだ。

　小玉としても彼女の願いを叶えるのに否やはない。だがもの申したいこともあった。

「……けれども、その願いはわたくし個人が叶えたいものだわ。ですから、『皇后』に対する願いを言ってちょうだい」

「まあ……」

　雅媛は思案げな表情になると、やや考えこむ風情を見せた。そりゃ急に言われたら困るよなと小玉は思う。むしろさっきはよく即座におむつのことを持ちだせたものだ。

「考える時間が必要ならば、後日でも大丈夫ですよ」

「お気づかいに感謝申しあげます。けれども大丈夫です。思いつきましたわ」

　雅媛はにこりと笑い、小玉に望みを告げた。







「わたくしの側付きとして、妃嬪を一人、連れて参りたく存じます」

「……それは、誰を」

「衛倢伃ですわ」

　紅燕がはっと顔をあげた。真桂は横目でちらと雅媛に目をやる。小玉は探るように雅媛を見つめた。

　三者三様の態度を前に、彼女は笑みを崩さない。

　衛倢伃がなにをやったのか、小玉は知っている。梅花にも、文林にも告げられたことだ。今彼女が「病を患った」ということで、蟄ちつ居きよの身であるということも。そして近々、「病死」ということで内々に片づけられるということも。

　司馬氏のことは「公然の秘密」であるが、彼女のことは「完全な秘密」として、ごく一部のものにしか知らされていない。短期間で二人の妃嬪が不貞を働いたという事実は、皇帝の名をおとしめるからだ。またそのように「始末」してしまえるほど、衛倢伃はこの世界では軽い存在だった。




「かの地は自然の恵み豊かだと聞きおよんでおります。きっと衛倢伃の体調も回復するでしょうし、本人もきっと否とは申しあげないでしょう」




　皇后としての小玉は、衛倢伃に温情を与えるつもりはなかった。だが個人としての小玉は、少しだけ憐あわれむ気持ちがあった。彼女が不貞に走った要因の一つは、皇帝に顧みられないからだ。そして皇帝──文林が彼女を顧みないのは、少なからず自分のせいであるからだ。

　また、自分が文林になにか不満を持つことがあったとしても、自分はそれを直接彼に伝えることができる。司馬氏だって（聞き入れられるかどうかは別として）、文林に訴えることはしていた。けれども衛倢伃は、文林が彼女を顧みないからといって、どうすることもできず、この美しい牢ろう獄ごくに閉じこめられて老いていくだけの身なのだ。

　考えなしといえば考えなしではあるが、置かれた状況が嫌で自分なりに動いた衛倢伃は、とても自然な人間だと小玉は思っていた。もちろん「自然」であることが、無条件にいいことであると思っているわけでもないけれど。

　負い目、のようなものも心の中にあるのかもしれない。

「……大家の、お許しを得ましたら」

　なんにせよ、このことは小玉の一存で決められることではない。小玉としても文林に、あえて強く願うことはしない。ただこのことを握りつぶすこともしない。

「ありがとうございます」

　そんな小玉に、雅媛は心の底から嬉うれしそうに感謝を述べた。




　　　　※




　真桂は皇后の前から退出する際、そっと雅媛を手招きし、人気のないところに連れていった。

「薄充儀、あなたはなぜあの女を助けようとするの？」

「雨雨を置いていってしまいますので」

　さらりと応こたえる雅媛に、真桂は眉まゆをひそめる。

「あの女は、あなたの雨雨よりも使えないでしょうに」

　妃嬪として仕つかえられる身であった彼女が、仕える身として異郷で耐えられるとは、真桂にはとうてい思えなかった。

「確かに……わたくしにとって雨雨よりも使える人間など、ほかにはおりません。きっと比べてしまいますわ」

「なら……」

「ですから、別の意味で『使える』人間を連れていきたいと思いました」

　けれども雅媛は、結局は言を翻さなかった。

　真桂はしばし絶句したあと、ぎゅっと目をつむり、天を仰いでから大きなため息をついた。

「あなたは、存外にしたたかな人だったのね」

「そのようなこと……」

「わたくし、自分の頭がよいと思っていたけれども、あなたよりもずっとお馬鹿さんだったらしいわ」

　雅媛はぱちくりと目を見開いた。そんなことを真桂が言うとは思いもよらなかった、という様子だった。

　真桂は苦く笑う。

「わたくしだって、自分の駄目なところくらいは認められるわ……特に、大事なお友だち相手にはね」

　その言葉に、雅媛は急に顔を赤らめた。両手で口元を押さえ、目をさまよわせる。そんなに忙せわしなく表情を変える彼女など、創作関係以外では見たことがなかったから、真桂は思わず彼女の顔を覗のぞきこんだ。

「……あの、わたくし」

　雅媛がややあって言葉を発した。なんだか泣きそうな声だった。

「どうしたの？」

「わたくし、李昭儀を騙だますつもりはなくて……」

　迷ったあげく発した言葉がそれで、真桂はちょっと拍子抜けした。それくらいのことはわかっている。彼女は全方向に警戒して、その警戒に真桂は気づきもしなかっただけだ。

「でも、わたくしのこと……あの、李昭儀」

「なに？」

　文脈から内容をまるで判断できなかったが、呼ばれたからとりあえず返事をする。雅媛は赤らめた顔をますます赤く染めて、言った。

「わたくしたち、『お友だち』なのですね」

　彼女の勢いに少したじろぎつつ、けれども真桂は否定することはしなかった。

「……ええ」

「嬉しい……」

　すると雅媛は、感極まったような声で言った。

「わたくし、お友だちなんてこれまで一人もいませんでした。こういうふうに大事な人が『お友だち』なのですね。素敵なものなのですね」

「…………」

　そういえば自分も友だちなんていなかったな、と真桂は思った。その言葉が、実はとても心をくすぐったくさせるのだと、真桂は今初めて気がつき、思わず顔を赤らめてしまった。




　美しい娘たち二人が、真っ赤な顔で見つめあう（しかも片方は目が潤んでいる）……それは、ちょっと倒錯的な光景だった。




　ややあって気を取りなおした真桂は、雅媛に問いかけた。

「あなたはなぜ、自分から坏胡のもとへ行くと申し出たの？」

　雅媛は素直に答える。それは雨雨に彼女が言ったことと大差ない内容で、真桂は頷うなずきながらそれを聞いた。

「それからもう一つあります」

「なに？」

「わたくし、恋を知りたいのです」

「……恋？」

　思いがけぬ言葉に聞きかえす真桂に、雅媛はふと遠い目をした。

「いくつか書きはしましたが、しょせんは絵空事です。恋とはどのようなものなのでしょうか」

「恋をしたいの？」

「できれば。けれどもこの場にいるかぎり、相手が誰であったとしても、恋をしたら苦しくなります」

　真桂は彼女の言わんとすることを理解し、「そうね」と頷いた。




　妃ひ嬪ひんが誰かに「恋」をするならば、それは皇帝が相手でなくてはならない。けれどもその皇帝は皇后しか見ていない。




「向こうに行けば、きっと今よりは機会があるでしょうし」

　しかしある程度言い分はわかるが、一概には頷けない。

「あなたが夫に恋することができるかは、わからないでしょうに」

「もちろんそのとおりですわ。けれども無理ならば、誰かが恋をしているところを間近で見てみたいのです」

　なるほど、と真桂は頷き……戯れに問いかける。

「愛はいいの？」

「それはこの場で見ました。美しいのも醜いのも……辛つらいのも」

　存外真剣に返され、真桂は思わず気け圧おされた。そんな彼女に、雅媛は真剣さを更に強めて言う。

「……李昭儀。最後に一つお願いがございます」

「なにかしら」

「貴妃さまのことを、どうかお支えください。あの方はこれからきっと、苦しい思いをなさるはずです」

　真桂は「どういうこと……」と言いかけ、雅媛の顔からなにかを察した。

「それは、自分で探れということね」

「はい。聞きとどけてくれますか？」

「一つ、訂正をさせてくれるのならば」

　雅媛が怪け訝げんな顔をする。

「訂正？」

　そんな彼女に、真桂は笑いかけた。

「『最後』ではないわ。わたくしたち、また会いましょう。そしてお互いにお願いを言いあいましょう。わたくし、あなたに今度会ったときは、琵び琶わを弾いてとお願いするつもりよ」

　雅媛はくしゃりと顔をゆがめた。真桂は知るよしもなかったが、それは雅媛が後宮で初めて見せる涙だった。

「また、いつか」

「ええ、また」

　真桂が差しだした手に、雅媛がそっと手を重ねてきた。




　　　　※




　吉日を選び、雅媛は嫁いでいった。




　見送る小玉は複雑な心境であった。同行を許された衛倢伃の件とかではなく、先日聞いた雅媛の言葉の内容が気になってしかたがなくて。

　雅媛が嫁ぐにあたり、小玉は個人的に彼女と話す時間もつくっていた。そこでようやく個人的に「あちらに行くにあたり、心配なことはないの？」と質問した。やはり花嫁はなにかと心配ごとがあるもの……と思ったが、




「いろいろとございますが、あちらに嫁ぎましたら辺境で活躍する娘じよう子しの物語が書けるかと思いましたら、それだけでなにも……」




　正直、聞いた瞬間、心配事はちゃんと心配してくれと思った。だが含がん羞しゆうに満ちた彼女の表情は花嫁らしい初々しさだったので、まあそれはそれでいいかとも思った。

　それよりも相手は壮年に近い男性であるのだが、それでいいのかと小玉が聞けば、

「大家も同じくらいのお年ですもの」

　と返された。

　文林はさすがにそれよりは年少のはずなのだが、若い娘からすれば大差はないようだ。聞いていて小玉は、なんだか心に傷を負った気がした。文林の耳には絶対に入れないでおこうと思う。




　ともあれ雅媛は、そこそこ明るく皆に別れを告げている。手には琵琶を携えている。

「あちらでも練習をしたいと思っております」

　そう言う彼女は、なにやらとても嬉しそうだった。

　見送る紅燕や真桂、義母ということになる王太妃は片方の袖そでを涙で濡ぬらしている。なおもう片方の腕ではなにやら大量の本を抱えていた。

　彼女の側仕えであった雨雨をはじめとする女官や宮女たちは、

「離れておりましても、わたくしたちの心は一つです」

「わたくしたちは、決して倦うまずたゆまず新しいものを作りだし続けます」

　という、小玉にはわかりたくない決意表明で、雅媛を見送っていた……といっても、本当はもうわかってしまっているんだが。

　あの日、自分の耳に情報を入れないよう頑張ってくれた清喜に対しては、今心から感謝している小玉である。







　なお、雅媛はその後二人の子を産み、うち一人は部族を継ぐことになる。

　そしてその時代を境に、辺境で活躍する女戦士の物語が大流行することになった。

　そこから関皇后が、皇帝の死後に坏胡の地に渡ったのではないかという眉まゆ唾つば物ものの説が長らく人口に膾かい炙しやするようになった。後に専門家が、否定のために一生懸命になるそれを作ったのが誰なのかは、語るまでもない。




　　　　※




　梅花が体調を崩したのは、雅媛を見送ってしばらく経ってからのことだった。




　ある寒い日、梅花は胸を押さえてうずくまり、そのまま意識を失った。小玉は慌てて例の医師を呼んだが、脈をとった医師は首を横に振って言った。

「年だな」

「梅花診た人って、みんなそう言うんですよね。他に言うことはないんですか？」

　小玉は責めるように言う。そのつもりはなかったが、どうしてもそういう言い方になってしまった。そんな自分に気づき、小玉は慌てて謝る。

「すみません……」

「いやいやかまわないさ」

　医師はそういう反応は慣れっこなのか、特に気にした様子もみせず、梅花の手首から手を離した。

「実際そうだからなのだろう。医師によって所見が変わることは多いが、変わらないことのほうだって多い。処方は変わることもあるがな」

「梅花は目を覚ましますか……？」

　小玉の問いに、医師は難しい顔をした。

「五分五分だな……だが、このまま逝っても苦しみはないだろう」

　それを聞いた小玉は、医師を自分の宮に待機させ、梅花と関係が深い人間をすべて呼んだ。

　真っ先に飛んで来たのは徐尚宮で、彼女はこんこんと寝込む梅花を盛大になじり、最終的には自分が過呼吸を起こして倒れそうになったあげく、梅花の隣の部屋で治療を受けることになった。医師もまさか待機した末に、まったく関係ない人間を診ることになるとは思わなかったとぼやいていた。

　しかも徐尚宮は自分の体調が回復しないと言い張って、そのままその部屋を占拠して、梅花の面倒を見始めた。しかし傍で見るに、そんなに上手ではなかった。

　心配してくれるのはありがたいが、挙動のすべてが迷惑という、まさに「ありがた迷惑」という言葉を体現している徐尚宮に、正直彼女は呼ばないほうがよかったかなと、小玉でさえ思ったものだ。

　それでも小玉がいない間、梅花の世話をしてくれていたのは彼女らしく、あの厳しい梅花がそれほど行きとどかない世話でも特に気にしなかったというあたりに、小玉は二人の気の置けない関係を感じとった。だから彼女が梅花の側にいるのはいいことなのだろう、多分。

　徐尚宮に比べると文林の訪れはまっとうなもので、彼は梅花の顔をさっと見てさっと退出し、小玉とこれからの彼女の治療について相談すると、必要なものは手配させると言って戻っていった。

　すぐに帰ったのは忙しいからというわけではなく、長く居ると梅花の負担になるからと考えたからのようだ。彼にしては対応が優しい。それが正しい証拠に、文林は滞在する時間こそ短いが、見舞い自体は頻繁に行った。

　なぜか連れてくる宦かん官がんは、賢恭ではなく主席太監ばかりだった。いつもならば半々くらいの割合なのに。

　杏と、それから鴻の乳母は真っ青になりながらも、交代で看病にあたっている。けれども特に乳母は、時々涙をこぼしている。梅花の知人の娘で、そうとう苦労した女性だと聞いていたが、小玉が思っていた以上に深い関係があるようだった。

　乳母と杏が梅花にかかりっきりになったため、鴻の世話はもっぱら小玉が見るようになった。少し距離を置くようになったというものの、こうやって間近で接すると、やはり彼のことが愛いとおしい。

　鴻とは最近、距離をとりなおすことに成功した。当初鴻は、小玉と一緒にいるとやや落ち着かないようだったが、それは無理もない。小玉の勝手な心境で遠ざけておいて、それを寂しく思う資格などあるわけがない。

　けれども鴻自身は決して小玉のことを嫌いになったわけではなかったらしく、ふとしたなにげない触れあいの際によく笑みをこぼしてくれた。その笑みがいつものものになるのは、すぐのことだった。ただ小玉が熱から回復して以来、時おり向けてくるなにか物言いたげな目だけはやむことがなかった。

　その物言いたげな態度が実際に鴻の口から出てきたのは、梅花が寝付いてから三日目のことだった。

「母上は、父帝へいかといっしょにいて、しあわせですか？」

「幸せですよ」

　唐突かつ、こましゃくれた質問に驚きながらも、小玉は素直に答えた。その答えを聞いた鴻は、身をもじもじさせると別の質問をしてきた。

「父帝へいかのこと、好きですか？」

「好きですよ」

　なんのてらいもなく返せた自分を小玉は驚きながら、そうか自分は無意識にそう言えるくらいには、文林のことが好きだということを受け入れているのだなと思った。




　そういうふうに、なっていっている。




　鴻はまたもじもじすると、「わかりました……」となにやら困ったように呟つぶやいた。そのまま手に持ったうさぎのぬいぐるみの耳をこねこねしはじめる。これは昔小玉と梅花が一緒に作ってあげたものだ。最近はしまわれていたものの、梅花が倒れてから鴻はこのぬいぐるみを片時も手放さなくなった。

　小玉はふと、このぬいぐるみを鴻にあげたときのことを思いだした。そして、彼がぬいぐるみと一緒に過ごした日のことも思いだした。

　作ってあげた当初は、鴻の手に持たせてあげても指の力が足りずぽとりと落としていた。それなのにいつの間にか、上手にうさぎの耳を握れるようになったのを目にした喜びだとか。

　そして物を摑つかむのを覚えた鴻が、今度はうさぎの耳を口に入れて遊ぶようになったのを見ては、今日は片耳しかしゃぶらないだの、昨日は両耳を一気に入れられたのにだのと、梅花と二人で毎日笑いあったときのことだとか。




　胸に押しよせる優しい過去に、一瞬、涙が出そうになって、小玉は慌ててぱちぱちと瞬きをした。




　鴻を寝かしつけると、小玉は梅花の顔を見に行った。このとき梅花の様子を見ていたのは杏で、彼女は小玉の顔を見ると一礼して退室した。

　梅花と二人きりになった小玉は、彼女の顔を覗のぞきこむ。安らかなそれに、思わず呟きがこぼれた。

「約束、守ってくれるのね」

　梅花はなにも答えない。

「……確かに、安らかに死んでほしいって言ったけど、まさかこんなに早いとは思わなかったわ」

「まったくです」

　唐突に声が聞こえた。小玉はまじまじと梅花の顔を見る。目がうっすらと開きはじめていた。

「……梅花？」

　どうやら彼女は、五分の可能性を拾ったらしい。

「さすが梅花さま……」

「なんですかそれは」

　思わず漏れた感嘆の声に、すかさず厳しい指摘が入り、小玉は笑っていいんだか泣いていいんだかわからなくて、顔をくしゃりとゆがめた。







　梅花が目を覚ました報は、親しい人々を喜びに沸かせたが、それはわずかの間のことだった。

　彼女がもう長くはないということも、わかってしまったからだ。







　しかし皆、すぐに迎えるであろう梅花の死を悲しむよりも、今意識を取りもどしたことを静かに喜び、そして静かに心の準備をしはじめた。それは彼女がとても穏やかで、安らかに見えたからだった。

　梅花は一日のほとんどをとろとろと眠って過ごし、そしてたまに起きては見舞いに来る誰かと話した。たいていは徐尚宮だった。彼女もまた、梅花に漂う安寧の気配に、落ちつきを取りもどした一人だった。

　文林も頻繁に訪れては、梅花のことを気づかった。ただし意識が戻ってからは寝室に足を踏み入れることはなかった。彼なりの女性への気づかいのようだ。

　そして意外なことに雅媛からも文が届き、梅花は嬉うれしそうにそれを読んでいた。彼女は合わない気候に最初体調を崩したが、今は回復してなんとか立場を固めはじめているらしい。

　小玉は梅花とあまり話をすることはなく、しかし梅花が眠っているときの顔をよく眺めた。その穏やかな顔つきを。




　今日もまた、小玉は梅花の顔を眺めていた……ら、急に眩まぶしくなった。太陽がかたむき、小玉の顔に日差しが当たるようになったらしい。

　小玉はなんとなく、窓のほうへと歩いていった。そして外の木に、あるものを見つけ、はっと息を吞のんだ。

　背後から声が聞こえる。

「梅の花が咲きましたわね」

「……起きたの？」

　振り返ると、梅花が目を開けてこちらを……窓から覗く梅の枝を眺めていた。その彼女が嬉しそうに呟く。

「今日はとてもよい日です」

「そうね」

　梅花は歌うように続けた。彼女の声は耳に心地よい。

「よいお天気で、梅の花が咲いて……」

「うん」

　小玉が頷うなずくと、梅花はいたずらっぽい表情で付け加えた。

「安らかに死ぬには、まさにうってつけの日ですわ」

「うん」

「娘じよう子し」

「うん」

「人は、こういうふうに死にもするのです」

「うん、うん……」

　小玉は「うん」と頷くことしかできなかった。今日が「その日」なのだとわかってしまったから。

「そして死は優しいものでもあるのです……」

「うん」

　そのあとには、なにも言葉は続かなかった。

「梅花……？」

　呼びかけには、なにも返ってこなかった。彼女は生きているかぎり、小玉の呼びかけに応こたえる人だ。だから呼びかけに応えないということは、そういうことなのだ。

　小玉はくちびるを嚙かんでしばらくうつむくと、再び窓の外を見る。

　これまで死に方について望みを抱いたことはない。きっと行いにふさわしい死に方をするのだろうと思っていた。そのとき迎える死は、小玉にとって常に「罰」のかたちをしていた。

　けれども、そうではないこともあるのだ。むしろ死は、どんなものにもなれるのだ。それは生も同様で、二つは常に自分の近くにある。そしてときに選べることができるのだ。選べないとしても、願うことは常に自由なのだ。




　今日はとてもいい日だ。

　いいお天気で、梅の花が咲いている。

　安らかに死ぬには、まさにうってつけの日。




　梅花の言ったことは、まったくもってそのとおりだった。

　小玉はこんな死に方を初めて見た。そして自分もまたそのように死にたいものだと思った。そして文林にも同じような……いや、自分が死ぬときよりもずっと安らかな死に方をしてほしいとも。

　お互いろくな生き方をしていない。だから自分と同様な死に方をするのだと、なんとなく思っていた。それまで精一杯生きていけば、それでいいのだと。だからずっと生きようと。

　そして彼の充実した生のために、自分が彼を守り、戦うのだと。けれどもそれにもう一つ、彼が満ち足りた死を迎えるために、という理由を加えようと小玉は思った。

　ずっと生きていたい、生きていてほしいという思いと、それは矛盾しないものだった。とても贅ぜい沢たくな願いではあったけれども。




　小玉は思う……自分と彼は、どちらが先に逝くのだろう、と。




　年齢だとか、置かれた立場だとかを考えると、自分である可能性のほうが高いだろう。でもどちらが先に死ぬにしても、そのとき隣にはもう一人がいてほしい。




　そう、「そのとき」に隣にいてほしいのは、文林なのだ。










　　　あとがき







『紅霞後宮物語』シリーズも十冊目になりました。

　物語はここで一区切りついたと思っています。その区切りの一冊を手に取ってくださり、ありがとうございます。




　第一幕を書いているとき、自分が出す本はこれが最初で最後だろうと思っていました。ですから自分が詰めこめるすべてを詰めこもうと思いました。当時の担当編集さまにいただいたご指摘により、いくつかの要素を削除した覚えもありますので、とにかくすべてを投入したという満足感で世に送り出しました。

　ですから第二幕のときは、「えっ、出るの？」と思いましたし、第三幕も「えっ、出るの？」と思いました。第四幕は第三幕と一緒に構成案を作ったものの半信半疑でしたので、具体的に締め切りが決まったときに「あっ、出るんだ」と思いました。

「この先」を自主的に考えはじめたのは、第五幕の準備をしはじめた段階になってからです。こうなったら書けるかぎり書きたいと思いました。

　その際に「まずはここまでは」と思ったのが、寛かんと康こうとの戦いの決着までです。それは諸事情により今はもう削除していますが、書籍化する前にウェブで連載していた部分が、第七幕と第八幕あたりのエピソードだったからです。

　今回そのエピソードを書き終えてほっとしているのですが、だからといって物語自体が終わったわけではありません。言うなれば、終わったのは第一部ということになるでしょうか。

　ですからこの次に出る第九幕は、そのように銘打っているわけではないですが、第二部ということになります。そして第二部を祝したわけではないですが、第九幕から登場人物の説明をつけていただけるそうです。嬉うれしいです。

　この物語の舞台となっている宸しんという国のこの時代は、繁栄へと向かっているわけではなく、むしろ逆に衰退へと向かっている国です。小しよう玉ぎよくも文ぶん林りんもその他の人たちも、いずれ来る滅びによる漠然とした、あるいは明めい瞭りような閉へい塞そく感かんの中で自らの役割をまっとうしています。第二部は、ますますそういう空気は強くなっていきます。

　それでもその中ですら、ときに笑いながら生きて、死んでいく人たちの物語をこれからも書いていきたいと思っています。今は小玉が老いて世を去るところまでを書くのが、私の目標です。

　これまで死の理不尽さ、唐突さ、残酷さを書いてきました。それは今回も変わりません。けれども死は決してそれだけではないのだと思っています（あるいは私が、そう思いたいだけなのかもしれませんが）。この第八幕で小玉がそう思うようになれたことも、私にとっての区切りでしたので、やはり第一部が終わったのだなあと思います。




　とはいえ、解決していないこともありますね！　そうです、文林のことです！

　文林の気持ちは一切解決していないので、第二部でなんとかできたらいいなあと思っています。すべては文林次第です。非常に取りあつかい注意な人なので……。




　そんな彼と小玉の関係のことですが、第七幕を書いていたとき、以前お受けしたインタビューのことを思いだしました。そのとき小玉と文林について私は、「多分この二人は、お互いを見つめ合うことができても、同じ方向を同時に眺めることはできないのではないかなと思います」とご回答した覚えがあります。

　その回答部分は掲載されなかったのですが、今でも強く意識していて、この二人を表現するのにぴったりだなあと思っています。この関係はよい方向にも悪い方向にも転びますが、二人がそういう関係にしかなれない以上、そういう自分たちとして受けとめて過ごせるようになってほしいです。ただこの二人の性格と立場と年齢上、どう考えても人前でいちゃいちゃするようなことにはならないですね。でも仲は至極いいです。

　実を言うと、今回ちらっと出てきたお隣の国の皇帝と寵ちよう姫きのほうが、よっぽど正統派なカップルなので、恋愛面ではそっちを応援しています。二人揃って腹の黒さが文林とどっこいどっこいですし、一歩間違えると泥沼になりそうなあたりが小玉と文林にはない不安定さですけれども。

　いつかこちらの二人のなれそめも書いてみたいものです。多分、梨の花がはらはらと零こぼれ落ちる中で出会い、そして恋に落ちる二人……という感じで始まると思います。




　さて、この第八幕も、栗くり美みあい先生作画の『紅霞後宮物語～小玉伝～』五巻と同時発売です。今回のキャンペーン企画では、なんでも桐きり矢や隆たかし先生の複製原画に直筆サインを入れていただけるそうです。十冊目の表紙ともども、ありがたいことです。

　また、担当編集さまには、これから登場人物の紹介で間違いなくお手数をおかけしますが、よろしくお願い申しあげます。私、頑張ります。





二〇一八年四月十六日
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